
        
            
                
            
        

    






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「アリシア、貴様は聖女でありながら魔族と内通して我が国を混乱に陥れた。よって俺と結ばれていた婚約を破棄し、貴様を処刑する！」

　突如として、私──アリシアはそう言い渡された。

　私に指を突きつけているのは、神聖ヴァイス王国第一王子のシュテイン・ヴァイス王子殿下である。これでも私の婚約者であった。

　王族の証しである美しい白髪に、整った顔立ち。社交界で視線を引きつけてやまないその美貌は、しかし今は憤怒で歪ゆがめられていた。

「冗談ですよね、殿下？」

　困惑のまま、私は聞き返す。

　今は、魔王封印を祝う祝賀パーティーの真っただ中だ。

　長き戦いの末、ついに私は魔王の封印に成功したのだ。長年続いた戦争に、ようやく終止符が打たれる。その祝いの場で放たれたのが、先ほどの物騒な言葉であった。

　神聖ヴァイス王国は、長年、魔族と戦争状態にあった。聖女の力を見いだされて以来、私は『対魔族特務隊』のメンバーとして、常に最前線で戦ってきた。

　当然、魔族と内通していたという事実はない。

「ならば問おう。戦力では我々人族が圧倒的に勝っていたのに──なぜ、これほどまでに戦争が長引いたのだ？」

「失礼ながら、いつも申し上げている通りです。特務隊の人員が、あまりに足りないのです！　それに戦争は、終わってなんて──」

「黙れ、そう言って我々を騙だましていたのだな！　この魔族の手先が！」

　激げき昂こうのままに叫び、シュテイン王子は私の頰を思いっきり引ひっ叩ぱたいた。

「あっ……」

　頰を押さえて、私は呆ぼう然ぜんとうずくまる。

「殿下、誤解です。どうか落ち着いてください」

「黙れ！　貴様が情報を魔族に売っていたことは、既に調べが付いているのだ。これまでよくしてやった恩を忘れ、よくも──恥を知れ！」

　よくしてもらったのだろうか？

　私はこれまでの生活を思い返していた。

　身分を尊ぶシュテイン王子は、元孤児の婚約者など見たくないと私に罵倒を浴びせ、プライベートで関わりはほとんどなかったはずだ。聖女として特務隊に関する要望を出せば、平民のくせに生意気だと殴られたこともある。

　そのくせ、王子はいかなる時も私に完璧を求めた。王子にとって私は、彼を引き立てるための都合の良い道具でしかなかったのだ。

「事実無根です。どうしてそのような戯ざれ言ごとを信じてしまわれたのですか？」

「ふん。大方、戦争が終わって、聖女の地位が失われることを恐れたのだろう。卑しい生まれの者が、考えそうなことだ。貴様がノロノロと戦っていたせいで、いったい何人の兵が失われたと思っている！」

「な！　そんな言い方……！」

　物心ついたときから、私は魔族を相手に戦う日々を送ってきた。遊ぶ暇すらなかった。青春のすべてを、聖女としての活動と王国を守るための戦いに費やしてきたからだ。

「手て際ぎわの悪さは、申し訳ございません。しかしそれも、殿下が十分な兵力を特務隊に派遣してくださらないせいで──」

「黙れ！　俺の方針に口出しするな！」

　そしてこれだ。特務隊の兵力不足は、そのまま個々の兵士の負担になる。どれだけ説明しても、王子は平民が口を挟むな！　と、頑かたくなな態度を崩さなかった。

　私が聖女の力を見いだされたのは七歳の時だ。

　戦争孤児だった私は、またたく間に王宮に連れて行かれ、訳も分からぬまま訓練を受けさせられた。すぐに戦地に放り出されて、魔族との戦いの矢面に立たされた。それから七年もの間、私は命懸けで魔族たちを相手に戦ってきた。命を落としかけたことは、片手では収まらないだろう。それでも私は、ボロボロになりながら戦い抜いた。

　国にいる大切な人たちを守るため。

　そして生まれ育った孤児院への仕送りを絶やさないためだ。

「しょせんは平民ですからな」

「だから尊き血を引く者から、聖女を選ぶべきだったのですよ」

「ああ、あんなのが聖女だなんて──ああ、穢けがらわしい」

　貴族たちの囁ささやきが、耳に入る。

　国のためにいくら尽くしても、私の評価なんてこんなものだ。

　城に戻るたびに貴族たちから嫌みを言われるのも慣れっこだ。彼らにとって、遠い戦地で起きていることなど、まるで関係ないのだから。
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「これから、この者の裏切りを証明する。出番だ、真の聖女──フローラよ」

「は～い！　まさか聖女様が魔族と内通していたなんて。国を愛する者として、絶対に許せないです～。フローラ、お国のためにがんばっちゃいますよ～！」

　シュテイン王子の呼びかけに応えて現れたのは、子爵令嬢のフローラだ。

　真っ赤なドレスを身に纏まとっており、女性らしさを強調するように胸元は大きく開かれている。フローラは王子の元に駆け寄り、まるで私に見せつけるようにその腕にしなだれかかった。

「これは～。新たに聖女の力を手に入れた私が開発した薬なんですが～。これって、人間に使うと魔力を高めて、魔族相手だと毒になる素晴らしい霊薬なんですよ～」

　フローラが、甘ったるい声で説明していく。

「うむ、フローラは非常に優秀でな。この霊薬の効果も、既に騎士団で検証済みだ」

　シュテイン王子も、自慢げにそう補足した。

　見ればシュテイン王子とフローラは、うっとりと見つめ合っている。

　妙に納得してしまった。私が命懸けで魔族と戦っていた間、この男はあろうことか浮気に精を出していたのだ。

「アリシアさん。ほら、お飲みなさいな～」

「何のつもりですか、フローラさん？」

　硬い声で尋ねるが、フローラはにこりと微笑ほほえむのみ。

　彼女は毒々しい緑色の薬品を、躊ちゅう躇ちょなく私の口に流し込んだ。




　──毒っ!?

　鼻を刺す特有の臭い。ピリピリと舌が痺しびれた。

「げはっ、ごほっ…………」

　激しく咳せき込こみ、私は大量に吐血した。何が魔族相手だと毒になる霊薬だ。これは毒を盛り、私を魔族に仕立て上げようというフローラの罠わなだ。

「聖女が苦しんでいるぞ!?」

「どういうことだ。霊薬は、魔族にのみ有害なんだろう？」

「我々は何ともないのに」

　こちらを見ている貴族の間に、動揺が広がっていく。

「げはっ、げほっ……毒です。フローラは、私に、毒を……！」

「フローラが、そんなことをするはずがないだろう！」

　激昂するシュテイン王子。

　血を吐き苦しむ私を、婚約者であるはずの彼は心配するそぶりすら見せなかった。それどころか愛するフローラを侮辱されたと、私を怒鳴りつける始末。

「これが真実なんですよ～。これまで祭り上げていた聖女アリシアは、実は魔族の血を引く魔女だったんですね～」

　毒で苦しむ私をよそに、フローラが喜色満面の笑みでそう宣言した。

　念のため、霊薬は王国付きの鑑定士により検査されたが、結果は毒ではないと判定された。フローラと頷うなずき合う鑑定士を見て、私は彼らがグルであることを悟る。

　──まさか、ここまでするなんて……。

　フローラに敵視されていたのは知っていた。

　小さな嫌がらせはこれまでもあったが、実害はないので放っておいたのだ。まさかここまであからさまに危害を加えられるなんて予想もしていなかった。

「本当にアリシア様は、国を裏切っていたのか？」

「今、見た通りだろう！　あいつは魔女だ！」

「だから聖女のフリをして、魔族の有利になるように戦争を操っていたのか！」

　疑念を抱くたくさんの目が、私を貫いた。

　こんなことで処刑されるなど冗談ではない。

「騙されないでください！　その毒薬は、あらかじめ準備していれば症状を抑えられます。もう一度、鑑定を！　フローラさんは、本当に毒を──」

「もうよい。汚らわしい口を開くな、この魔女め！」

　近衛このえ兵へいの一人が、私を激しく罵倒する。

「まさか聖女が、魔族の血を引いていたなんて」

「私の愛するフローラが悲しんでいる。裏切り者に、徹底的に報いを受けさせよ」

　シュテイン王子が、冷徹にそう宣言した。

　そうして祝勝パーティーは、魔女断罪パーティーに姿を変えた。
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　屈強な男に取り押さえられ、私は頑丈な柱に括くくり付けられた。

「卑しい平民が、王子との婚約とか夢見てるんじゃねえ！」

「おまえのような人間には、お似合いの末路だな」

「美しいフローラ嬢こそ、殿下の婚約者に相応ふさわしい。身のほどを弁わきまえろ！」

　好き勝手に言いながら、近衛兵たちが私に向かって一斉に魔法を撃った。突如として始まった元聖女への私刑を咎とがめる者は、この場にいない。それどころか面白い見せ物でも見るような愉悦に満ちた視線が、こちらに向けられていた。

　これまで国のために尽くしてきた結果がこれなのか。王国に渦巻く悪意の奔流に、私は思わず泣きそうになった。

　ここで聖女の力を使えば、脱出は容易だっただろう。聖女の振るう魔法は、それほどまでに圧倒的なのだ。

　それでも私は、対話の道を選んだ。

　選んでしまったのだ……。




　──いいかい、アリシア。話し合いで解決できないことなんて、存在しない。

　──決して分かり合うことを諦めてはいけないよ？

　それは優しかった孤児院長の口癖だった。

　その言葉は、私の中で揺るがない信念として息づいていたのだ。




　シュテイン王子が、こちらに向かって歩いてくる。

「私に疚やましいことなんて、何もありません。殿下、信じてください！」

　私は、必死に呼びかける。しかし彼は、息も絶え絶えの私を楽しそうに見ると、

「生ぬるいな。どれ、私が手本を見せてやろう」

　そう言って酷薄な笑みを浮かべた。

　シュテイン王子が杖つえを振ると、土で作られた巨大なゴーレムが生み出される。ゴーレムは何の躊躇もなく巨体から鋭いパンチを繰り出し、ろくに抵抗もできない私を撃ち抜いた。

「殿下……。どう、して……？」

　シュテイン王子の顔には、愉悦が浮かんでいた。

　そこまで私は、恨まれるようなことをしたのだろうか？

　精いっぱい、あなたの役に立とうと頑張ってきたのに。

　どうしてこんな目に遭わされているのか、まったく分からなかった。

「貴様のことは、ずっと気に食わなかった。平民のぐずが、俺の婚約者などむしずが走る！　俺の機嫌を損ねるとどうなるか、少しは思い知ったか！」

　自慢の土魔法を見せびらかすように、嬉き々きとしてシュテイン王子は何度も何度もゴーレムの拳を私に叩たたきつけた。泣いても叫んでも、どれだけ痛いと訴えても誰も聞く耳を持たなかった。

「見ろ！　これが王国一の土魔法だ。くたばれ、魔女め！」




　──痛い、苦しい。

　これまでの戦いで、魔族にこっぴどくやられたこともある。

　この程度の痛みなら、別に初めてではなかった。

　だけども今回の相手は、魔族ではない。

　私が守ろうとしていた人類なのだ。

　何より、心が痛かった。




　──決して人を恨んではいけないよ。

　孤児院長の言葉が、頭の中を回り続けていた。

　その信念は、ある意味呪いのようだった。

　こんな目に遭わされても、黙って受け入れるしかないなんて。




　痛い、苦しい。

　夢なら早く醒さめてほしい。

　それでも私は胸の中の信念を貫き、この場を耐え凌しのごうと決めていた。

　結局、シュテイン王子が満足するまで地獄のような時間が続いた。ようやく解放されたとき、私は立つこともできず床に倒れ込み、そのまま意識を失った。
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「楽しい見世物だったな」

「ええ。なんでこんな目に遭ってるのか分からないって顔。本当に愉快でしたよ～」

　意識を失いぐったりしているアリシアを見て、シュテイン王子とフローラが笑い合う。

　犯罪者の処刑の見物を趣味とする貴族も多いが、彼らもまさしくその典型であった。彼らにとって、気に食わない相手に罪を押し付け、徹底的にいたぶってから処刑する瞬間は、まさしく至高のひとときである。

　シュテイン王子の命令で、アリシアには犯罪紋が刻まれた。犯罪紋とは犯罪者の拘束に用いられ、さらに魔法行使を禁止する紋章だ。

「最期は、どんな絶望の表情を見せてくれるのでしょう。今から楽しみですね～」

「そうだな。あいつの最期は、おまえを真の聖女にするための盛大なショーになる。せいぜい、盛り上げてやらないとな」

「あらあら、可哀想かわいそう～。一応、婚約者だったのでしょう？」

　今回の計画を発案したのは、シュテイン王子だ。邪魔なアリシアを排除して、高位貴族であるフローラを婚約者として迎え入れるため、これは必要な儀式だったのだ。

「ふん、形式上はな。あれを女として見たことなど一度もない」

　フローラの言葉に、シュテイン王子は面白くもなさそうに鼻を鳴らすのだった。
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　悪夢のようなパーティーから一夜。

　犯罪紋を刻まれた私は、地ち下か牢ろうに捕らわれていた。

「吐け！　王国に仇あだなす魔女め！」

「……」

　取り調べは、王国直属の騎士団が担当することになった。

　もっとも公平さなど望むべくもない。まともな調査もなく、私は即座に魔女だと断定された。

　無実を証明することなど不可能。

　弁明の機会すら、一度も与えられなかった。




　──ああ、何を言っても無意味なんだ。

　必死の説明には、嘲ちょう笑しょうが返された。

　どれだけ無実を訴えても、苛烈な暴力が返ってくるのが関の山。

　私に自白させるのは、彼らにとってシュテイン王子からの至上命令なのだから。




　──諦観が胸を支配していく。

　感情が死んでいく。

　私の声は、きっと誰にも届かない。
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　そんな苦しい日々の中。

　私に与えられた唯一の楽しみが、親友とのわずかな面会時間だった。

「ああ、アリシア様。こんな、こんな酷ひどいことをどうして！」

　目に涙を浮かべて、ぼろぼろの私を見る少女の名はリリアナ──今では特務隊の副隊長を務めている少女である。




　リリアナと私の付き合いは長い。

　彼女は、私とほぼ同じタイミングで特務隊に入団した古くからの戦友だ。

　男爵家の生まれでありながら、実家が没落し、厄介払いとして特務隊に送り込まれたそうだ。特務隊には、彼女のように〝訳あり〟の者が多く集められていた。

　特務隊は、死亡率の高い魔族との激戦区に優先して送り込まれることも多い。好き好んで所属する者など、ごくごく少数である。

　同期であった私とリリアナは、必然、一緒の班で作戦に当たることも多かった。

　今でこそ私は、聖女の力を使ってみんなを助けられるようになったが、昔はリリアナに助けられっぱなしだった。本当に感謝してもしきれない。

　最近のリリアナは、やたらとキラキラした尊敬の目を、私に向けるようになってしまった。

　ちょっぴり恥ずかしいけど、私はリリアナをどんな時でも頼りになる相棒だと思っている。

「特務隊の様子はどうですか？　皆さん、元気にしていますか？」

「はい、バッチリです。アリシア様の作ってくださったポーションと結界陣のおかげで、無事に魔族の攻撃を凌ぐことができています」

「そう、よかった」

　いくら魔王を封印したとしても、聖女が抜けた穴は大きい。残された特務隊の面々のことは、大きな気がかりの一つであった。

　リリアナの言葉を聞いて、私はホっと胸を撫なで下おろす。

「アリシア様──こんなの間違っています。逃げましょう！」

　そんな私を見て、堪こらえきれないようにリリアナが言った。

「私たち特務隊が協力します。絶対に、絶対に──アリシア様は、こんなところで死んでいいお方ではありません！」

「落ち着いてください、リリアナ。大丈夫です、私は大丈夫ですから」

　リリアナの表情は真剣だった。

　それこそ本当に仲間を集めて、王城を襲撃しかねない様子。

「どうして止めるんですか！　今こそ、私たちに恩返しさせてくださいよ！」

「相手がどのような手段を使ったとしても、そのようなことは間違っています。それに何より、私のせいでリリアナたちが捕まってしまう方が怖いんです」

　そう言って私は微笑む。彼女の気持ちは、とても嬉うれしい。

　だからこそ、リリアナを危険な目に遭わせるわけにはいかないと思った。私のせいでリリアナが処刑されでもしたら、私は自分のことが許せないだろう。

「私、もう一回シュテイン王子に直訴してきます。アリシア様が魔族なんて──絶対に、絶対にあり得ません！」

「正しいことが通るとは限らないのです。あの人は、結論を覆くつがえしませんよ」

「それでも！　できることはさせてください！」

「ありがとう、リリアナ」

　それからリリアナとは、たわいないことを話した。




　特務隊に舞い込んできた新たな任務。

　新開発された最先端の魔法陣。

　それから今も続いている魔族との戦い。

　年頃の女の子としてはどうなんだ、という話題ではあった。

　けれども私たちにとっては楽しい日常の一つだった。

「そこまでだ」

　楽しい時間は続かない。

　騎士団員により、面会時間の終了が告げられる。

「また来ますね、アリシア様」

「リリアナ、どうか無茶はしないで」

　地下牢を立ち去っていくリリアナの背に、私は呟いた。




　──私も、このままじゃいられないな。

　私のことを信じて動いてくれている人がいるのだ。

　私だけが諦めて俯うつむいているなんて許されない。
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「一度、裁判を受けさせてください！　フローラさんの霊薬を調べてください。私が魔族だなんて、あり得ないということが分かるはずです！」

　一度は諦めたはずの無実の証明。

　私は必死に騎士団員にそう、呼びかけていた。

「黙れ！　まだ諦めないのか、この魔女め！」

「また痛い目に遭いたいのか！」

　もっとも騎士団員は、まともに取り合う気もなさそうだった。

　刻々と迫ってくる処刑の日。何も変わらぬ現状。焦りと不安に押しつぶされそうだった。折れそうになる心を奮い立たせ、私は状況が好転すると信じて苦しい日々をじっと耐えていた。今思えば、リリアナの訪問が心の拠より所どころになっていたのだろう。
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　そんなある日のこと。

　私の唯一の楽しみを奪い、完全に私の心を折るように。面会時間になって、リリアナの代わりにフローラが姿を現した。

「お久しぶりね、アリシア～。ふふ、相変わらず惨めな姿！　元気にしてた～？」

「──フローラっ!?　なんで？　……リリアナは？」

「ああ、あの子？　そうねえ、目障りだったから──」

「……まさかッ」

　血の気が引いた。

「うふふ、そんな顔しないでよ～。特務隊の任務に戻ってもらっただけよ～。今のところはね」

　にこりと微笑むフローラが不気味だった。

「いっそ脱走でも企ててくれれば、あなたの目の前であの子を処刑するなんて楽しみ方もできたんだけどね～。……待ってても全然、行動に移してくれないんだもの」

「──フローラッ！」

　私の怒りなどものともせず、フローラはくすくす笑う。

　狂っている──心の底からそう思った。あの時、リリアナを思いとどまらせてよかった。




「さて、アリシア。取り調べの時間よ～？　ふふ、私は騎士団の皆さまみたいに優しくはない。さっさと白状した方が、身のためよ～？」

　神聖ヴァイス王国において、自白は何よりも有力な証拠となる。

　今この状況でできる最後の抵抗は、何をされても決して認めないことだ。

「無駄です、フローラ。私は魔族と共謀なんて──」

　毅き然ぜんとそう答える私に、

「お～、こわい。こわい。それだけ元気なら、大丈夫そうね～。今日からは、私の実験に付き合ってもらうわよ～？　毒薬耐久実験、魔族のあなたにはお似合いでしょう」

「噓うそ、でしょう？」

「あら、もちろん本気よ。最後ぐらいは人類のために役立って死になさい、魔女さん♪」

　フローラは鼻歌まじりで薬瓶を一つ取り出した。

「じょ、冗談じゃ──」

　毒々しい色をした液体を前にして、私は必死に抵抗しようとしたが、

「あら、抵抗していいのかしら～？　あ～あ、あなたのせいでリリアナちゃん可哀想に……。それにあなたがお世話になった孤児院だって──」

　フローラは顔に手を当て、ただそう告げる。




　──リリアナ、孤児院長……。

　その言葉だけで、私は凍りついたように動けなくなった。

　脅しでも何でもなく、フローラなら息をするように私の大切なものを壊すだろう。今の私は、フローラの気まぐれに頼るしかないのだ。

「……」

　私は、フローラが差し出した毒々しい色の液体を一気に飲み干した。

　抵抗の意思は、既に狩り取られていた。




　──こんなことをして、なにが楽しいの？

　毒に苦しむ私を、フローラがあざ笑う。

　突き刺さるのは、純粋な悪意のみ。

　もうここに、私の味方は誰もいない。
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　それからというもの、フローラは飽きもせず毎日のように私の元を訪れた。

　永遠にも思える地獄の日々。




　──それでも恨んじゃ、駄目なんだよね。

　だって、それは、間違ったことだから。

　魔女とののしられようとも、私は最期まで聖女として気高くあろう。

　地獄の日々を、私は祈るように乗り越えていく。




　──私の悲鳴を聞いて、誰かが喝采を上げていた。

　狂っている。おかしい。いつから世界は、こんなに歪んでいた？

　こちらの声は、何も届かない。変わらない日々が続く。

　ただ毎日が苦しい。自分以外の人間が、まるで別の生物のように見える。

　ああ、本当に自分は魔族だったのだろうか？

　だから、こんな目に遭うのだろうか？
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　地下牢に入れられてから、永遠にも思える時間が過ぎ去った。

　そうして、ついにその日がやってくる。

「魔女アリシア。明日の正午、貴様を公開処刑とする！」

　シュテイン王子が、直々にそう宣言しにきた。

　雪の降りしきる冬の季節──それが私の処刑の日であった。すっかり心が摩耗しているのか、私はもう何も感じなかった。ああ、ようやく楽になれると思ったぐらいだ。




　私は、雪の積もる街道を見せしめのように裸足はだしで歩かされた。世紀の大罪人の処刑は、朝からある種の祭りのような盛り上がりを見せていた。

「人間でありながら魔族に国を売るなんて！　恥を知れ！」

「なにが聖女だ！　この世界の真の聖女はフローラ様なんだよ！」

「いつまでも戦争が終わらないのは、すべておまえのせいだったんだな！　この魔女め！」

　大広場での公開処刑。うねるような悪意と罵倒の言葉。

　私が姿を現すと、会場は異様な熱気に包まれた。




「「殺せ！　殺せ！　殺せ！」」

「「殺せ！　殺せ！　殺せ！」」

「「殺せ！　殺せ！　殺せ！」」




　寒い。

　分かっていた。

　ここに私の味方がいないことは。

　それでも、これは──あんまりな仕打ちではないか。

　悪意の奔流に吐き気がした。

　魔族への恨みが、すべて私に向かっている。

　ここに集まった国民たちは、今か今かと処刑を待っている。




　追い打ちをかけるように、フローラが私の耳に手を当てて、

「そういえばあなたの孤児院ね、とっくに滅んでるわよ」

　そう囁いてきた。いつものように悪魔のような微笑みを浮かべながら。




　──今度こそ意識が空白になった。

　何を言ってるんだろう？

　聖女として働く条件の一つが、王国で孤児院を保護することだったはずだ。私が働いた分のお給金も、ちゃんと孤児院に振り込まれていると聞いていた。なんのために地下牢での理不尽な責め苦に耐えたというのか。

「ははは、平民との約束なぞ守るはずがないだろう？」

　これは傑作だ、とシュテイン王子は笑った。

　この顔が見たかったのよ、とフローラも腹を抱えて笑っていた。




　──それならいったい私は何のために……。

　ああ、まさか今更涙が出てくるなんて。

　あれほど続いた地下牢暮らしも、完全には私の心を殺さなかったらしい。

　ひとしきり二人にあざ笑われた後、私はそのまま処刑台に引きずられていった。




　──ある渇望が、私を支配していた。

　消しようのない黒い炎が胸の奥にくすぶっている。

　口にしてしまったら、これまでの人生が噓になる。

　そう思っていても、その炎は私の中で今も大きくなり続けている。




「せいぜい最後もいい声で泣いてくれよ、アリシアちゃん」

　処刑人の男が、下品な笑みを浮かべた。そのまま私は、十字架状の拘束具に捕らえられた。足元には処刑用に、数々の魔法陣が設置された。

　通称──魔術式処刑。

　処刑方法は、実にシンプルだ。

　致死級の威力を誇る魔法陣を、犠牲者に向かって起動し続けるのだ。

　対象の命が潰ついえるその時まで。

　何度も。何度でも。




　やがて真っ赤な魔法陣が発動し、凶悪な炎が私に襲いかかった。

　全身を炎に包み込まれ、私は無意識のうちに絶叫する。私の悲鳴を聞いて処刑広場でどよめくような歓声が起こり、今日一番の盛り上がりを見せた。

　その一撃は、致命傷にはならない。

　聖女として魔法耐性に優れている私は、簡単に死ぬこともできないのだ。何百発と魔法を撃ち込まれて、苦しみながら私は死ぬのだろう。もっとも残虐だと言われる処刑方法が選ばれたのも、私が苦しみのたうち回る様子を長期間にわたって眺めるためなのだから。




　──次々と、設置された魔法陣が起動していった。

　強大な氷のツララが、私の膝を撃ち抜いた。

　発生したかまいたちが、私の全身を切り刻んだ。

　巨大な土つち塊くれが飛来し、私の頰を撃ち抜いた。




　痛い。苦しい。早く終わらせてほしい。

　そんなささやかな願いも許されない。

　ひとおもいに楽になることすら許されず、私は見せしめに嬲なぶり殺ごろしにされる。

「クリーンヒット！　今のは効いてるんじゃないか！」

「おい！　しぶといぞ、魔女！」

「早くくたばれ！」

　魔法が発動するたびに、会場は異様な熱気に包まれていった。

　どうやら私の断末魔の悲鳴は、この国の民にとって最高の娯楽らしい。

　最前列では、シュテイン王子とフローラが私の処刑を見物していた。目の前で、舞台俳優のショーでも開かれているように二人して喝采を上げている。

　彼らとは一生分かり合えないだろうと思う。理解したいとも思わなかった。




　──私の一生は、あんな奴やつらのためにあったの？

　弱った体に、また一つ上位魔法が突き刺さる。

　既に痛覚はなくなっていた。命の灯ともし火びが消えていくのを感じる。




　──こんな奴らだけが、これからものうのうと生きていくの？

　──優しかった孤児院長は死んだのに。

　この世はあまりに理不尽だ。

　弱っていく体とは逆に、心の炎はどんどん燃え上がっていく。

　守りたかったものは既にない。

　残されたのは全てを踏みにじり、愉悦の笑みを浮かべる悪魔たち。




　もう、いいか。

　死を望む大合唱を聞きながら私は──




「おまえらが死んじゃえ──！」




　喉が張り裂けんばかりの絶叫がこぼれ落ちる。

　魔法でできた槍やりに貫かれ。

　血ち反へ吐どを吐きながら。

　私は、感情のままに呪いの言葉を撒まき散ちらす。




「滅びちゃえ、こんな国──！」




　こんな国、守らなければよかった。

　それは初めて抱いた燃えるような感情。

　私は、心の底からそう思ってしまったのだ。




　──ごめんなさい。

　そう謝る相手すら、もうこの世にはいない。

　これで聖女としては失格だろう。

　でも、どうやら私は魔女らしい。構わないだろう。

　本当にどうして、あんな奴の言うことを信じてしまったのだろう。




　──よくやく枷かせが一つ外されたようだった。

　そんな感情を持ってもいいと思えることが幸せだった。

　結果は何も変わらないだろうけど、それで構わない。

　せめて命を失うその時まで。ようやく見つけたこの憎悪を愛しながら私は逝こう。




「──みんな、死んじゃえ！」

　私を黙らせようと、魔法陣が輝いた。

　それでも私の生きた証しを、何なん人びとたりとも消すことなどできない。







[image: ]第二章　聖女、復活する




　気がついたら、私はふよふよと漂う魂だけの存在になっていた。

　生者と死者の境目の存在。現世を完全に去るまでの最後の余暇だろう。




　──誰かに取とり憑ついて、暴れられないかなあ？

　最初に思ったのは、そんなことだ。

　すぐに首を振って（ないけど）否定した。

　口惜しいことに、今の私にそんな力はない。

　それどころか聖教会の人に見つかったら、あっさり浄化されてしまいそうだ。




　──魂、まっさらになるんだなあ。

　──じゃあ、この恨みもここまでかあ……。

　死の間ま際ぎわ、私は魂の奥深くまで王国への恨みを刻み込んだ。

　決して痛みを忘れないように。あの屈辱の日々を忘れないように。それでも聖教の教えによれば、転生すると前世の記憶はあっさり失われるという。

　納得はいかないが、仕方ない。




　──あーあ、せめて来世では穏やかな人生が送れるといいなあ……。

　次に思ったのは、そんなことだった。

　私の恨みは私だけのものだ。

　記憶だけが残って、来世の誰かに代わりに果たしてもらっても意味がないのだ。




　やることもないので、私は平穏な来世を願う。

　魂だけの状態では、そう何日も現世には留とどまれないだろう。

　私は、自我が完全に消える時を待って──




　……。

　…………。

　……………………？




　どれほどの時が経たったのだろう。

　おかしい。

　いつまで経っても、意識が消えない。

　それどころか、徐々に体に感触が戻ってきているようだった。

　おまけに何やら言い争う声が聞こえてくる。

　そこでようやく私は、気がついた。

　五感が戻ってきている。どうやら私は、冷たい床に寝かされているようだった。

「──ッ!?」

　ガバッと身を起こす。

　ペタペタと手で顔を触る。あ、触れた。




　どういうこと……？

　私はたしかに死んだはず。王国の奴やつらに嵌はめられて。最後には、酷むごったらしく処刑されたはずだ。

「目が覚めた？　人間の聖女ちゃん」

　混乱する私に、突如としてそう声がかけられた。そちらに視線を移すと、

　──至近距離に〝天敵〟がいた。




　魔族の王──すなわち魔王。

　封印したはずなのに、どうして!?

　魔王は装飾品の付いた立派な椅子に座り込み、足を組んでこちらを見下ろしていた。その顔立ちは、精緻な陶芸品のように美しい。長年生きている魔族でありながらも、顔にはまだまだ幼さが残っていた。

　私を見る視線には、なぜか強烈な好奇心が見え隠れしていた。

「魔王ッ──！」

　王国と戦争状態にある魔族の王。

　それは聖女である私が、命がけで食い止めてきた因縁の相手であった。

　王国の切り札が聖女だとすれば、魔族の切り札は魔王だろう。私と魔王は、戦場で何度も死闘を繰り広げてきた。直接、命のやり取りをしたことも数え切れない。

　とっさに魔力で短剣を生み出し、大慌てで距離を取ろうとしたが、

「……もう、いいか」

　私は静かに手を下ろし、ポイッと短刀を投げ捨てた。今となっては、王国に義理立てする必要も感じられない。同時に私は、王国で刻まれた魔法の行使を禁止する犯罪紋が解除されたことを悟った。一度、死んだからだろう。

　私は、改めて周りを見渡す。どうやらここは、大きな建物の中らしい。足元には、何やら怪しげな魔法陣が描かれていた。起き上がった私を警戒するように、十人ほどの魔王軍幹部と思おぼしい存在が私を取り囲んでいる。
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　周りには敵しかいないのだ。

　いくら全力で抗あらがっても、私にここから逃れる術すべはないだろう。

「え？　武器を捨てちゃうの。人間の聖女ちゃん」

「アリシアです。ええ、この人数を相手に勝てるとは思いませんから」

　私は、立ち上がって薄く微笑ほほえんだ。抵抗の意思はないと、両手を上げてみせた。

「アリシア、か。ボクも君と戦うつもりはないよ。アリシア、ボクの名前はね──」

　魔王は、飄ひょう々ひょうとした軽い口調で何かを話し続けていた。




　私が死んでから、いったいどれほどの時が経った？

　どうやら聖女の力は、まだ使えるみたいだけど。

　魔王の言葉を軽く聞き流しながら、私は思考にふける。

　予想外の事態に、正直なところ未いまだに混乱が収まらなかった。けれどもこれは、幸運なことでもあった。決して訪れないと思っていた機会。

　──これで、私は、王国に復ふく讐しゅうできる。




「──ちょっと、アリシア。聞いてる？　ボクが君を生き返らせたんだよ。どうしても君にお願いしたいことがあったからさ」

　ふと意識を戻すと、魔王がそんなことを言っていた。

　私を射抜く魔王の瞳からは、感情をうかがい知ることはできない。けれども生涯の宿敵を前に、願うことなど一つだけだろう。魔王のお願いなど、簡単に想像がついた。




　──ねえ、神様は私に恨みでもあるというの？

　魔族にとって「王国の聖女」は、最大の障壁だったことだろう。なぜか復活しているけど、一度は魔王の封印にも成功したのだ。さぞかし魔族からは恨みを買っていることだろう。

　王国であれほどの地獄を味わったのに、今度は魔族から復讐されるのか。

　あんまりな人生に、私は自らの生を呪う。けれどもせっかく手に入れた二度目の生だ。このまま終わるつもりはなかった。

「復讐のためですよね。であれば、どうか半殺し程度にしておいていただければ……」

「──は？」

　せっかく生き返ったのだ。

　何がなんでも生き延びて、王国への復讐を果たすのだ。

　こんなところで、死んでたまるか！

「魔王さん！　あなたが私のことを憎く思う気持ちは、よく分かります。しかし考えてもみてください。死なんて一瞬だと思いませんか？　本当に憎い相手がいるのなら、そのような生ぬるい方法を取るべきではありません！」

　もっとも恐ろしいのは、魔王が私を瞬殺してスッキリしてしまうことだ。

　そんなことになれば、せっかく生き返ったのに無意味。ただの無駄死にである。

「相手を蹂じゅう躙りんして、徹底的に苦痛を与えて、この世の地獄を見せる。もう殺してほしいと懇願しても、それを無視して、この世のありとあらゆる苦痛を与える。それこそ相手の精神が壊れるまで──それこそが至高の復讐ではありませんか？」

　私は、魔王を説得しにかかった。




　私は王国での最期を思い出していた。

　永遠にも思えた地ち下か牢ろうでの日々。

　見せしめと娯楽のための残虐な処刑方法。

　長引く苦痛は、永遠の地獄。

　それと比べれば、死など救済に過ぎないのだ。




「魔王様、なんかこの人やばいですよ。目が逝っちゃってます！」

「こんなのが聖女なわけないじゃないですか。人違いですよ、人違い！」

「見なかったことにして、今すぐ埋めてきましょう！」

　なんだか外野が、大慌てで声を上げている。

　うるさいなあ。私は今、魔王さんとお話ししているんだけど……。

「決めるのは、魔王さんです。ちょっとだけ黙っていてくださいますか」

「「「ヒ、ヒィィィ……！」」」

　なんだかものすごく怯おびえられてしまった。

　おかしいな？　私は笑顔でお願いしただけなのに……。

　私は、ニッコリと魔王に微笑みかけた。

「魔王さん。迷うぐらいなら、いったん私を半殺しにしてみませんか？　かつての宿敵を完膚なきまでに叩たたきのめして、ぐちゃぐちゃに踏みにじって──きっと気持ちいいですよ。私、これでも体は頑丈です。サクッと殺すより、絶対に魔王さんを喜ばせられると思います！」

　あはっ、っと笑う。

　これぞ完璧な利益提示である。

　そう満足していたのだが、どうしたのだろう？

　私の本気の説得に、魔王は端正な顔を歪ゆがめて、

「えぇ…………」

　本気で嫌そうな顔をしていた。

　え？　何その反応……。

「悲報。王国の聖女、完全にヤバイやつだった」

「ちょっと！　うちの魔王様の情緒に、悪いことを言わないでくれます？」

「そうですよ。あなたみたいな変態の誘いに乗るわけないじゃないですか。うちの魔王様はいたってピュア。ノーマルなんですから！」

　更に魔王の幹部たちがクワッと目を見開き、そんなことを言う。




　──変態とは失敬な！

　こちらは本懐を果たすために、泣く泣く身を削るような提案をしているだけだというのに。

　室内を見渡すと、魔族たちは危険物でも見るような目で私を見ていた。

　おかしい、思っていたのと違う。

　正直なところ、もっと殺気立った目を向けられると思っていた。それこそ王国での公開処刑のように、残虐なショーが始まるのを心待ちにしているとすら思っていた。

　これなら、今すぐ殺されることは心配しないでいいのだろうか？




　──そう言われてもなあ。

　生涯の宿敵を蘇よみがえらせる理由など、まるで浮かばなかった。

　私は、拗すねたように魔王に聞く。

「そうは言いますけど、魔王さん。復讐のためでないというのなら、いったい何のために私を生き返らせたんですか？」

　復讐以外に魔王から私にお願いなんて、あり得ないだろう。

　そう思う私をよそに、魔王は椅子から立ち上がった。そうして何を血迷ったのか私の前に跪ひざまずき、

「君には、ボクの花嫁になってほしいんだ。どうか一生を、ボクの隣で生きてほしい」

　しごく真面目な顔で、そう言ってのけたのだった。




「──は？」

　今、なんとおっしゃいましたか？

　私とあなた、つい最近までバチバチに殺し合ってましたよね。

　というか、あなたを封印したのって私ですし。

　私は、まじまじと魔王の顔を見返してしまった。

「あのう……。聞き間違いかもしれないので、もう一度だけおっしゃっていただけますか？」

「君には、ボクの花嫁になってほしいんだ。どうか一生を、ボクの隣で生きてほしい」

　一言一句、同じことを言われた。

　おかしい。魔王の言っていることが、分からない。

　言葉の意味は分かるが、その真意がこれっぽっちも理解できない。

「どうして、ですか……？」

　呆ぼう然ぜんと聞き返す私に、

「深い理由はないよ。ちょっとした興味と──強いて言うなら一目惚ぼれかな？」

　魔王は顔を上げ、にこにこと無邪気に微笑む。

　まるで私と話ができることが、嬉うれしくて仕方がないとでも言うように。




　一方の私は──

　あの戦いの中で、そんな余裕があったとでも!?

　そんなことを考え、恐怖で打ち震えていた。

　魔王と戦場で対面したときは、いつだって死闘だった。私が命懸けで特務隊の仲間を守っていたときに、この魔王は「向こうの聖女かわいい」とか思っていたとでも!?

「到底、信じられません」

　冷たい声で言う私に、

「君は常に、誰かのために戦ってたよね。殺すためじゃなくて、仲間を生かすために戦ってた。たった一人で孤立無援の中、王国を背負って常に最善を探ってた」

「一人ではありません。特務隊の仲間と一緒でした」

「まあ、そうだね。足手まといでも仲間と言えば仲間か。ねえ、君はボクと初めて戦ったときのことを覚えてる？」

　思い出を懐なつかしむような口調の魔王。




　──ええ、覚えていますとも。

　一歩間違えたら皆殺しにされる緊張感。

　飛んできた即死級の魔弾を防ぎながら、命からがら逃げ切った撤退戦。

　魔王との戦いは、すべて鮮明に覚えている。トラウマとして記憶に刻み込まれていて、思い出しただけで胃がキリキリと痛むほどだ。

「アリシア、君は逃げ遅れた一般人を決して見捨てなかったよね。小さな子どもを守るために、身を挺して攻撃を防いでいた」

「聖女として当たり前のことをしただけです」

「当たり前なはずないよ。生きるか死ぬかの戦場で、常に他人のために生きるなんてさ。その生き方は、ボクたちにはなかったものだ」

　魔王の言葉がピンと来なかった。

　別に私は、そんな大層なことはしていない。

　ただ聖女として当たり前のことをしていただけだ。

「アリシア。──君は、戦場で誰よりも美しかった」

　しみじみと魔王が呟つぶやいた。

　魔王の言葉がどこまでも本心なのが分かり、どこかくすぐったい気持ちだった。




　実際、それは皮肉な話だった。

　幼少期から尽くしたにもかかわらず、私は王国でこれっぽっちも評価されたことはなかった。特務隊の仲間ごと、ぐずの集まりだとあざ笑われ、最後には用済みだと処刑されたのだから。

　それなのに最大の敵である魔王からは、そのように評価されていたというのか。

「ボクを殺すなら、君だろうと思っていた。そして君を殺せるのもボクだけだろうって、そう思ってたよ」

「私もです。……いいえ、私では勝てませんね。だから──ああして隙を突いて、どうにか封印するのが精いっぱいでした」

　魔王と聖女。互いに戦力は突出しており、戦場で何度も命のやり取りをした。その中で私たちは、たしかに互いの存在を強く意識していたのだろう。

「それなのに、よりにもよって同族に殺された？　訳が分からないよ。なんでこんなに美しくて尊い人が、殺されないといけないの？　ねえ、アリシア。あれから王国で何があったの？」

「別に、大したことはありませんよ。王国が用済みになった聖女を処刑した──それだけです」

　感情を押し殺し、私は淡々と答えた。

　思い出すだけで、ドス黒い感情が胸の中で荒れ狂う。

　あまりの恨みに叫び出してしまいそうだ。

　それでも互いを認めあった宿敵を相手に、みっともない姿は晒さらしたくなかった。

　ちっぽけで下らない小さな意地だけど、私にとっては大切なことだ。

「は？」

　私の言葉を聞いた魔王は、意味が分からないと口を開く。

「王国は、聖女を──国にとっての救世主を殺したの？」

「ええ」

「人間っていうのは、己に報いた者を殺す生き者なの？」

「……そうみたいですね」

「どうして？」

「私が邪魔になったんでしょうね」

　あくまで私は、淡々と答える。しかし──

「なんだよそれ！」

　激げき昂こうしたのは、魔王だった。

「どうして魔王さんが、怒ってるんですか？」

「だって、怒らずにはいられないでしょう。ようやく出会えた好敵手を！　ボクが尊敬したはじめての存在を、よりにもよって下らない理由で！」

　どうやら魔王は、本気で怒っているように見えた。




　──どうして、この人はこんなに怒っているのだろう？

　私と魔王は、殺し合う仲だ。一目惚れなんてあり得ないと私は思う。

　ならば考えられることは一つだけだ。

　魔王は怒ってみせたのだ。何かを要求するつもりで、私に同情するフリをしたのだろう。そうして用が済めば、私はまたボロボロにされて捨てられるのだろう。

　この願いが果たされるなら、別にそれでも一向に構わないけれど。

「戦場で一目惚れ？　冗談は休み休みにしてください。まるで話になりませんね」

　私は、醒さめた目で魔王を見返した。

　その目的が、何であっても構わない。それでも、都合よく動く駒になるつもりはなかった。魔王は、王国と戦争をしているのだ。私とも利害は一致しているはずだ。

「それで？　私は、あなたの隣で何をすればいいんですか？」

「え？　……いや、別に何も。ただ近くで、君を眺めていたいだけだからね」

　それに何のメリットが？

「素直におっしゃってください。魔力の提供ですか？　いざというときの人質ですか？」

「そんなことしないよ。ただここで毎日を過ごしてくれれば、それでいいよ」

「下らない。やっぱり復讐ですか？　それでも構いませんよ。最初から覚悟はできてますから」

　そう、私のやることは変わらないのだ。

　どんな目に遭わされても生き延びて、王国で本懐を果たす。そんな決意とともに魔王を見ると、彼は悲しそうに目を逸そらした。

　私と魔王の間に訪れる気まずい沈黙。

　そんな私たちを見て、魔王軍の幹部の一人が前に出た。

「魔王様、ここは私が」

「……分かったよ」

　どこか拗ねた様子で魔王が言う。

「それでは──王国の聖女アリシアよ。貴様には従属紋を刻み込む。これからは魔王軍として、その生命が尽きるまで王国軍を殺せ」

　高圧的に私に告げたのは、特徴的な黒のローブを羽織った一人の魔族であった。

　口元からは鋭い牙が見え隠れしており、その瞳は私を油断なく観察していた。見たところ吸血鬼の一族だろうか。

「キール、馬鹿なこと言わないでよ。従属紋なんて必要ない。それに戦争への参加も反対だ──アリシアに、同族殺しの咎とがを負わせる必要なんて……」

　従属紋とは、紋を刻まれた者に強制的に言うことを聞かせる禁忌魔法の一つである。

　相手の人権を完全に無視する魔法であり、王国では犯罪者や奴隷相手に使われる魔法であったが、

「あはっ、喜んで！」

　何かを言いかけた魔王を無視して、私はキールと呼ばれた魔族の提案を受け入れた。

　従属紋で逆らえないようにしてから、戦争の道具として扱おうという提言。この上なく目的が分かりやすい。未だに真意の読めない魔王より、よほど安心できた。

「アリシア、どうして？　君が、わざわざ戦地に赴く必要なんて……」

「いい機会だから話しておきましょう。私の願いは──王国への復讐なんですよ」

　帰る場所も、生き甲が斐いも──私には何もない。

　ただそれだけが、私に残された唯一の望みなのだ。

「王国は、いずれ滅ぼします。私を嵌めて孤児院の院長を殺したフローラと、シュテイン王子──あの二人だけは、絶対に許せませんね。どんな目に遭わせてあげましょうか。あはっ、楽しくなってきましたね」

　私は、未来に思いを馳はせる。

　気がつけば聖女として活動していた特務隊の軍服は、私の魔力に呼応するように黒く──漆黒に染まっていった。人を慈しみ、常に他人を助けるために生きていた聖女アリシアは、あの処刑場で死んだのだ。

　今の私は魔女アリシア。

　復讐に生きる一人の魔族だ。




「キールさん。従属紋を使うなら、お願いがあります」

「何だ？　悪いが貴様を完全に信用することはできん。疑いがなくなるまでは──」

「あはっ、従属紋を使うことに異論なんてありませんよ。そんなことより、戦場で負傷して私の動きが鈍くなったら、こう命じてくださいね──『肉体の限界を無視して、一人でも多くの王国兵を殺せ』と」

　キールと話す私を、魔王が何とも言えない顔をして見ていた。

　何か文句があるとでも？

　心配しないでも魔王の妨げになるようなことはしないというのに。

「なんのつもりだ？　そのような命令をすれば、貴様とて無事では──」

「いいんですよ。それより目の前に王国軍がいるのに怪け我がで動けないなんて、つまらないじゃないですか。一人でも多く殺すためなら、何の問題もありません」

「そ、そうか……」

「普通なら体がボロボロになって、後遺症が出るかもしれませんね。でもご安心を。私なら心配はいりません。骨が粉々に砕けても、手足がもげても、軽く魔力を通せばすぐに元通り。聖女って便利でしょう？」

　にっこり微笑み、私はキールにアピールする。

　どん引きされたような気がするが、きっと気のせいだろう。

　皮肉にも聖女の丈夫さは、一カ月にも及ぶ王国での取り調べが証明してくれた。

　どうにかして、私が魔王軍の役に立つと証明しなければ。

「それから、それから──」

「アリシア、今日は疲れたよね。君には魔王軍の幹部用の部屋を用意する──今日は、休むといいよ」

　なおも何かを言おうとする私を見て、魔王は頭を抱えながらそう言う。

「……かしこまりました」

　ひどく疲れ切った声の魔王に見送られ、私は寝室に案内されたのだった。
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　──いろいろなことがあったな。

　私は、今日という日を振り返る。

　処刑されたのも、随分と昔のことのように感じられた。

　もっとも胸に宿る黒い感情は、時間とともに消えるどころか、刻一刻と強さを増している。

　魔族たちに囲まれて目覚めたときには血の気が引いたが、王国の敵対者として蘇ったのは幸運だったのかもしれない。

　初めて知ったことだが、私は魔族領にある魔王城で蘇そ生せいさせられたらしい。そこは特務隊で活動していた時の最終目的地でもあった。こうしてあっさりとたどり着いてしまったのは、ちょっぴり複雑な心境であった。

　私には、侍女が付けられた。

　驚いたことに、魔王城では人間が普通に働いていた。

「脅されて働かされているの？」

　と尋ねれば、

「魔族領に追放されて、絶望していたところを魔王様に助けられたんです」

　と侍女は答えた。似たような境遇の人間が、他にも大勢ここで働いているらしい。そういうものか、と私はそれ以上考えるのをやめた。




　私に用意されたのは、まるで王族が寝泊まりするような豪華な部屋だった。見たこともないほど大きなベッドに、きらびやかな装飾品。敵である私に与えられた部屋だとは到底思えない。

　まるで貴族のような扱いだった。王国での扱いとは、まさしく雲泥の差だった。




　──魔王は、何を考えているのだろう。

　魔王軍の幹部たちの反応は、とても分かりやすいものだった。

　私は敵国の聖女なのだ。畏怖に満ちた目、疑心と猜さい疑ぎ心しんに満ちた目──それが当たり前の反応だろう。間違っても好意を向けられるなんてあり得ないのだ。

　たとえ何を考えていても、私のやることは何も変わらないか。

「神よ。このような機会を与えてくださったこと──深く感謝します」

　私は、また戦える。

　他の誰でもない自分の意思で、王国軍に目にもの見せてやるのだ。黒い野望を抱いたまま、私は静かに眠りに落ちていった。
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　アリシアが部屋に戻り、儀式部屋には魔王軍の幹部たちがその場に残された。

　魔王──アルベルトは、改めてぐるりと部屋の中を見渡した。

　この場に集まった幹部は、実に十二人。その誰もが自ら指揮する直属の兵を持っており、名実ともに魔王軍の中心人物であった。

「キール、君はどうしてあんなことを提案したのさ。アリシアも、簡単に受け入れちゃうし──どうかしてるよ」

　恨めしそうにぼやくアルベルトに、キールはため息をついた。

「アリシア嬢は、魔王様を信用していません」

「はっきり言うねえ、君は……」

　痛いところを突かれたと、アルベルトはキールをジト目で見た。

　一世一代のプロポーズに対して、アリシアは悲しくなるほどに無反応であった。隠そうともしない不審に満ちた眼まな差ざしを思い出し、アルベルトはそっとため息をつく。

　彼女のこれまでの境遇を思えば、無理もないことではあるのだが……。

「アリシア嬢からすれば、生き返らされた目的だって不明なんです。きっと不安で仕方なかったと思いますよ？」

「ボクとしては、この上なく正直な気持ちを告げたんだけど？」

　明日の命の保証すらない戦場でこそ、すべての生き物はその本性を剝むき出しにするとアルベルトは考えていた。そのような中で他者を慈しみ、弱きを守り抜く高潔な生き方を失わなかった「王国の聖女」の存在は、彼にとって大きな意味を持っていたのだ。

　何としてでも彼女を手中に収め、王国で見舞われた不幸の分だけ、ここで幸せになってほしいと本心から願っていた。

「魔王様が胡散うさん臭くさいのが悪いんじゃないですかね」

「胡散臭さでは、君もいい線いってると思うんだけどなあ……」

　キールの言葉は辛しん辣らつだったが、アルベルトは特に気にした様子もない。このような光景は、別段珍しいものでもなかった。

　軽口を言い合う二人を、幹部たちは呆あきれた目で見ていた。

「ああ言っておいた方がアリシア嬢も安心だと思いますよ？　心配しないでください。アリシア嬢に本当に従属紋を使うつもりはありませんから」

「当たり前だよ」

　不ふ貞て腐くされたようにアルベルトが答えた。




「本当にあれが王国の聖女なのか？」

「魔王様が入れ込むほどだ。慈愛に溢あふれた女神のような方だと聞いたが……」

「あれが女神!?　絶対に人違いだろう！」

　アルベルトたちのやり取りをよそに、他の魔王軍幹部たちも思い思いに囁ささやきあっていた。アルベルトが王国の聖女にご執心なのは、魔王軍の中でも有名な話である。

　果たしてその聖女の第一印象はというと──どうも思っていたのとは違うぞ？　というのが幹部たちの共通認識であった。嬉き々きとして従属紋の使い方まで提案してきた少女は、到底、魔王がニコニコと話していた聖女の姿とは似ても似つかない。

「でも可か哀わい想そうな話だよな。国の英雄を、用が済んだら処刑するなんてな」

「諜ちょう報ほう員いんからの情報を聞いたときは、耳を疑ったってもんだ」

「まったく、これだから人間は嫌いなんだ……」

　ある種の畏怖を持って、それでもアリシアを受け入れようとする魔王軍の幹部も多かった。アリシアという聖女は、たしかに彼らの宿敵ではあった。けれども国から切り捨てられた酷たらしい最期に同情したのだ。

　功績には相応の報奨が与えられるべきである。その当たり前の考え方は、魔王軍の中に浸透しており、王国が行ったアリシアへの仕打ちは考えられないものだったのだ。




　無論、アリシアに好意的な魔族ばかりではなかった。

「本気かよ？　なんで簡単に受け入れられるんだよ!?」

「全くだ！　あいつが素直に手を貸すって保証がどこにある？」

「魔王様も、他の野郎も気が抜けてやがる。俺らで目を覚ましてやらねえと──」

　魔王軍幹部の中には、そんな不穏な言葉を交わす者たちもいた。

　これまで魔王軍の進軍を単身で防いできた王国の聖女。そんな危険人物を、よりにもよって魔王軍に迎え入れようとしているのだ。彼らはアリシアへの警戒を隠そうともしなかった。

　リーダーが判断を間違うなら、それを諌いさめるのも部下の務めだと使命感に燃えてすらいた。

「まあ、ここは一旦、俺に任せてくれ」

　下手すると魔王軍の中で意見が真っ二つに割れかねない事態。そのような状況を見かねて、アリシアへの不信を露あらわにする幹部たちのまとめ役を買って出た者がいた。

　立派な槍やりを携えた豚型モンスターのオーク──名をブヒオという。

「俺が必ず王国の聖女──アリシアの化けの皮を剝いでみせるさ」

　ブヒオの瞳は、使命感に燃えていた。彼は魔王軍の中でも特に魔王への忠誠心が強く、他の魔族からの人気も高い。

　ブヒオの言葉を受け、不安そうにしていた魔族たちはホッとした表情を浮かべるのだった。
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　翌日、私は魔王軍の幹部会議に呼び出された。

「私が聞いてもいいんですか？」

「もちろん。あ、退屈なら部屋にいてくれてもいいんだけどね」

　重要機密だろうに……。

　尋ねた私に、魔王はどこかトンチンカンな答えを返すのだった。
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　作戦会議は、円形に並べられた机を囲む形で、立派な部屋の中で行われた。

　昨日も見た魔王軍の幹部たちが、ずらりと勢せい揃ぞろいしている。好奇心、同情、警戒心──彼らが私を見る眼まな差ざしは、実に多様であった。

「まずはアリシアに、今の魔王軍が置かれた状態を共有しておかないとね」

　そんなことを言って、魔王は机に置かれた地図を広げて戦況の説明を始めた。その説明を聞きながら、私は処刑された後に何があったかを知った。

　私が魔王の封印に成功していたのは、本当にわずかな期間のようだ。

　どうやら王国で犯罪紋を刻まれたと同時に、私が魔王にかけた封印が一緒に解けてしまったらしい。魔女を断罪するつもりで、魔王の封印をあっさり解除するとは何とも皮肉な話である。

「ここまでで何か疑問はある？」

「いえ。……でも、私にそんなことまで教えていいのですか？」

「もちろんさ。アリシアは、もう魔王軍の一員なんだから」

　首を傾かしげる私に、魔王は当たり前のように頷うなずいた。




　やがて作戦会議は、本題である魔族領にある砦とりでの防衛戦についての議論に移っていく。

「それで……。ミスト砦の防衛は、どうにかなりそう？」

　魔王の問いかけに、集まった魔族たちは渋い顔をした。

　ミスト砦は、人間領と接する位置にある重要な防衛拠点であった。

「敵の兵力は少なく見積もって八千以上。砦を守る者の疲労も大きく、もう限界です」

「しかも敵は、王国の騎士団です。敵の指揮は『聖女』が執っており、大きく兵力が強化されていることが予想されます」

　報告を聞いて、集められた魔族の表情がどんどん暗くなっていく。

「魔王様、どうか戦線を下げるご決断を！」

「そんなことをしたら、魔王領の一部を王国に奪われることになりますぞ！　我らを頼ってきた亜人族の集落だって存在する。彼らを見捨てるというのですか!?」

「王国軍は、亜人を奴隷のように扱うと聞くぞ？　見捨てれば、彼らがどのような目に遭わされることか……」

　撤退を進言する幹部の一人に、堪こらえきれないというように誰かが言い返した。

　彼らの言うとおり、王国では基本的に亜人種の人権を認めていない。安価な労働力として、まるで奴隷のように働かされていた。

　まさか魔族は、そんな彼らを守るために戦っているとでもいうのだろうか？




　──それにしても王国騎士団が、ねえ……。

　私はどこか冷めたまま、王国騎士団のことを思い出していた。

　王国の治安を守る国王の忠実な剣──王国騎士団を一言で表すなら、そうなるのだろうか。もっともその実態としては、エリート意識の強い出世欲にギラつく貴族が大半であった。

　私が特務隊にいたとき、王国騎士団は決して王都を離れようとしなかった。魔王軍との戦いは、冒険者ギルドや私たちに任せきり。それが今になって動き出すなんて、いったいどういう心境の変化だろうか？

　騎士団幹部が、今なら簡単に手柄を立てられると判断したのだろうか。




「撤退？　あり得ないよ。見捨てるぐらいなら、最初から支配下に入れてない。その程度の兵力なら問題ない──ボクが出るよ」

「いけません！」

「魔王様が倒れたら、魔王軍は終わりなんですぞ！」

　魔王が一方的に話し合いを終えて、そのまま席を立とうとした。そんなリーダーを見て、幹部たちが慌てて止めようとする。

　それは奇くしくも、特務隊時代の私を思い出させた。あの時の私は、後先考えずに冒険者を助けようと単身で飛び出しては、特務隊のみんなに怒られたものだ。




　──そういえばリリアナは、私がいなくても元気にしているかな？

　リリアナは、地ち下か牢ろうに捕らわれた後も私を支えてくれた盟友だ。

　フローラに嵌はめられて、危なく処刑されるところだったけれど。特務隊に戻ったのなら、さすがにフローラも手出しできないはず。

　今の私には、無事を祈ることしかできない。それでも、どこかで無事に生きて幸せになってほしい。王国を憎み魔王軍に協力している今となっても、それもまた紛れもない本音であった。




　私は目の前の会議に、意識を戻した。魔王の決断と、それを諌いさめようと提言する幹部たち。作戦会議は、未いまだに紛糾しているようだった。

「そうですね、私も魔王さんに賛成です。まず敵方の『聖女』の力は、そこまで強力ではありません。恐らくは手柄を立てさせるためだけのお飾りかと──」

「人間！　誰が貴様に発言を許可した!?」

　豚っ鼻の魔族──ブヒオが、私に敵意を向けてきた。

　その敵意を私は飄ひょう々ひょうと受け流す。

　直接叩たたきつけられる敵意より、穏やかな表情の裏で研ぎ澄まされた悪意の方が何倍も恐ろしいということを、王国での経験を通じて私は既に知っていた。その点、ブヒオとその周辺に集まった魔族たちの態度は実に分かりやすいものだ。

「私は──」

「ブヒオ、構わない。ボクが同席を許可したんだ」

　私が口を開く前に、魔王がそうブヒオを諌めた。

　ブヒオの不信感も、もっともである。敵だった者を、作戦会議に招くなんてどうかしていると私だって思う。本当は少しずつ魔王軍で信頼を勝ち取っていくべきだろう。作戦会議に口を挟むには、時じ期き尚しょう早そうな自覚はあった。

　けれども〝その事実〟を知っては、どうしても黙って聞いていることなどできなかったのだ。




　──戦場にフローラがいる。

　その事実を知っただけで、視界が黒く染まるようだった。

　フローラは丁重に王国騎士団に守られながら、圧倒的に優位な戦場に立っているのだろう。それはもう、美しく微笑ほほえみながら。聖女の仕事なんてチョロいと思いながら、これから一生をのうのうと過ごしていくのだろう。

　そんな未来、許せるはずがないではないか。




「アリシア、続けてよ」

「では魔王さん、私をミスト砦に連れて行ってください。『聖女』を舐なめてくれたあの人に、聖女がどのようなものか、目に物を見せて差し上げましょう」

　私の提案に、

「それで連れて行った途端に、寝返るつもりか!?　許可できるはずがないだろう。すぐに殺されないだけ、ありがたく思え！」

　真っ先に、ブヒオからそんな言葉が飛んできた。

「ブヒオ、聞き分けのないことを言わないでよ。ボクがアリシアを信じると決めたんだ──それ以上の理由が必要？」

　魔王は口調こそ穏やかだが、その瞳には剣けん吞のんなものが宿る。

「し、しかし魔王様……」

「なにより今の魔王軍は、戦力が足りないんだ。付いてきてくれるというなら喜んで迎え入れるべきじゃないかい？」

　どんどん不機嫌そうになっていく魔王。

　しかしブヒオも、引き下がるつもりはなさそうだった。

「魔王様、人間の助力など不要です。そのことを私が証明してみせます」

「ふ～ん。いったい、どうやって？」

「この者に決闘を申し込みます。王国の息のかかった者を幹部として迎え入れるなど、到底、許容できません。私が勝った暁には、どうかこの者の待遇をご再考ください！」

　敵意に満ちたブヒオの視線が私を射抜いた。

「ブヒオ、どうしちゃったのさ。君は、いつからそんな聞き分けのないことを──」

「決闘ですね。それで認めていただけるなら構いませんよ」

　魔王が何かを言いかけていたが、私はブヒオの提案を受け入れる。

　遥はるかなる復ふく讐しゅうの道も一歩から。降りかかる火の粉ぐらい自分で払わなければならないだろう。




　そうして幹部会議は、一時中断。

　突如として、私とブヒオが決闘することになったのである。

「アリシア、君はどうして……」

　何か言いたげな魔王の視線を受けながら。
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　ブヒオとの決闘のため、私たちは魔王城の訓練室に場所を移していた。

　訓練室では魔族の新兵たちが、一心に訓練に打ち込んでいた。

「いきなり邪魔をして悪いな」

「と、とんでもありません！」

　ブヒオの言葉に、慌てて敬礼する魔族の兵士たち。

　いきなり何人もの魔王軍幹部が現れ、彼らは緊張に顔を強こわ張ばらせていた。

「先に入っていてくれ。すぐに向かう」

　そう言ってブヒオが指さしたのは、広大な訓練室の一角にある決闘スペースであった。頑丈そうな石のブロックで作られた空間であり、まるで挑戦者を待ち構えているようであった。どうやら魔族同士の模擬戦や、今回のような決闘で使われているらしい。

　魔王軍は徹底した実力主義。話し合いで決着がつかなければ、決闘で結論を出すことも珍しくはないそうだ。

「あの……。私はどうすれば？」

「ふふ、そこで待っていてくださいな。私は決闘の準備を進めてきますわ」

　近くにいた魔族に聞くと、彼女はそんなことを言って足早に去っていった。

　先に壇上に登った私をよそに、邪魔したせめてもの詫わびにとブヒオは訓練室の中を見て回り、魔族の兵たちにアドバイスをしていた。気さくなブヒオの態度に、声をかけられた魔族の表情もほぐれていく。

　どうやらブヒオは、随分と部下に慕われているようだ。




「待たせたな。始めるとしようか」

　ひととおり見て回ったブヒオが、そんな言葉とともに壇上に上がってきた。

「邪魔するよ」

「これも魔王軍のため。悪く思わないでちょうだいね、王国の聖女さん」

「ふふ、覚悟はいいかしら？」

　更に壇上に上がってくるのはブヒオだけではなかった。ブヒオの後に続くように、三人の魔族が姿を表す。

　真っ先に現れたのは巨大なフォークを手に持つ一つ目のデビル族に属する魔族だ。全身紫色のつるつるフォルムの人型魔族で、身長は私の腰ぐらい。恐ろしいというよりは、どこか可愛かわいらしさを感じるような風貌であった。

　その後ろには、小さな翼を羽ばたかせてパタパタと飛行するハーピーの姿。羽をはやした少女とでも形容できそうな姿で、その瞳にはやや罪悪感を覗のぞかせていた。

　最後に入ってきたのは、下半身が蛇である女性型の魔族。なんと訓練室で話しかけたときに決闘の準備をすると言い残して去っていった魔族であった。企たくらみがうまく行ったとばかりに嫌な笑みを浮かべ、獲物をいたぶる蛇のような視線をこちらに向けている。

　いずれも作戦会議で目にした魔王軍の幹部たちであった。

「ブヒオさん？　これはどういうつもりですか？」

　思わず冷たい声で問いかけると、

「こ、これは──。おいナーガ、どういうつもりだ？」

　ブヒオの方も慌てた様子で、蛇状の魔族──ナーガにそう問いかけた。

　怒りを滲にじませた低い声。ブヒオにとっても、この事態は予想外のようだった。

「あら、私は頼まれた通りに決闘の手続きをしただけですわ。その時にちょっぴり人数を間違えてしまって──仕方なく、穴埋めに決闘に参加しているだけですわ」

　ブヒオの怒りを受けても、蛇女のナーガはそう開き直った。

「リンデ、ピリカ。……お前らもそうなのか？」

　ブヒオは、ナーガの隣にいる二人の魔族をギロリと睨にらみつける。

「ブヒオさん、すいません。だって万が一のことがあったら、今後の魔王軍がどうなるか考えると──どうしてもいても立ってもいられなかったんです」

「わ、私もです。ブヒオさんの実力を疑うわけではありませんが、ここで任せきりにするのは間違ってると思うんです！」

　二人ともちょっぴり気まずそうに、けれども毅き然ぜんとした態度でそう言い切った。

「……栄えある魔王軍の者が、人間相手とはいえ一対四で決闘など──」

「ふふ、ブヒオさん。昔からあなたは、頭が固すぎるんですわ。これから始まるのは、正式な方式に則のっとった決闘ですわ。ならその最中に事故があっても、誰にも咎とがめることはできない──人の身でありながら魔王様に近づいた愚かな人間に、その報いを受けさせてやりましょうよ」

　囁ささやくようにナーガはそう言った。

　決闘場に現れた四人の魔族。どうやら私は、ナーガという目の前の魔族に嵌められたらしい。あざけるような視線を浴びせられても、不思議と怒りは湧かなかった。

　それどころか安心感を覚えるほどだ。こうして真正面から悪意をぶつけられたのなら、正面から叩きつぶせばよいだけなのだから。

　どうやら私は、随分と人の悪意というものに鈍感になってしまったらしい。

　一方、なぜかブヒオは渋る様子を見せていた。

「別に一対四で構いませんよ。むしろ──たったの四人でいいんですか？」

「な！　それはどういう意味だ!?」

「そのままの意味ですよ」

　漆黒のドレスを纏まとったまま、私は薄く笑う。

　本心から私を受け入れる者なんて、どうせ魔王軍にはいない。王国への復讐さえ邪魔されなければそれでよい。敵対者はすべて排除するぐらいの覚悟で、私はここに立っている。

「舐められたものだな。後悔するなよ」

　大きく鼻を鳴らし、ブヒオは槍やりを構えた。

　私も迎え撃つように光魔法で短刀を生み出し、それを低く構える。

　互いの闘志が、バチバチとぶつかりあった。




「ただの決闘だよね？　あまり無茶は──」

「魔王さん、心配には及びません。訓練室を壊さないように、結界を張っておきますから」

「ああ、うん。そうじゃなくてね？」

　慌てる魔王を見て、私はパチンと指を鳴らす。

　決闘の壇上に生み出されたのは、淡い光の壁だ。この中なら、どれだけ暴れたところで訓練室を破壊する心配はないだろう。
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「光魔法!?」

「ま、まさか──相手は、〝あの〟聖女なのか!?」

「魔王様がいつも口にしていた〝あの〟？」

　私が結界を張ると同時に、訓練室にいた魔族たちがわらわらと集まってきた。




　──〝あの〟聖女ってなんなんですかね？

　私の視線を受けて、魔王はそっと目を逸そらす。

　そうして多くの魔族が見守る中、私と魔族たちの決闘が始まった。
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「深しん淵えんなる闇の加護よ──彼かのものに力を与えよ！」

　決闘が始まるや否や、ナーガは躊ちゅう躇ちょなく魔法を詠唱した。

　ナーガの放った魔法陣は、ブヒオの持つ槍と絡み合って禍まが々まがしく発光する。

　あの術式は、特務隊で戦っていたときに何度か見たことがあった。武器に付与効果を与える闇属性魔法である。あれに刻まれた呪じゅ詛そ式しきは、攻撃を受け止めても様々な不調を与えられてしまう厄介な代物だ。

「分かっちゃえば、対処法も簡単なんだけどね」

　私は、即座に解呪の術式を高速詠唱。

　またたく間に光の粒子とともに煌きらめく魔法陣が展開された。それらの魔法陣は、みるみるうちに私を守護するように、短刀とドレスに刻み込まれていく。

「喰くらえぇぇ！」

　槍をまっすぐ構え、ブヒオが一気に私に向かって突っ込んできた。

　反撃の隙すら許さない、力にものを言わせた突撃技だ。それでも私は、どうにか短刀でブヒオの攻撃を真っ向から受け止めた。

　ブヒオの槍に刻み込まれた呪詛式が、私に襲いかかってきた。しかし幾重にも重ねがけした解呪の魔法陣を貫けるはずもなく、あっさり霧散する。

「なっ!?」

「今よ、殺やってやりなさい！」

　ブヒオが驚きょう愕がくに顔を歪ゆがめるのと、ナーガの叫びは同時。

　決闘場の端で待機していた二人の魔族が、ナーガの指示を受けて同時に襲いかかってきた。

　それは本来であれば、私の死角からの隙を突く一撃。まして呪詛の術式を浴びせられた状態では、防ぎようがないはずの攻撃だった。

「貰もらった！」

「覚悟っ！」

　二人の魔族は勝利を確信した様子であったが、

「あはっ、甘いですよ」

　軽く身をひねり、素早く回避。

　振り向きざまに短刀で鋭く斬りつける。

「聖なる加護よ──我に仇あだなす敵を打ち砕け！」

　更には舞うように光魔法を高速詠唱。

　まばゆい光の光線が降り注ぎ、またたく間に二人の魔族を焼き払った。

　これは殺しあいではなく、あくまで決闘だ。命を奪うほどの攻撃ではないが、しばらくは起き上がることもできないだろう。

「な、何なのよそれ!?」

　仲間二人が戦闘不能に追い込まれ、ナーガは驚愕に目を見開いた。

　まさかあの程度の攻撃で、私を討ち取ろうとしていたとでも？

「次はこちらから行きますね」

　戦場で複数の相手と相対したとき、魔法を使う相手からつぶしていくのは定石である。

　私は短刀を構え直し、一足飛びにナーガに斬りかかった。

「させるか！」

　ブヒオが私とナーガの間に割って入ろうとしたが、

「あはっ」

　魔法陣を空中に出現させ、それを足場にクイックターン。

　そのまま一気に空中に飛び上がり、魔法陣を足場に縦横無尽に駆け回る。こうなってしまえば、そう簡単に狙いを絞られることもないだろう。

　頃合いを見計らい、私は一気にナーガに肉薄する。

「な、何なのよあなた！」

「私は魔女アリシア──いずれ王国を滅ぼすものよ」

「何、なのよ、その力……」

　恐怖で青あお褪ざめるナーガの胸に、ナイフを一刺し。

　光魔法の加護を受けたナイフは、たったの一撃でまたたく間にナーガの意識を刈り取った。




「さて。残りはあなただけですよ、ブヒオさん。いっそ降参でもしますか？」

「冗談を」

　私の軽口に、ブヒオは油断なく槍を構えた。

　魔王軍の幹部三人が一瞬のうちに戦闘不能になったにもかかわらず、私の挙動を冷静に観察しており、その瞳からはかすかな怯おびえも感じない。

「なぜ、魔族として蘇よみがえったおまえが光魔法が使える？」

　ブヒオは、私が魔女になった時点で聖女の力を失うと思っていたのだろう。

「あはっ、そんなの私が聖女だからに決まってるじゃないですか」

「そんなのありかよ」

　ブヒオはそう毒づいた。

　そのぼやきを聞いて、ふと私はあることに気が付いた。

　今の私は、魔族である。元聖女であっても、魔族に生まれ変わった今なら闇魔法を使うこともできるのではないだろうか？

　光魔法は、支援と治癒に優れた属性だ。

　その特性に不満はないけれど、強敵を相手にしたときに決定打に欠けるのは事実であった。その点、魔族のみが扱える闇魔法は攻撃性能に特化している。

　もし扱えるというのなら──

「聖なる加護と──」

「……なっ!?」

「深淵なる闇の加護よ！」

　無謀とも言える二つの属性への呼びかけ。

　私の詠唱に応えるように、光と闇の魔力が私の中に流れ込んできた。

　本来、光魔法は選ばれた人間のみが、闇魔法は魔族のみが扱える属性である。決して交わることのない対極に位置する二属性。聖女でありながら魔族の肉体を持つという特異性が、その両方を使いこなすことを可能にしたのだ。

「あはっ、やっぱりです。私、光と闇──両方の加護を得られるみたいですね」

「まじかよ……」

　相反する二つの属性。私の前には、無限の可能性が広がっていた。

　呆ぼう然ぜんと目を見開くブヒオを相手に、私は魔法を発動した。

　それは世界で私だけが使うことができるオリジナル──固有魔法である。







『ロスト・ヘブン』




　──天国は失われた。

　この痛みよ、永遠であれ。信じたものなど、どこにもないのだから。

　それは聖女でありながら、人間に仇なすことを選んだ私にピッタリの魔法だった。




　──色を失ったように。

　あたり一面が白く染まっていく。

　それでいて空は寒々しく薄暗い。

　展開されるは固有空間。

　それは私の心そのものでもあった。




「何しやがったっ！」

　ブヒオが膝を突き、苦しそうにうめいた。

　固有空間──ロスト・ヘブン。

　私が与えた効果はたった一つ。

　その効果を一言で言えば、精神汚染だ。




　私の中では、今でも王国への復讐の炎が燃え続けている。

　徹底的に辱められ、虐げられ、不満の捌はけ口ぐちにされたあの日々。

　公衆の面前でショーとして残虐に殺された最期の日。

　胸を焼き尽くさんばかりの負の感情を叩きつけ、相手の心を破壊するのだ。




　生き者にとって、精神はもっとも脆ぜい弱じゃくな部位だ。

　肉体への痛みは我慢できても、精神へのダメージは決して防ぐことはできない。それは相手の戦意を、着実に、強制的に奪っていく。あたかも目に見えぬ毒が、全身を蝕むしばんでいくように。

「あはっ、苦しいでしょう。まだ続けますか？」

「舐めるな！」

　ブヒオが吼ほえるようにそう返す。

　それから槍をまっすぐ構え、脇目も振らず私に突っ込んできた。

「いい判断ですね」

　下手な小細工など不要。

　本調子でないときこそ、自らが最も得意とする戦い方を押し付けるべきだと考えたのだろう。スピードとパワーにもの言わせた突進技。実際、それは今の彼が取りうる戦術の中では最も優れた判断ではあった。

　しかし必殺の一撃も、心を乱され精彩さも欠いた状態では拙い一撃にしかなり得ない。




　あの程度なら、恐れるほどでもない。パシリと素手で槍を摑つかむ。

　そのまま手にした短刀を一ひと薙なぎ。

「ぐあああああ！」

　鮮血が飛び散る。私の一撃が、槍を握るブヒオの右腕をスパッと切断したのだ。

「続けますか？」

「……参った」

　最後の決着も、やはり一瞬。

　そうして突如として始まった決闘騒ぎは、私の勝利という形で幕を下ろしたのだった。
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　決闘が終わり、私はブヒオたちに治癒魔法をかけて回っていた。

　ハーピー族のピリカに、プチデビルのリンデ。

　蛇女ことナーガに、オーク族のブヒオ。

　別に治癒しなくとも命に関わるような傷でもなさそうだが、バタリと倒れたまま放置するのも元聖女として心が痛んだのである。

　焼き尽くされた羽は、強制的に生やすよりは自然治癒に任せた方が早いかな？

　ブヒオの腕はスパッと綺き麗れいに切断されてるし、治療も容易そうかも。

　そんなことを考えながら、いそいそと治癒魔法をかけていると、

「何のつもりだ？」

「え？」

　ぽつりとブヒオに聞かれ、私は思わず聞き返す。

「おまえからすれば、理不尽な言いがかりを付けられて、決闘で返り討ちにしただけだろう。まして俺たちは一対四で襲いかかった卑ひ怯きょう者ものだ。傷を治す義理もないはずだ」

「そう、ですかね？」

　ブヒオに皮肉っぽく問われ、私は首を傾げた。

　正直、深く考えた末の行動ではなかった。どうやらこれまでの聖女としての生きざまは、そう簡単には変えられないらしい。

「義理はなくても、気がついたら治してたんです。まあ、聖女の習性みたいなものですから、気にしないでいただけると──」

「そうか。見事な腕なんだな……」

　綺麗にくっついた腕を見ながら、ブヒオは何とも言えない表情で相あい槌づちを打った。

「あ、ありがとう……」

「その──神聖な決闘に水を差して悪かった……」

「なんでよ、こんなはずじゃ──」

　その後も、ピリカとリンデを相手に治癒魔法をかけて傷を癒やしていく。二人からは、なぜか気まずそうに顔を逸らされてしまった。

　敵国の聖女の世話になんてなりたくないということだろうか。

　一方、ナーガはどこまでも憎々しげな顔で毒づく。




「固有魔法の特性──あれが、おまえの行動理由なのだな」

　ブヒオは考え込むように、そう呟つぶやいた。

「ええ。私が王国に寝返るはずがないってこと、信じていただけましたか？」

「あのようなものをぶつけられては、信じるしかないだろうな。まるで胸を焦こがすような痛々しい恨みだった」

　私の生み出す固有魔法──ロスト・ヘブン。

　それは相手の戦意を打ち砕く強力な効果と引き換えに、デメリットも存在した。

　私の固有魔法は、私の負の感情を押し付けて、相手の心を壊しにいく精神汚染魔法だ。当然のことながら、私の感情まで一緒に伝わってしまうのだ。

　今回の件に関しては、ブヒオに王国での最期を知られることに抵抗はなかった。けれども使い所は考える必要がありそうだ。

　思考にふける私を見て、ブヒオは何を思ったのか、

「なるほど、魔王様が放っておけないと思うわけだな」

　そんなことを言って朗らかな笑みを浮かべた。




　──どういう意味だろう？

　私は魔力で作った短刀をしまいながら首を傾げる。

　やはり魔王からは、放っておけない危険人物だと思われているのだろうか。そんなことを話していると、魔王がこちらに向かって歩いてきた。
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「「「魔王様、出過ぎたことを申し訳ありません！」」」

　魔王の姿を確認するや否や、ブヒオは頭が地面にめり込まんばかりの勢いで頭を下げた。ピリカとリンデもそれに倣うが、ナーガだけは不服そうに目を逸らす。

「勝手な判断で、幹部同士で決闘騒ぎを起こし、あろうことか魔王様の大切な人に怪け我がを負わせるところでした。己の浅慮が恥ずかしい──どのような罰でも受ける所存です。この者たちは私の勝手な判断に巻き込まれただけです。どうか寛大な処置を」

「ブヒオ。君は、昔から真面目すぎるんだよ……」

　猛省するブヒオを、呆あきれた目で見る魔王。

「そうだね。今後、こんな馬鹿な行為をする人が出てきたら敵かなわないし──何のお咎めもなしにはできないね。悪いけど、降格処分ぐらいは覚悟してもらうよ」

「寛大な処置に感謝します」

　納得したようにブヒオは頷いたが、私としては納得がいかなかった。

「待ってください」

「アリシア、どうしたの？　いくら君の頼みでも、ブヒオは魔王軍の中核メンバーなんだ。厳罰に処すようなことは──」

「違います！　どうして、そんな話になるんですか」

　そもそもブヒオたちは、別に責められるようなことはしていない。

　私への疑いは真っ当なものだろう。

「ブヒオさんが疑うのは、当たり前のことです。いきなり敵国の聖女を迎え入れて、今日から魔王軍として扱うだなんて──普通に考えて受け入れられるはずがないではありませんか」

　私は、魔王に非難するような視線を向けた。

「そ、それはそうかもしれないけど。でも、ボクは大丈夫だって言ってるのに……」

「大丈夫だと思わない人が、それだけ多いということですよ。ブヒオさんも、ピリカさんも、リンデさんも、魔王軍のことを誰より真剣に考えています。無視していいものではないはずです」

　私は淡々と言葉を紡ぐ。

　魔王の不興を買うことを承知で、それでも行動したのは彼らの忠誠心ゆえだ。その勇気ある行動に対して、降格処分というのはあんまりだ。

「それに……私は反対意見を出す者を遠ざけて、イエスマンばかりで周りを固める人が嫌いです。どこかの王子を思い出しますから──」

　そこまで喋しゃべってから、私は慌てて首を振った。目の前にいる魔王は、かつての宿敵にして今では魔王軍のトップだ。こんな軽率な口を利いていい相手ではない。

　だいたい人間と魔族では、価値観は異なるだろう。




　案の定、私の言葉に魔王は口をパクパクさせていた。

　……怒らせてしまったかもしれない。

「差し出がましい真ま似ねを失礼しました」

「いや、アリシアの言うとおりだ。だけどそれなら、どうすればいいのさ」

　頭を下げる私に、魔王は拗すねたようにそう言った。

　そんなもの、考えるまでもない。すべての元凶は、私が疑わしすぎることだ。今後、このようなことを起こさないようにというのなら、もっと簡単な方法があるではないか。

「キールさん、私に従属紋を」

「……は？」

「私が王国に寝返るかもしれない。誰から見ても、私は疑わしいでしょう。どう考えてもそれが一番、手っ取り早いではありませんか」

　もともとブヒオに決闘を申し込まれなければ、私から提案するつもりでいた。

　それで全てが丸く収まるだろう。そう思っていた私だったが、

「それはできぬ相談だな。これは基本的に、魔族の間でも使用が禁じられている──極めて非人道的な魔法だからな」

　キールはまるで答えを用意していたかのように、否定の言葉を返す。

　まさか断られるとは思っていなかった。私相手に、情けをかけても何の得もないだろうに。

「知ってますよ。敵国に落ちた聖女──今の私にはピッタリではありませんか」

「これは意思を奪い、行動を操る外げ道どうの魔法だぞ？　使う方も、使われる方もどうかしている──本気で言っているのか？」

「あはっ。決まりきったことを」

　私にとってそれは、起こりうる面倒事を手っ取り早く排除するための手段だ。しかしキールにとっては、どうもそうではなかったらしい。

「おまえがそんなことをする必要は──」

「そうよ。自分でしたことの責任ぐらい、自分でちゃんと取れるわ！」

　ブヒオとピリカが、何やら喚わめいている。




　──残念だけど、それは全くの勘違い。

　これは王国軍に復讐を果たすための手段に過ぎない。

　納得の行かないことに反論して、ただ目的のために口にしただけだ。

　それ以上でも、それ以下でもない。彼らには、私が庇かばうために従属紋を受け入れたように見えたのだろうか？




　驚くことに、決闘を見ていた魔族の中にも、従属紋の使用を止めようとする者がいた。

　怪しい人間を支配下に入れるにはまたとない機会だろうに、いったい何を考えているのか。

「私が構わないと言ってるのです。躊躇ためらう理由なんてないでしょう？」

　それでも私の決意が固いのを見ると、

「ボクがやろう」

　魔王が、ため息をつきながらそう言った。

「え、魔王さんが？」

「……ボクは、未だにアリシアに従属紋を付けるなんて反対だ。だとしても、みんなに納得してもらうために必要だって言うのなら──他の誰かに譲ってたまるか」

　魔王は、力強くそう宣言する。

　従属紋を刻まれた者は、決して主の命令に逆らえない。

　決して主に、危害を加えることができない。

　使いようによっては人権を根こそぎ奪い去るような契約魔法──それが従属紋である。

「アリシア、動かないで」

「分かってます」

　私の額に、魔王の手で従属紋が刻まれていく。

　魔王の魔力が、私の中に流れ込んでくる。




　──この感情は……哀しみ？

　──それとも贖しょく罪ざい……？




　流れ込んできたのは思いもよらない感情。

　おおよそ敵である王国の者に対するものとは思えなかった。それとも魔王ほどの実力者なら、心を読ませないことも容易なのだろうか。

「そうですね。色々と考えられますが『王国の益になることをしそうになったら、自分で命を絶つ』なんて命令はいかがですか？」

「アリシア……。君は本当にどうして、そんなことを──」

　魔王は、悲しそうにそう呟いた。

　どうしてそんな表情をするのだろう。

　私が王国に寝返るのを阻止するのが目的なら、当たり前の命令だろう。完全に犯行の意思を奪い去るには、むしろ生ぬるいぐらいだ。

「アリシア、頼むからもう少しだけ自分を大切に──」

「余計なお世話ですよ」

　心配するような声を切り捨てる。

　上っ面の言葉なんて、何も信じられない。

「……アリシア自身が、それを望むなら。『従属者、アリシアに命じる。魔族の不利益になりそうなこと、王国の益になりそうなことをする場合、自分の手で命を絶つこと』」

　最終的に魔王は、そう命令してくれた。




　──そう、それでいい。

　どんな口約束よりも、魔法による拘束が一番安心できるだろう。

　何より裏切らないという保証になる。




「これで認めていただけますか？」

　改めて私は、訓練室の中を見回した。

　気になるのは集まっている魔王軍幹部たちの反応だ。

　受け入れてもらえるなんて思っていないけど、一方的に排除される心配がない程度には信頼を得ておきたいところだ。

　気がつけば訓練室の中は、シーンと静まり返っていた。

　誰もが呆然と、私と魔王のやり取りを聞いていたようだ。

　そんな沈黙の中、最初に口を開いたのは決闘相手であったブヒオだった。

「私、ブヒオ・エスタールはアリシアの魔王軍参入を歓迎します。その力をどうか──魔王様のためにお役立てください」

　槍を立てて、私の前に跪ひざまずく。

　それは忠誠の構え──私のことを心から認めるという信頼の証しであった。

　おお、と訓練室でどよめきが起こる。ブヒオを信じる魔族は、魔王軍の中でも多いようだ。そんな彼が、王国の聖女の存在を認めたという事実は大きい。

「ではミスト砦の件、私が向かうことも認めていただけますか？」

「ああ。今の戦力では防衛すら覚おぼ束つかない──こちらからお願いしたいぐらいだ」

　おまけに随分と戦力としてもアテにされているらしい。

　トントン拍子で進みすぎて怖いぐらいだった。




「納得いかないわ！　どうしてそんな女が魔王様のお気に入りなのよ！」

　なおも何やらナーガが喚いていたが、

「黙れ、ナーガ！　神聖な決闘で汚い手を使ったこと……恥を知れ！」

「卑怯な手で一対四の決闘を仕組んで、僕の大切なアリシアを殺そうとしたんだってね。まさかそんなことを企んでいたなんて──覚悟はできてるよね？」

　ブヒオと魔王の言葉を聞いて、ナーガはハッと青褪める。

　ピリカやリンデにより、ナーガの企みはすっかり魔王に知れ渡っていたのだ。魔王の目には、燃えるような怒りが渦巻いていた。

「あの、魔王さん。元はと言えば私が原因みたいなものですし、どうか穏便に──」

「……アリシアに免じて、降格処分で勘弁してあげる。でも次はないよ」

　魔王はナーガに、しっかり釘くぎを刺す。

　殺意すら滲んだ魔王の言葉に、ナーガはすっかり怯えていた。
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　ブヒオたちとの決闘に決着がつき、私たちは作戦会議室に戻っていた。

　議題は引き続きミスト砦とりで防衛戦についてだ。以前の不信感に満ちた目が噓うそのように、私は魔王軍の他の幹部からも意見を求められるようになっていた。

「まともにぶつかり合えば、兵力では相手の方が上だぞ。どうするつもりだ？」

「王国軍は油断しています。その隙を突きましょう」

　私が、王国の情報に詳しいということも大きい。中央騎士団が戦場に不慣れなこと、新たな聖女が大した脅威にならないことを知っているのは私だけだ。

「あ、『噓をつかないように』と従属紋で命じてくださっても──」

「アリシアの言うことをボクが疑うと思う？」

「たとえ魔王さんが疑ってなくても、情報の真偽は誰もが気になると思うのですが……」

「この場には、もうアリシアを疑うような者はいないよ」

　そんな馬鹿な、と思ったけど目が合った魔族は微ほほ笑えみながら頷うなずくのみ。

　どうにも調子が狂ってしまう。




「奇襲を仕掛けて、敵の指揮官──聖女フローラを、一気に叩たたきたいですね」

「フローラってのが、君を嵌はめた張本人なんだよね」

「ええ」

　私の言葉に、魔王の瞳が好戦的に揺らめく。

「フローラの相手は、ボクとアリシアでするよ。アリシアが王国でされたこと、たっぷりお礼してあげないとね」

「では我々は、陽動ですな。王国軍に地獄を味わわせてみせましょうぞ！」

　魔王の言葉に、血気盛んな幹部の一人がそう雄叫おたけびを上げた。

　魔王軍が今動かせる兵力は、ミスト砦のものを合わせても三千程度だろうか。王国軍の半分にも満たない兵力だ。

　陽動役が一番危険だろうに、そんな勢いで決めていいのだろうか。

　この状況で、できるだけ被害を抑えるためには……。

「私が隠いん蔽ぺいの魔法を使いましょう。夜襲を仕掛けて、混乱に乗じて私と魔王さんでフローラを討ち取るんです。それがもっとも勝機があると思います」

　私の提案に、ぽかんと魔王軍の幹部たちが口を開いた。

「はあ？　その規模を覆うような隠蔽の魔法だと!?」

「そんなこと、できるわけが……」

「そうだよ、アリシア。いくら君でも、数人に隠蔽魔法をかけるのとはわけが違うよね？」

　ざわつく幹部たち。

　魔王にいたっては、なだめるような口調で私に言う。




　それぐらいできないと、元聖女としての面目丸つぶれである。

　決闘騒ぎを通じて、多少は信頼を得たかと思ったけれど、実力については、まだまだ信用に値しないということか。戦場に連れて行ってくれるなら、私の手で王国軍を殺すことはできるだろう。最低限の信頼を得てしまえば問題ないと思っていたが、こうして端はなから相手にされないのは少しばかり不満だった。

「それぐらいできないと、聖女なんて名乗れませんよ」

　私がにこりと笑みを作ると、気け圧おされたように魔王軍の幹部たちが黙り込んだ。ひとまず私の能力については、保留のまま作戦会議は続いていった。

　私が隠蔽魔法に成功した場合、失敗した場合の作戦が、それぞれ立てられていく。




　隠蔽魔法を前提とした最終的な作戦はこうだ。

　まずは夜の野営中に陽動部隊が王国軍に奇襲を仕掛け、敵の指揮系統を混乱させる。その後、王国軍が反撃を始めると同時に撤退を開始。

　相手の兵力の多さに、恐れ慄おののいたフリをするのだ。

　ここで過剰に追撃をしてくれれば、敵の兵力を分散できる。そうなればミスト砦の兵たちと協力して、王国軍を更なる混乱に陥れるのだ。

　そうして守りが薄くなったフローラを──私と魔王の二人で襲撃する。

　そんな作戦であった。




「アリシア、この作戦は最初の夜襲にかかってる。本当に大丈夫？」

「くどいですよ、魔王さん。あなたの生涯のライバルを信じてくださいな」

　魔王の心配そうな表情を見て、私は微笑み返す。

　何か言いたげな魔王を振り切り、私は自室に戻るのだった。
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　翌日。

　ミスト砦の援軍に向かうべく、魔王城の外には魔王軍の兵たちが緊張した様子で待機していた。昨日、会議に参加した魔王軍の幹部が、それぞれ兵を従えている。

　私は漆黒のドレスを纏まとい、魔王の隣──魔族たちの前に立っていた。

　好奇心に満ちた視線が、私に集まっている。

　王国の聖女がどのような人物か、誰もが気になっていたのだろう。

　私は昨日の約束を果たすため、隠蔽魔法を使うことにした。

「聖なる加護よ──」

　胸の前で手を組み、私は魔法を詠唱していく。

　特務隊時代に、何度も仲間を窮地から救ってきた魔法。戦地で何百回と使ってきたため、体に馴な染じんだ術式であった。

　私は丁寧に隠蔽の術式を練り上げていく。

「相変わらず凄すさまじい──そして綺き麗れいだ」

　隣で魔王がぽつりと呟つぶやく。

　やろうと思えば魔力量によるゴリ押しもできただろう。しかしそれでは、王国時代の激務をこなすことは困難だった。

　そんな私がたどり着いたのは魔術式をアレンジすること。生み出した魔法陣に独自のアレンジを施し、オリジナルの術式とすることは私の得意分野であった。

『サイレント・ミスト』

　光の粒子が、魔王軍を霧状に覆っていく。

　光を歪ゆがめて何も存在していないように見せる、誰でも使える初歩魔法である。もっとも術式をアレンジして、より少ない魔力で広範囲に効力を行き渡らせる工夫はしていた。

　魔法はあっさり発動し、魔王軍の姿を隠すことに成功した。

「あくまで簡易的な術式です。王国軍に看破の魔法を使う魔術師がいれば、気付かれる可能性もありますが……」

　おずおずと口にする私だったが、

「おおおおお!?　なんだこれ……」

「信じられねえ。本当に姿が隠れてしまってるぞ!?」

　魔族の兵たちの間に、どよめきが広がっていく。

　隣を見れば、魔王すら目を見開いていた。

　おかしい。そんなに特殊なことをしたつもりはないのだけど……。

「指定の波長の魔力をぶつければ、容易に姿を確認できる。その方法は──」

　驚きに沸く魔族たちをよそに、私は看破の魔法のコツを伝えていく。

　いくら姿を隠せても、互いの位置関係が摑つかめなければ逆効果である。

　敵を欺きつつ、味方同士では姿を確認し合えて容易に連携をこなすこと。そこまでやれて、初めて隠蔽魔法は集団戦でも効果を発揮するのだ。

「見えた──見えたぞ！」

「おい、おまえ！　見えないからって、どこ搔かいてやがるんだよ！」

「おまえこそ、なんてことを大声で叫んでやがるんだ！」

　隠蔽魔法が珍しかったのだろうか？

　兵士たちは、今や幼い子供のようにはしゃいでいた。




「ついでに支援魔法をかけます。気休めかもしれませんが……」

　続いてやるのは、仲間への支援効果の付与だ。

　元聖女として、魔王軍の役に立つところを見せなければならない。最低限の信頼を得た今、次にやるべきことは魔王軍にとって戦力として認識されることだろう。

「この規模を対象にするなら、第三式かな」

　私は魔法陣を最適化し、支援効果を付与していく。それは王国時代の習慣にも等しく、深く考えた末での行動ではなかった。

　優しい光が、魔王軍の面々を包みこんでいく。

　この作戦において一番危険なのは、撤退戦で殿しんがりを務めることになる人たちだろう。そんな危険を率先して引き受ける人たちに、どうかご加護がありますように。

　この人数にできるのは、あくまでお守り程度の効力だ。

　そう思っていたが、魔族たちの反応は違っていた。

「何なのだこれは。力が、溢あふれていく──」

「これほどの人数に、支援効果を付与したというのか……？　──奇跡だ」

　魔族たちが口にするのは驚きと称賛。

　魔族たちの基本戦術は、あくまで個人戦が主体。高い身体能力と闇魔法にものを言わせて敵を圧倒していたと魔王から聞いている。私のように支援魔法を主体とする役回りを持つ者は、珍しかったのかもしれない。

「これが。これが──王国の聖女か」

　魔王城の前に並ぶ兵たちの目からは、ある種の畏怖すら覗のぞいていた。

　そのタイミングを見計らったかのように、魔王が前に出た。

「この通り！　ボクたちには、聖女アリシアが付いた。この戦い、もう負ける道理はない──愚かな王国軍の奴やつらを、血祭りに上げてやろうじゃないか！」

「「「「うおおおおおおお！」」」」

　魔王による力強い宣言。それは完璧なタイミングだった。

「魔王様！　魔王様！　魔王様！」

「アリシア様！　アリシア様！　アリシア様！」

　その宣言に、兵たちの士気が最高潮に達する。

　彼らは咆ほう哮こうを上げながら、戦意を漲みなぎらせていた。




「それにしても凄まじいね。あれほどの兵数に、支援魔法をかけてみせるなんて──体は何ともないんだよね？」

　士気の上がった兵たちが出発していくのを見届け、魔王が私に尋ねてくる。

「ええ、これでも聖女でしたから。あれぐらい朝飯前ですよ」

「はあ。王国軍の強さの一端を見た気がするよ。ボクたちは、とんでもないバケモノを相手にしてきたんだね──」

　魔王が呆あきれたようにため息をつく。

　かつて互いを意識し合った天敵からの言葉が、不思議と嬉うれしく感じられた。

「それはこちらのセリフですよ」

　人間にとって支援魔法は当たり前の存在だった。互いを強化し協力し合うことで、魔族を相手に互角以上の戦いを繰り広げてきたのだ。

　単独で渡り合う魔族たちの能力は、驚きょう愕がくに値するものであった。中でも魔王の持つ戦闘力は、隣にいる今でも底が見えない。この怪物を相手に、何度も生還してきた昔の自分を褒めてやりたいぐらいだ。

　そんな魔王と、今は利害が一致している。敵でないとしたら、

「「これ以上ないぐらいに心強いよね」」

　何気ない独り言が被かぶった。

　驚いて目線を送れば、驚いたような視線が向けられていた。生涯の宿敵ライバルにして、今は目的を同じくする同志だ。

「行きましょうか」

「そうだね。ボクたちが後れを取ったら、お笑い草だ」

　どちらからともなく笑い合う。

　そうして私たちは、ミスト砦に向けて出発するのだった。
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　移動には数日かかった。

　私たちはミスト砦の近くにたどり着き、野営していた。

「魔王様、ミスト砦の魔族たちは随分と奮闘しているようです。魔王様が援軍に駆けつけてくださると聞いて希望が見えたと──作戦にも、いつでも協力できるとのことです」

　報告したのは、ちんまりフォルムが愛らしいリンデという名のプチデビル族の魔族。魔王軍幹部の一人で、私と決闘することになった魔族の一人でもある。

　リンデは、複雑な魔法陣が刻み込まれた魔道具を持っていた。

　それは魔力を通して遠くの者とやり取りするための魔道具で、情報の伝達手段として重宝されているらしい。

「よかった。どうにか間に合いそうかな」

「はい。王国の指揮官が愚かで助かりましたね、魔王様」

　リンデと魔王が、そう頷き合った。

　援軍の情報を聞き、ミスト砦では即座に遅滞戦に戦法を切り替えたらしい。こちらから攻めることは決してせず、時間稼ぎに徹する戦い方だ。

　遅滞戦に切り替えたところで、緩やかな死を待つのみ。そこに隠された狙いは何なのか、敵の指揮官が優秀なら違和感を覚えたかもしれない。

　しかし王国軍は、砦が落ちるのは時間の問題だと油断していたのだろう。圧倒的に優位な状況であるため、防戦一方の魔族たちを侮る気持ちもあったのかもしれない。

　結果、王国軍はミスト砦の兵たちに、魔王軍の本陣と合流できる時間を与えてしまったのだ。




　──その油断が命取りだ。

　今だけは勝ち誇っているがよい。

　私は戦場にいるであろう怨敵を思い、薄く笑う。




「ここまで順調に作戦が進むとはね。これもアリシアの隠蔽魔法のおかげだよ」

「まったく、持ち上げても何も出ませんよ」

　魔王がしみじみと呟いた。

　接近に気付かせなかったのは、たしかに隠蔽魔法の効力だ。私がいなかったら成り立たない作戦ではあるが、無邪気な称賛の声はどこかこそばゆかった。

「本当に体の方は問題ないの？」

「くどいです。問題ありません、夜はしっかり休ませてもらってますし」

　それに魔王は、何というか過保護だった。

　広範囲に隠蔽魔法と支援魔法をかけた私を案じて、魔王は頻繁に心配そうに私に声をかけた。

　復ふく讐しゅうのために魔王軍に加わったとはいえ、仲良く話すような間柄でもないだろうに。戦場での恐ろしいイメージが拭えず、魔王の気遣うような態度に私は戸惑うばかりであった。

「ミスト砦の兵たちは、魔王様に会えるのを楽しみにしています。激励の言葉を考えておいてくださいね」

「えー。ボク、ああいうの苦手なんだけどな……」

　リンデの言葉に、魔王は口を尖とがらせた。

　魔王城であれほどまでに士気を高めた人が、いったい何を言っているのだろうか？

「頼りにされているんですね、魔王様」

「あ、もちろんアリシア様のこともお伝えしてますよ。なんと〝あの〟王国の聖女までもが、援軍に加わっていると」

　決闘のときは、私のことを不穏分子だと排除しようとしたリンデ。しかし今では、すっかりその態度を軟化させていた。

「奇跡が起きたと、うちの部隊の者が大騒ぎしてまして──」

「勘弁してください」

　あの日から、どうにも過剰評価されているような気がする。

　私が起こしたのは、理論に基づくただの支援魔法だ。

　断じて奇跡などではない。




　──まあ、どう思われても関係ないか。

　私が動くのは、ただ自らの願いを果たすためだ。

　こうして王国軍と再び相まみえる機会を得たことに感謝を。




「あはっ、楽しみですね」

　──血の雨を降らせよう。

　味わわされた苦しみを。

　あの屈辱と痛みを、何倍にもして返してやるのだ。

「楽しそうだね」

「ええ、それはもう。このような機会を下さり、魔王さんには本当に感謝しています」

「君は……。いいや、もう何も言わないよ。それがアリシアの望みならね──」

　向かう先には、王国騎士団がいる。

　何より憎きフローラもいる──上機嫌な私に比べて、魔王は複雑そうな顔をしていた。




　私は、自らの得物を優しく撫なでる。

　今回の作戦に備えて、慣れない闇魔法を駆使して作り出した漆黒の鎌だ。私の身長ほどはあろうかという巨大な鎌で、刀身にはありったけの呪じゅ詛その魔法式を刻み込んでいる。

　今までの私は、防御魔法と支援魔法を中心に、小刻みに立ち回る魔法主体の戦い方であった。しかし今日からは敵陣にバリバリ突っ込み、王国軍を討ち取っていくつもりである。

「アリシア、それは何だい？」

「何って、鎌ですよ。似合いますか？」

　戸惑ったように尋ねてくる魔王に、私は飄ひょう々ひょうと返す。

「似合ってはいるけど、これまでの君を知ってるボクとしては複雑だよ」

「私は、もう聖女ではありません。魔女アリシア──王国を滅ぼす存在ですから」

　そう、今の私は王国が生み出した魔女だ。

　王国の滅びを願って、ただ災いを運ぶ存在だ。

　誰のためでもなく、ただ自分の願いのために生きていこう。

　高揚感を胸に抱いたまま、私は来たるべき戦いに思いを馳はせていた。
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　翌日。

　ついに私たちは、目的地となるミスト砦に到着した。

「魔王様、遠路はるばるお疲れさまです」

「ああ。君たちが無事で良かったよ」

　ミスト砦の兵たちは、疲労の色も濃かった。

　それでも魔王の姿を見ると、誰もがホッとした表情を浮かべて気力を充実させていた。魔王の存在が魔族たちの心の支えとなっているのだと、私は改めて実感する。




　作戦決行にあたって、ミスト砦の指揮官も加わって作戦室で簡単な打ち合わせが行われた。

　王国軍の野営地の情報や、フローラの位置の予測が語られる。

　敵は予想通り油断している。

　作戦は、予定通り今夜決行だ。
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　会議が終わり、陽動部隊の魔族たちはそれぞれ持ち場に展開していった。

　フローラを討つ役回りの私と魔王は、そのまま砦に残って夜を待つことになる。

「魔王様もアリシア様も、長旅でお疲れでしょう。作戦決行に向けて、今のうちに休息を──」

「いいえ。まずは、やるべきことをやらせてください」

　ミスト砦に到着してから気になっていたことがあった。

　私はそう言って、負傷した兵が寝かされている医療室に向かうことにする。




　医療室の中では、ナースの服を着たサキュバスのお姉さんが慌ただしく走り回っていた。

　魔族の中に、治癒魔法を使える者はほとんどいない。傷口にハーブを当てて痛みを和らげ、あとは本人の生命力に任せるのが関の山のようだった。

　激しい戦いが繰り広げられていたのだろう。ミスト砦には、負傷して動けない兵たちも多くいた。中には手足を失った兵もおり、苦しそうなうめき声を上げている。

「アリシア、様？」

　医療室にいたナースが、しげしげと私を見ていた。

　元王国の人間が何をしに来たのかと、疑われているのだろうか？

「心配は要りませんよ。魔王軍に不利益になることができないように、私には従属紋が刻まれていますから」

「ちょ、アリシア!?」

　安心させようとする私の言葉に、魔王が慌てて声を上げた。

「こんなか弱い女性に、まさか従属紋って──見損ないましたよ、魔王様！」

「違う、違うから！　ね、アリシア!?」

　サキュバスのお姉さん──ミスティというらしい──の冷たい視線が、魔王に向けられる。慌てて否定する魔王に同意を求められ、私はこくりと頷いた。

「大丈夫ですよ。治癒魔法をかけて回るだけですから」

　そう言いながら、私は医療室の中を見て回る。

　予想通り医療室には、大勢の怪け我が人にんが所狭しと横たえられていた。

　範囲回復魔法で一斉に回復させるには、症状の差が大きすぎるかな？

　私は、症状の重い者から順に治癒魔法をかけていくことにする。

「家に、残してきた子供を……せめて最後に──」

「ひどい怪我……。無理に喋しゃべらないでください、大丈夫ですよ」

　最初に診るのは、全身に酷ひどい火傷やけどを負った魔族だった。

　一つ目の小柄な魔族で、丸っこい顔を支えるように翼が生えていた。手のひらサイズの小さな魔族で、本来は軽やかに戦場を飛び回る鳥型の魔族であったが、今は全身を包帯でぐるぐる巻きにされており、見るからに痛々しい。

　彼は、最後に家族に会いたい、と涙を流していた。

　このまま放っておけば命を落とす可能性もあるだろう。

「体の力を抜いて、楽にしてください」

「あんたは……？」

　一人一人の魔族が、王国と戦うための貴重な戦力だ。

　このまま死なせてなるものか。

　私の一番の得意分野は、実は治癒魔法であった。聖女時代は、目の前で失われていく命を前に、何もできないことも数え切れないほどあった。あのような思いは二度としたくないと、私は治癒魔法の効果を最大化するべく魔法陣の改良を行ったのだ。

　命さえあれば、どんな怪我でも治してみせる──それは私の信念であった。

『ハイヒーリング』

　私は、魔族の痛々しい翼に手を当て、魔法陣を展開。

　透き通る淡緑の光が、横たわる魔族を優しく包み込んだ。

「まだ、痛みますか？」

「っ……!?」

　大きな目をまんまるに見開き、その魔族は不思議そうに起き上がった。

　控えていたサキュバスのナース、ミスティも信じられないと目を見開いた。

「も、もう大丈夫です。痛みも……ありません」

「良かったです。これからも魔王軍のために、その力を貸してくださいね」

　私がそっと手を離すと、魔族は助かったことが信じられないとばかりに呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて嬉しそうにパタパタと飛び跳ねはじめた。

　今夜は、総力戦となるだろう。

　怪我で倒れていた魔族たちには酷な話かもしれない。それでも彼らには、まだまだ働いてもらわなければならないのだ。

　その後も私は、治癒室の中を縦横無尽に駆け回った。

　怪我が特に酷い魔族には、高ランクの回復魔法を惜しみなく使った。

『エリアヒーリング』

　最後の仕上げとばかりに、部屋全体を覆うように範囲回復魔法を使用。

　部屋中の魔族の怪我を治していく。




　広範囲にわたって隠蔽魔法をかけ続け、高位回復魔法を連発したのだ。魔力の使いすぎで一瞬だけクラッとしたが、そんな様子はおくびにも出さずに私は部屋の中を見渡した。

「怪我が治ったばかりの皆さんに、こんなお願いをするのも恐縮ですが……。今夜はこちらから攻める絶好の好機なんです。どうか皆さんのお力を貸していただけると──」

　せっかく助かったのに、再び戦場に立ってほしいという残酷なお願いだ。

　拒否しても全然おかしくない状態にもかかわらず、

「奇跡だ──奇跡が起きた！」

「これが、王国の聖女アリシア！」

「あなたに救われた命です。当然ではありませんか！」

　私の予想に反し、魔族たちは涙を流しながら口々にそんなことを言っていた。

　まるで主人に忠誠を誓うように、私に祈りを捧げる者までいた。戦力を補充するためにと治癒魔法をかけた私が、思わず引いてしまうほどの熱量であった。

「ここでは気休め程度の治療しかできませんでした。アリシア様、本当にありがとうございます」

　更にはミスティまでもが、深々と頭を下げる始末。

　これには思わず、面食らってしまった。

　今回、彼らを助けたのは純粋な善意ではない。もちろん、怪我人を放っておけないという聖女時代の生き方の影響も残っていた。しかし何よりも、怪我人を治療して戦力を少しでも増やそうという打算的な一面が大きかったのだ。

「気にしないでください。これも全て私の復讐のためで──」

「そのような謙遜を。アリシア様のおかげで、こうして助かった者がいるんです」

「そうです。一度は失われたこの命、どうかあなたのために使ってください！」

　話にならない。だけども、どうにもむず痒がゆい。

「ちょっと、魔王さん！　楽しそうに見てないで、助けてくださいよ！」

　困惑する私を、どこか楽しそうに魔王が見ていた。
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　それから時間は流れ、ついに夜になった。

「そろそろだね、準備はいい？」

「ええ。任せてください」

　魔王の言葉は、開戦の狼煙のろしとなる。

　私は、魔族たちにかけられた隠蔽魔法を解除し──ミスト砦防衛戦の火ぶたが、ついに切って落とされたのだった。
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　ミスト砦を落とすための王国騎士団本陣。

　そこでは、指揮官の聖女フローラの金切り声が響き渡っていた。

「そこの奴隷！　さっさと準備して、早く杖つえを持ってきなさいよ」

　あの女が耳障りな声で叫ぶのを、私──リリアナは、苦々しい思いで聞いていた。

　従属紋を通じた命令に逆らうことも許されず、私はフローラに杖を手渡した。




　フローラの身の回りの世話をするのが、今の私の仕事だ。

　屈辱としか言いようがなかった。

　あの日、特務隊に戻った私は、アリシア様を助けるために手を貸すようにと仲間に懇願したのだ。アリシア様の人望がなせる業か、作戦決行日にはほぼ全てのメンバーが王都に集結した。

　正直なところ作戦が成功する可能性は低かった。

　この公開処刑は、王国の威信をかけたもので、警備も厳重だったのだ。

　それでも受けた恩を返すため、命に代えても助けると私たちは決意していた。




　──それなのに私たちは、無様に、あっさりと捕らえられた。

　立ち上がった特務隊の仲間も、従属紋を施された上でフローラの所有物として扱われた。私たちは人間としての尊厳をすべて奪われ、日々、罵倒されながら奴隷のようにこきつかわれている。




　中でも副官だった私の扱いは、最も苛烈なものであった。

「杖の準備にどれだけ時間をかけてるのかしら？　いつになっても使えないのね～」

「も、申し訳──」

「そこに這はいつくばりなさい。ぐずには、体に刻み込んであげないと分からないものね～」

　嗜し虐ぎゃく的てきな笑みを浮かべ、フローラが鞭むちを手にする。




　ただの言いがかりだ。

　跪ひざまずく私の背中を、フローラはぐりぐりと踏みにじった。勢いよく鞭が振るわれ、背中に焼けるような痛みが走る。

「ごめんなさい、フローラ様。ごめんなさい、フローラ様……」

「その目、最高に好き～！　最高に無ぶ様ざまで、最高に惨めね～。尊敬する人を殺されて、そんな相手に必死に許しを求めて──ねえ。今、どんな気持ち？」

　フローラが、私の顔を覗き込んで囁ささやいた。




　──おまえなんかに、屈してたまるか！

　──今に見ていろ……！

　すべてはフローラを油断させるためだ。

　できるだけ従順に奴隷を演じてみせた。惨めに哀れっぽく泣いてみせた。従属紋には表立っては逆らえない。ここで反抗したところで、何の意味もないのだ。

　表面だけは従順に、内心では常に牙を研ぎながら──チャンスがくる日を、私はいつまでも待ち続ける覚悟をしていた。
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　その時は、思っていたより早く訪れた。

「敵襲！　敵襲です！」

「我が部隊の野営地が、魔族の襲撃を受けています！　その数──二千以上！」

　次々と飛んでくる伝令。

　野営地に魔族の奇襲あり。

　それは突如として現れた魔族に、王国騎士団が翻ほん弄ろうされているという知らせ。

「はあ!?　そんな部隊、どこから現れたって言うのよ！」

　フローラの金切り声が、野営地に響き渡る。

　新たな聖女であるフローラに求められた役割は、お飾りの指揮官であった。

　刻一刻と変わりゆく戦況に対応するなど、できるはずもない。無論、フローラの代わりに実質的に指揮を執る者も存在していた。しかしフローラに与えられた権限は、その声を上回ってしまうのだ。権限だけは保持しているお飾り聖女──それは王国軍の明白な綻ほころびであった。




　──突然の奇襲？

　──いったい何が……!?

　飛び込んできた報告を聞きながら、私は冷静に思考する。

　どう行動するのがもっともフローラに不利に働くか、考え続ける。

「フローラ様、落ち着いてください」

「ああ、もう煩うるさいわね。奴隷の分際で！」

　叫び声から、フローラの余裕のなさが伝わってくる。

　いつもの金切り声すら、今は心地よい。

「差し出がましい真ま似ねをして申し訳ございません。この戦いには、フローラ様の進退がかかっております。もしものことがあれば、フローラ様が責任を取らされるかもしれない、と心配で──」

　私は、フローラの危機感を煽あおるだけ煽っていく。

　たとえお飾りであっても、その行動には責任が付きまとう。

　フローラの不安を逆なでして、暴走を誘っていく。

「な、なら！　どうすればいいのよ!?」

「何もない場所から、二千の兵が生まれるはずがありません。誤報に決まっています。大方、何かと見間違えたのでしょう」

「そう、そうよね。そんなこと起こるはずがないものね……」

　噓だ。

　騎士団の混乱ぶりは本物だ。

　野営地が襲撃を受けているのは事実だろう。

　すぐにでも情報を精査して事に当たらないと、取り返しの付かないことになるだろう。

「黙れ！　この奴隷風ふ情ぜいが！」

「フローラ様を惑わせようというのか！」

「フローラ様！　このような卑しい者の言うことを聞く必要はありませんぞ！」

　フローラの傍そばにいた近衛このえ兵へいが、案の定、そう私を罵倒した。彼女の安全を守るため、シュテイン王子が彼女に近衛兵を付けたのである。

　彼らの判断は正しい。さすがに近衛兵たちは、見て見ぬふりをしてよい報告ではないと直感しているらしい。だとしてもここでフローラに真っ当な判断をされては困るのだ。

　フローラの性格は、嫌というほど知っていた。

「明らかな誤報に慌てて取り乱しては、聖女の名前に傷が付くかと思われます。指揮官たる者、ドッシリ構えていなくてはなりません。聖女というのは特別なのです。もし何かあっても、フローラ様のお力で敵を一掃すればよいではありませんか」

　本心をおくびにも出さず、私はフローラを心配するような表情を作り出す。




　──内心では、あざ笑いながら。

　アリシア様なら、絶対にこんな言葉に惑わされたりしない。

　あの方なら即座に敵の狙いを看破して、的確な指示を出すことだろう。

　内心で不安を感じていたとしても、それをおくびにも出さず、兵たちを安心させようと微笑みながら。




「その通りね、聖女の私さえいれば大丈夫よね──」

　フローラは怯おびえた様子で考え込む。

　どう動くのが最も自分にとってプラスに働くか、思考を巡らせているのだろう。

　果たしてフローラは、私の甘言にあっさりと飛びついた。

「最高指揮官の聖女フローラの名のもとに命じます。混乱は誤報──ただちに原因を各自の判断で取り除きなさい」

「な、フローラ様!?」

　危機を前にして、見て見ぬフリをする最悪の指示だ。

　驚いたように聞き返す伝令と近衛兵たちであったが、上官の指示は絶対である。

　まして相手は、シュテイン王子のお気に入りの聖女様だ。彼女の機嫌を損ねれば、後でどんな目に遭わされるか分からない。身を挺してまでフローラの意見に反対しようとする者も、この場にはいなかった。

　そうしてフローラの無責任な言葉が、野営地に届けられることになった。




　──これで、私は王国への反逆者か

　重要な情報の意図的な隠蔽。それは王国に弓引く行為に他ならない。

　もっとも私としては、アリシア様を誅ちゅう殺さつした国に未練などなかった。

　これでフローラへの復讐が叶かなうのなら上等である。




　──それにしても、なんで野営地に奇襲を？

　敵の狙いはなんだろう。

　どう行動するのが、もっともフローラに不利に働く？

　敵の狙いと置かれた現状について、私はひたすら考える。

　まさか王国騎士団が、魔族の大軍の接近に気付かなかったとでも言うのだろうか？

　いくら油断しきっていたとしても、さすがに考えづらいだろう。

　いつの日か「ミスト砦の魔族が守りに専念している」と、報告が上がっていたのを思い出す。こちらに攻め入って来る者すらおらず防戦一方で、落とせるのは時間の問題だという報告だった。

　実際、兵力はこちらが圧倒的に多い。

　だからこそ守りに専念していても、勝てるはずがないのだ。

　それにもかかわらず、魔族が遅滞戦に移行した理由は──




「……援軍？」

　そうとしか考えられない。突如として姿を現した方法は分からないが、王国軍は援軍が駆けつけるまでの時間をまんまと敵に与えてしまったのだろう。

　夜中に奇襲をかけるのは、きっと魔王軍の作戦の一環だ。

　それならば次は、何をする……？

「一気にカタを付けるなら──狙いは、本こ陣こ？」

　野営地に堂々と攻め入った狙いは、おそらく指揮系統を混乱させることだろう。

　その上で一気に決着を付けるのならば、敵は必ずここを狙ってくる。

　それならば、私がやるべきことは──




「聖女様、お下がりください。魔族がここまで攻め入ってくるやもしれません」

　近衛兵の一人が、フローラにそう提言した。

　真っ当な意見であったが、それは困る。フローラには、魔族が攻め入って来るまでここにいてもらう必要がある。私もタダでは済まないだろうが、自殺禁止の従属紋がなければとうの昔に命を断っていた身だ。今更、命など惜しくはない。

「フローラ様、ここに残るべきです」

「黙れ、薄汚い奴隷風情が！　口を挟むな！」

　近衛兵が怒鳴りつけてきたが、私は無視してフローラの前に跪く。

　卑屈に。従順に。

　あたかもフローラが功績を挙げることを願っている忠実な下僕しもべのように。

「フローラ様。前線が混乱しているときこそ、指揮官はドッシリと構えているべきかと存じます。馬鹿らしい誤報に振り回されて本陣を下げたなど、王国に戻ってからフローラ様が笑い者にされてしまいます」

「この奴隷め！　フローラ様の身の安全に代わるものなどない！」

「貴様、まさかフローラ様を陥れようとわざと!?」

　私の説得は、明らかにフローラを危険に晒さらすものだ。

　近衛兵のうち何人かは、明らかに私に疑いの目を向けていた。

　──あからさま過ぎた？

　落ち着け、私。別に兵に疑われても問題ない。

　フローラさえ説得することができれば、それでいいのだから。

「聖女フローラ様は、戦場でも勇敢に戦った。その報告こそが、シュテイン王子を一番喜ばせ、聖女の地位を確固たるものにするかと存じます」

「そう、なのかしら？」

　迷ったように首を傾かしげるフローラであったが、

「なりませんぞ、フローラ様！」

「そうです。何かを企たくらんでいるやもしれません！」
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　そう言って止めようとする近衛兵たちの声が、逆に後押しになった。

「この奴隷が、私に対して何かを企んでいる？　そんなこと、あり得ないわよね～？」

「そのとおりでございます。私のすべては、フローラ様のために──」

　這いつくばる私に向けられたのは、あざけりの眼まな差ざし。

　日頃の行動の成果が実り、警戒にも値しないと馬鹿にしきっているようだった。

「フローラは、魔族を相手に勇敢に戦った──それがシュテイン王子が喜ぶ報告よね～」

　そうしてフローラは、私の言葉をあっさりと受け入れた。

　こうなってしまえば近衛兵たちも、結局はその言葉を受け入れるしかない。シュテイン王子のお気に入りの聖女の反感を買ってまで、反論しようという者は、この場にはいなかったのだ。

「それにしても、悪い奴隷ね～。主人の行動に、我が物顔で口を挟むなんて～」

「ひっ。申し訳ございません」

「これは、お仕置きが必要ね～」

　落ち着きを取り戻したフローラは、嗜虐的な笑みを浮かべて私を眺めた。自らの提案をはね除のけられた近衛兵までもが、不機嫌そうに私を睨にらみつけている。

　下手に決定に反対しては、自らが罰せられるかもしれない。結果、忠言はせずに私に八つ当たりしようと決めたのだろう。

「薄汚い奴隷が！　調子に乗ってるんじゃねえぞ！」

「今夜は、まともに寝られると思うなよ！」

　近衛兵が数人がかりで、私に襲いかかる。

「ごめんなさい、お許しください。フローラ様──」

　フローラの機嫌次第で振るわれる私刑は、もはや日常の娯楽となっていた。

　愉悦を滲にじませ、フローラは許しを請う私をあざ笑う。




　──今に、見ていろ

　せいぜい、今は良い声で鳴いてやろう。

　でも、あなたはきっと、ここで死ぬ。

　その時まで、せいぜい、笑っているがよい。




　敬愛する聖女を奪われたリリアナの復讐の牙。

　どのような目に遭わされても、決して心は折れず。

　それは奴隷に落とされてからも、ずっと隠れて研ぎ続けてきた刃やいばだ。

　その牙は、ついにフローラに届かんとしていた。
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　私たちがミスト砦とりでに到着した日の夜。

　私──アリシアが隠いん蔽ぺいの術を解除すると同時に、魔族の群れが王国軍の野営地を襲撃した。

　自分たちの有利を疑ってもいなかった王国軍は、突如として現れた魔族の大軍にまたたく間に大混乱に陥った。

　まともに組織として反撃することもかなわぬ王国騎士団を、魔王軍が蹂じゅう躙りんしてゆく。

　その様子を、私と魔王は砦の中から見守っていた。

「なにあれ。指揮系統がまるでなっていないね。まるで素人しろうとの集団だよ」

「王国騎士団を中心に編成したのでしょう。実戦経験なんて、ほとんどなかったでしょうからね。何だか、このまま攻めきれてしまいそうですね」

「いいや、過信は禁物だよ。予定通り、しばらくしたら撤退させよう」

　そうしている間にも、各部隊から続々と報告が飛び込んできていた。

　王国軍各野営地にいる隊長は、突発的な事態に対応しきれていないようだった。

　統率の取れた動きを見せる兵はおらず、中には混乱のままに逃走する者まで現れる始末。

　混乱の中でこそ支えとなるはずの聖女フローラは、遠く離れた本陣に引きこもったまま一向に姿を現さないらしい。

「ねえ魔王さん、私も向こうに加わったら──」

「駄目に決まってるでしょ」

「あはっ、残念」

　私は、軽く舌を出す。半分ぐらいは本気だった。

　王国軍と魔王軍が、こうしてぶつかり合っているのだ。燃え上がる炎と戦場の臭い──この手で王国への復ふく讐しゅうを果たせと、私の心の炎が囁ささやきかけてくるようだった。

　それからしばらく経たち、魔王軍は予定通りに撤退を始める。

　王国軍を誘い出すための作戦だ。

　──作戦は次の段階に移行した。
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「はっはっは、聖女様の祟たたりだって！　あいつらも、この状況でよくもまあ撤退理由を作り出したもんだね！」

「王国軍がここまで弱くて、こんなにも思い通りに動いてくれるなんて……。予想外でしたね」

　撤退を始めた兵たちを見ながら、魔王は楽しそうに笑っていた。

　この作戦の最大の懸念は、王国軍が誘いに乗ってくれるかどうかであった。

　しかし圧倒的な有利にもかかわらず魔王軍が撤退していくのを見て、王国騎士団の指揮官は何も違和感を覚えなかったらしい。「我らには、聖女フローラ様のご加護が付いている！」などと声をあげながら追撃戦に向かっていった。

「向こうは大丈夫なんでしょうか」

「あいつらを信じてあげてよ。まして今回は聖女様の加護はこっちにある。何も問題はないよ」

　魔王がいたずらっぽく笑う。魔族のことに一番くわしいのは魔王だ。彼がそう言うのなら、きっと大丈夫なのだろう。私は、私の戦場に向かうだけだ。

　そうして私と魔王は、フローラを討つために戦場に向かう。

　フローラのいる王国軍の本陣の場所は、既に摑つかんでいる。圧倒的に優位な状態で、魔族を相手に退ひいてなるものかと意地を見せたのだろう。野営地が奇襲を受けても、フローラは本陣を下げることを選ばなかったようだ。

　その判断が、命取りになるというのに。




[image: ]　　[image: ]　　[image: ]　　[image: ]　　[image: ]




「て、敵兵っ！」

「ま、まさか──おまえは聖女アリシア!?」

　最初に私たちに気がついたのは、見張りについていた王国騎士団の一人であった。

　その顔には見覚えがあった。シュテイン王子に忠誠を誓い、散々、地ち下か牢ろうでは私に尋問を繰り返した男である。

「あはっ！　お久しぶりですね。そして、さようなら！」

　私は、一気に距離を詰める。

　反応を置き去りにして懐ふところに潜り込み、巨大な鎌を一いっ閃せん。

　声を上げる隙すら与えず一刀両断し、一瞬のうちに相手を絶命させる。

「慌てるな！　賊はたったの二人だ！」

「なんとしてでもフローラ様をお守りしろ！」

　腐っても王族を守る近衛隊このえたい。

　すぐに陣を組み、護衛対象のフローラを守ろうとする姿勢は悪くない。悪くないが──

「遅いっ！」

　私は、縦横無尽に戦場を駆ける。

　黒い風が吹き、漆黒の鎌が振るわれる。噴き上がる血ち飛沫しぶき。戦場に次々と血の雨が降った。

　抵抗すら許さない圧倒的な実力差による蹂躙。向こうでは魔王が見たこともない魔法を使って、これまたみるみるうちに敵を殲せん滅めつしていた。

「ば、バケモノめ……！」

　怯おびえた近衛兵が、後ずさりながら私をそう称した。




　──もし私がバケモノだとしたら、生み出したのは、あなたたちだ！

　人間を手にかけてしまった。

　少しは、心が痛むかと思っていたけど。

　胸に押し寄せるのは、ただ少しの充足感だけだ。

　立ちふさがる近衛兵は、すべて斬り捨てた。

　逃げる敵も、皆殺しにした。

　悠々と敵陣を歩き回り、私はついにフローラを発見する。

「なんなのよ、何なのよ！　あなたたちは！」

「久しぶりね、フローラ」

　驚くほどに冷たい声が出た。

　目の前には私から全てを奪った元凶の姿。

「あなたは──アリシア！」

「へえ、さすがは聖女様ね。この姿になっても分かるなんて」

　あははっ、と私は笑いかける。

　私が纏まとっているのは、聖女の衣とは似ても似つかぬ漆黒のドレス。巨大な鎌を振るって戦場を駆け巡り、近衛兵を虐殺して回った私をよくぞ聖女と結び付けられたものだ。

「なんで、なんで生きてるのよ！」

　フローラが、癇かん癪しゃくを起こしたように喚わめき散らした。

「親切な方が生き返らせてくれたもので」

　処刑台から蘇よみがえった魔女。

　それがフローラから見た今の私だろうか。

　鎌を水平に構え、私は一歩一歩と歩みを進める。

「このぐず！　あなたごときが私に楯たて突ついて、ただで済むと思ってるの？　そこをどきなさい。それとも、また地下牢での暮らしを味わいたいのかしら～？」

　フローラは、私を見てあざけるような笑みを浮かべた。

　先ほどまでの怯おびえが噓うそのようだった。フローラにとって、私は格下の存在なのだろう。気まぐれに痛めつけ、反応を楽しむだけの玩具おもちゃ。

　とっくに立場は入れ替わっているというのに。

「やってみなさい。──やれるものなら」

「また痛い目を見ないと分からないのかしら。雷の加護よ──」

　フローラは、自信満々に魔法を放った。

　彼女が放ったのは、彼女が得意とする雷剣を放つ攻撃魔法だ。

　散々、地下牢でも見せつけられた魔法だった。その時私は犯罪紋で魔法を封じられていて、無ぶ様ざまに泣き叫ぶことしかできなかったけれど……。




　──あの程度の魔法は、防ぐまでもないか。

　あの時とは状況が違うのだ。

　冷静にそう判断する。

　今の私には数々の支援魔法が重ねがけしてある。

　あの程度の魔法は、何ら脅威にはならない。




　フローラの放った魔法は、凄すさまじい勢いで私の元に飛来した。

　しかし私に触れただけで、あっさりとかき消されてしまう。

「は？　あんた、何したのよ!?」

　フローラがヒステリックに叫ぶ。

　そのまま次々と魔法を放つが、どの魔法も私に当たっただけで霧散していく。

　圧倒的な魔力量の差が、それを可能にしていた。

[image: ]

「どうしたの？　まさか、それで終わり？」

　一歩、一歩と距離を詰める。

　自慢の魔法がまったく通用せず、怯えたように後ずさるフローラ。

　ようやく気が付きつつあるのだろう。目の前にいる魔女わたしとの絶望的なまでの実力差を。

「次は、私から行くね」

　感情を殺し、淡々と私は言う。

　そう言葉を発したとき、微かすかにフローラの顔に怯えが覗のぞいた。

　サッと地面を蹴り、一気にフローラに肉薄。鎌を振るおうとしたところで、

「かかったわね、お馬鹿さん！」

　バッと手を突き出し、フローラが足元に魔力を注ぎ込んだ。

「ッ!?」

　フローラの足元で複雑な魔法陣が禍まが々まがしく輝き、巨大な火柱が立ち上った。

　蒼あお白じろい炎が獲物を求めるように一気に私に襲いかかる。

「詰めが甘いのよ、アリシアちゃん～？　呪うなら自らの迂う闊かつさを呪いなさいな！」

　勝利を確信した様子で、フローラが謳うたうように言った。

　設置型の魔法陣は発動までに時間がかかり、利便性に劣るものの威力は比べ物にならない。つまり発動に成功した場合の威力は絶大なものとなる。

　それはフローラの切り札だったのだろう。

　回避は不可能。それなら活路は一つだけ。

　私は、迫りくる凶悪な炎を睨にらみながら気合を入れて一閃。

「はぁっ──！」

　ただの一太刀。

　軽々と振るわれた私の鎌は、あっさりと致死の魔法をかき消した。

「その程度ですか。かき消す必要すら、ありませんでしたね」

　この程度の相手にいいようにやられていたのか。犯罪紋を刻まれたあの頃の私は、一方的に何をされても、ずっと我慢し続けてきた。

　立場は完全に逆転したのだ。制御できない高揚感と、わずかな虚むなしさ。

「何なのよ!?　ちくしょう、当たりさえすれば──」

「なら、当ててみる？」

　悔しそうに口にするフローラを挑発するように私は言う。

　驚いて咄とっ嗟さに防いでしまったが、あの程度の魔法なら脅威にはなり得ない。

　この女は、完膚なきまでに叩たたきつぶす。戦いが始まったとき、私はそう決めていた。

「舐なめるな！」

　フローラが地面に手を当てる。魔法陣を刻み込み、そこに自らの魔力を流し込む。フローラの魔法が完成するまで、私は冷ややかな目で見守っていた。

「『ヘル・フレア！』──後悔なさい！」

　やがてフローラの魔法が完成。

　先ほどよりも更に一回り大きな炎が私に襲いかかるが、

「ッ!?」

　やっぱり私に触れただけで、あっさりとかき消された。

　それはフローラの魔法では、私に傷一つ与えられないという証明に他ならない。

　私たちの間に横たわる絶対的な実力差であった。

「噓、でしょ──」

　必殺一撃を食らったはずなのに、私は全くの無傷。

　打つ手なし──フローラの脳裏には、そんな言葉がよぎっていることだろう。

　案の定、フローラは怯えたように後ずさり、脇目も振らず逃げようとした。




　──まあ、あなたならそうするでしょうね。

　敵かなわぬ相手に挑む気概。

　聖女として民の先頭に立っているという誇り。

　フローラという人間は、そのどちらも持ち合わせていないのだから。




「逃がすと思う？」

　一瞬でフローラとの距離を詰め、その横腹に蹴りを入れた。

　それだけでフローラは、面白いように吹き飛ばされる。苦しそうに呻うめくフローラの髪を摑み、私は彼女を起き上がらせた。

「まさか、王国を裏切るって言うの──！　この魔女め……！」

　甘ったるい口調をかなぐり捨てて、フローラが憎々しげに睨み付けてきた。

　ああ、おかしい。こうなるように仕向けたのは、すべてあなたなのに。

「あはっ。だって、それが望みだったんでしょう？」

　みんな、私を魔女と呼んでののしった。助けを求める声を無視して、裏切り者として処断した。今になって、そんな目で見てくるのは筋違いだろう。

　私はフローラの首を摑み、片手で持ち上げてぐいぐいと締め上げた。

「ほら、もっと抵抗してみなさいよ。あなたは王国の聖女なんでしょう？」

「か、はっ──」

　もちろんこのまま絞め殺すようなことはしない。

　待ち望んだひとときだ。簡単に終わらせるつもりは毛頭ない。このひとときを、簡単に終わらせてしまっては、つまらないではないか。

「魔女、め！　こんなこと、ただで、済むと──」

　苦く悶もんに顔を歪ゆがめながら、フローラが何か言っている。

　ああ、本当に愚かな人だ。

「ああ、おかしい。ただで済ませるはずがないじゃない」

　私は、無造作にフローラを投げ捨てた。

　何も恐れることはない。だって、

「──私が滅ぼす側だもの」

　これは王国への復讐のたった一歩目に過ぎない。

「ひっ──」

　フローラが見せたのは、明確な恐怖。

　底知れぬ化け物でも見たような表情。……失礼極まりない。

　うずくまって咳せき込むフローラを、私はぐりぐりと踏みにじり、

「ぐぎゃっ!?」

　思いっ切り蹴り上げた。

　それだけでフローラは面白いように吹き飛ばされ、近くの岩に叩きつけられた。




　──せいぜい怯えればよい。

　どうあがいても助からないと理解しているだろう。

　自らの所業とその報いを思い知って、うんと絶望すればよい。

　それだけが私の渇きを癒やしてくれるのだから。




　それは一瞬の油断だった。

　蹴り飛ばされたフローラは、よろよろと起き上がり、

「奴隷！　すぐに来て、私を守りなさい……！」

　往おう生じょう際ぎわ悪く、そんなことを叫んだ。

　声に応えるように、誰かがフローラの傍そばに駆けつけてきた。

　今更、数人増えたところで、何の障害にもならない。

　立ちふさがるなら、そいつごと斬る。




　私は、黙って鎌を構えて、

「リリアナ!?」

「アリシア様──！」

　思わず驚きょう愕がくの声を上げてしまった。

　フローラを守るように立ちはだかり、死んだような目で私に杖つえを向けてくる少女。それはかつて最も親しかった副官の少女リリアナだったのだから。
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「奴隷！　その魔女を殺しなさい！」

　フローラが叫ぶと同時に、リリアナが魔法を詠唱した。

　炎の魔力が、彼女の中で高まっていく。やがて火炎弾の魔法が完成し、私に向かって射出された。

『ファイアボール！』

『レジストシールド！』

　私は咄嗟に光の盾を生み出し、リリアナの魔法を防ぐ。




　──どうしてリリアナが、こんなところに!?

　無事に特務隊のみんなと合流したのではなかったのか。

　攻撃を防ぐこと自体は容易だったが、それよりも衝撃が大きすぎた。




　魔法を詠唱しながら、リリアナは涙を流していた。

　フローラの命令に逆らえないリリアナ。何が起きているのかは、容易に想像がついた。

「フローラっ！　あなたって人は──！」

「感謝してほしいぐらいね～。わざわざ聖女の世話係に、任命してあげたんだから～」

　フローラは立ち上がり、いつもの調子を取り戻したようにそう笑った。圧倒的な戦力差を見せつけられても、フローラは虎こ視し眈たん々たんと逆転の一手を狙っていたのだ。

　諦めが悪く、どこまでも執念深い。人を人とも思わぬ鬼畜の所業であっても、自分が生き残るためなら平気な顔で手を染める。

　王国にいたときに、知っていたはずなのに。

「あら～？　やっぱり、かつての仲間は斬れない？　魔女に身を落としても、変なところは律義なんだから～」

　フローラは愉悦に顔を歪める。

　リリアナは酷ひどい有様だった。まともな衣服すら与えられず、布の切れ目からは生々しい傷が覗いている。フローラは、リリアナのことを奴隷と呼んだ。彼女が、どんな目に遭わされてきたのか、想像するのは容易だった。

　私の失脚に、リリアナを巻き込んでしまったのだ。

「リリアナ──」

「アリシア様、ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい──私のことは、憎き王国兵だと思って、斬り殺してください」

　リリアナが涙ながらに訴えた。従属紋による命令には逆らえないのだ。

　涙を流しながら、リリアナは私を殺すための魔法を詠唱する。

「あなたって人は、どこまで人の心を弄もてあそんで──！」

　ギリッと歯は軋ぎしりする私を見て、フローラはにんまりと微笑ほほえんだ。

　楽しい見世物でも見るように鑑賞するフローラは、すっかり余裕を取り戻した様子であった。




　リリアナは、大切なパートナーだった。

　特務隊での日々が蘇る。困難な任務を終え、笑いあった日々が脳から離れてくれない。いくら復讐のためでも、それはどうしても超えられない最後の一線であった。

　私には、リリアナだけは斬ることはできない。




　それでも、まだ手はある。

　隙を突いて、先にフローラのことを排除してしまえば──

「うふふ～。随分とお優しいのね、魔女さん」

「ッ？」

「ほんとうに全てが中途半端、おかげで助かったわ～」

　フローラはくすくすと笑うと、

「あなたにはこうしてあげた方がいいのかしら。『主人が死んだら、自害なさい！』」

　悪魔のような笑顔のまま、リリアナにそんな命令を下した。

　従属紋を通じた命令は絶対。フローラは私の狙いにいち早く気がついたのだ。

　フローラを先に撃破しても、リリアナは命令に従って死ぬ。その言葉だけで、フローラはリリアナを人質として取ったのだ。

「フローラッ──！」

「アリシア様。もういいんです──どうか私のことは無視して、アリシア様の願いを遂げてください」

　涙を流しながら、リリアナが杖を構える。




　──いいようにやられて、なるものか

　フローラの策など、一つ残らずすべて踏みにじってやろう。

　私は、薄く笑った。




　今の私は、聖女ではない。

　魔族として生まれ変わった魔女だ。地獄から蘇った私の力を、今こそ見せてやろう。

「聖なる加護と、深しん淵えんなる闇の加護よ──」

　詠唱を口ずさむ。

『ロスト・ヘブン！』

　光と闇の混成魔法。

　私だけが使うことのできる──固有魔法だ。




　──ごめん、リリアナ

　これから取る手段は、おおよそ聖女が取る手段ではないだろう。

　真っ当な人間なら避けるような忌避すべき手段。

　死ぬより辛つらいかもしれないけど、絶対に助け出す。

　だから少しだけ、耐えてちょうだい。




　世界から、色が失われていく。

　あたり一面が白く染まっていく。

　空には禍々しい赤い月が、寒々しく輝く。

　そこには何もない。

　これは私の心そのものだ。




　フローラが、目を見開いた。

「魔女め！　あなた、何をしたの!?」

「黙って見てなさい。あなた、もう詰んでるのよ」

　異様な光景を前に、フローラの瞳には再び恐怖が覗く。




　──始めよう、私の願いを叶かなえるための戦いを。

　まずはフローラの企たくらみを、完膚なきまでに打ち砕く。
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「炎の加護よ──」

　リリアナが、静かに魔法の詠唱を始める。

　魔力が彼女の中で高まっていく。範囲内を丸ごと焼き尽くす上位魔法──火炎弾が防がれたのを見て、切り替えたのだろう。

　魔力不足すらものともせず、リリアナは無理やり魔法を完成させていく。

　リリアナに刻まれた従属紋が禍々しく輝いていた。命令の強制執行。生命力を魔力に変換させられているのだろうか。

『フレアバレット！』

『シールドナイト！』

　従属紋により枷かせを外されたリリアナは、限界を超えた魔法を放っていた。いくら支援魔法をかけていても、直撃したらタダでは済まない。

　リリアナの魔法が完成すると同時に、私も防御魔法を重ね撃ちする。

「アリシア様、どうして？」

　魔法がぶつかり合うたびに、リリアナは泣きそうな顔になった。

　無理して魔法を撃ち続けたことにより、リリアナの体はもうボロボロだった。しかしリリアナは、ずっと私のことを案じていた。

「下らない仲間意識ですか～？　魔女のくせに滑稽ですね～。でもいいんですか？　そのままだと、その奴隷、つぶれちゃいますよ～？」

　フローラの高笑いが響き渡る。実に楽しそうだ。




　──ナイス演技です、リリアナ。

　私は無策で防戦に回っているわけではなかった。

　ある狙いのため、今は時間稼ぎに徹する必要があったのだ。




　私の固有魔法は、ある種の精神汚染を得意とする。

　負の感情を叩きつけて戦意を奪うのが、その最たる使い方だ。

　今回、私が選んだ戦法もやはり精神に干渉するものだ。

　リリアナほどの使い手が、異変に気が付かないはずがない。恐らくは私の狙いを理解し、フローラに狙いがばれないように演技しているのだ。精神汚染に気丈にも耐えながら、孤独な戦いを続けようとしているのだ。

　すべてはフローラの油断を誘うため。

　従属紋の支配下にありながらも、リリアナはフローラと戦うことを選んだのだ。




　何度か同じような光景が繰り返された。

　リリアナの放つ魔法を、どうにか防御魔法で防ぐ危なっかしい戦い。そう時間を置かずに、そんなやり取りに綻ほころびが現れた。

「うっ……」

　リリアナが、突如として苦しそうに膝を突いたのだ。

　額からは大粒の汗を流し、苦しそうに荒い呼吸を繰り返していた。

「奴隷っ！　何してるのよ！　さっさと魔女を殺しなさいよ！」

　フローラが、慌てたように叫んだ。

　従属紋を通じて、リリアナに何度も命令が送り込まれる。

　その命令は絶対だ。魔力が切れようと、手足が引きちぎれようと、それこそ命ある限りは忠実に主の命令を果たさせる非人道的な術式──それが従属紋である。

　それにもかかわらずリリアナは動かない。

「何してるのよ、ぐず！　この役立たずの奴隷がっ！」

　どれだけ罵倒しても、リリアナは頑として立ち上がらなかった。

　リリアナは、従属紋の命令を無視しているのだ。

「何をした、魔女め！」

「あはっ。無駄ですよ、フローラ」

　ヒステリックに叫ぶフローラに、私はにこりと微笑みかける。

「従属紋の仕組み、ご存じですか？」

「仕組み、ですって……？」

「ええ、従属紋による命令は、あくまで感情への訴えかけに過ぎないんですよ。理性、己の感情──それを上回る強制的な外部からの感情の誘発。それが従属紋の正体です」

　もっとも仕組みが分かったところで、普通ならどうしようもない。

「それが、どうしたっていうのよ！」

「従属紋を通じて命令を送るためには、感情が必要。ならばその感情ごと破壊してしまったら、どうなりますかね？」

　私は、薄く笑う。

　ロスト・ヘブン──私の固有魔法の本質は、精神汚染だ。

　この魔法は、従属紋から人を救うための魔法ではない。人を癒やすための力でもない。味わわされたのと同じ苦しみを押し付けて、戦う気力を折る呪いのような力だ。

　更に暴力的に扱えば、相手の感情を破壊することすら可能となる。

「魔女め──まさか、この奴隷の精神を──？」

「あはっ、その通りです」

　死ぬよりも苦しい思いをすることになっただろう。

　まともな人間なら絶対に避けるべき荒療治。

「なんてことを……。狂ってる──」

「あはっ。なんとでも言いなさい」

　私がやったことは、シンプルだった。

　リリアナの心が壊れるまで、負の感情を彼女に押し付けたのだ。それはブヒオの戦意を失わせた時の比ではない。まさしく精神への拷問、元のリリアナには戻れなくなる可能性すらあった。

　ある意味では、従属紋よりも更に悪質な魔法なのだ。

　それでも結果として、リリアナは従属紋から逃れることに成功した。

　従属紋の命令を果たすための感情が破壊され、その命令を果たすことができなくなったのだ。

「ざまぁ、みろ……」

　リリアナが立ち上がって、フローラに向かって吼ほえた。

　しかしその表情は、感情がすっぽり抜け落ちたように虚うつろだった。

　感情の一部を破壊されたのだ。当然である。それでも嚙かみしめるような言葉から、ようやくフローラの呪縛を逃れた喜びが感じられた。




　──ごめんなさい

　リリアナが奴隷に身を落としたのは、十中八九、私が原因だ。

　私と親しくなければフローラに目をつけられることもなかっただろう。

　おまけに私が使った方法は、心をぐちゃぐちゃに踏みにじるような乱暴な方法だ。

　死んだ方がマシだと思うような地獄だっただろう。

　相手の幸せを願うなら、そのまま死なせてあげた方がマシなほどに。




　──それでも私は、自らの望みを優先した。

　リリアナを殺したくなかった。

　すべては私のエゴだ。




「アリシア様、ごめんなさい。お手を、煩わせて……」

「リリアナが謝る必要なんてないです。巻き込んで苦しい思いをさせて、本当にごめんなさい」

　なのになぜかリリアナは、涙を流しながら私に謝罪する。

　私は苦しそうなリリアナに駆け寄り、そっと体を支えた。精神の一部を破壊されるほどに攻め立てられ、奴隷として扱われた肉体も満まん身しん創そう痍い。

　その呼吸はひどく弱々しかったが、たしかに生きていた。

　せめてほんのひと時でも、休めるように。私は、そっと体を横たえてやる。

「リリアナ、本当によく頑張りました。後は任せてくださいね」

「はい、アリシア様」

　安心した赤子のように、リリアナは静かに目を閉じた。

　奴隷に身を落としたリリアナの居場所は、もはや王国には存在しないだろう。これからのことを思えば、状況は変わらず前途多難。

　だけど今だけは安心して眠ってほしい。

　長く孤独な戦いが、ようやく一つ終わったのだから。

「さて、フローラ。覚悟はいいですね？」

「ひぃ……」

　眼前には憎き怨敵がいた。

　今度こそ怯えたように、悲鳴を上げるフローラ。

　私を妨げるものは、もう何もない。
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　ついにここまで来た──それが率直な今の気持ちだった。

　魔王城で蘇ったときはどうなることかと思ったけれど、こうして悲願を果たすときが来たのだ。

「こ、来ないで──」

　私が一歩詰めると、怯えたようにフローラが後ずさる。

　万事休す。虚勢も剝がれ落ち、ただ恐怖にガクガクと震えながら。

　もはや戦況を覆くつがえすための手もないのだろう。

「ごめんなさい。どうか許してちょうだい」

　躊ちゅう躇ちょなくフローラは、その場に土下座した。

　聖女の衣が汚れるのも厭いとわず、その場で無様に跪ひざまずいた。

　平民だと、格下だとあざ笑っていた相手に──情けなく命乞いしているのだ。




　この女にとって、何より大切なのは命だ。

　助かるために頭を下げるくらい、お手のものである。

「そう言った私に、あなたは何をした？」

「ひぃっ──」

「救いを求めた孤児院に。リリアナに、あなたは一体なにをしてきた？」

「どうか、命だけは──」

　一歩一歩と、歩みを進める。

　涙で顔をぐちゃぐちゃにしながら、フローラは頭を地面にこすりつけていた。

　このときの私は、まだ冷静だったと思う。

「ね、アリシア。あなたは世界で一番尊くて美しい聖女だったわ。気高い人だった──聖女たるもの、人殺しに手を染めるなんてよくないわ」

　フローラがそんなことを口にするまでは。




　──よりにもよって、おまえが聖女の何たるかを語るのか！

　私からすべてを奪って、もっとも聖女から遠い行動をしたおまえが。

　すべてのきっかけになったおまえが、よりにもよって、その口でそれを語るのか！

　これまでの生き方を土足で踏みにじられた気がした。聖女としての生き方を。魔女になった今の生き方すらも。そのときの私を突き動かしたのは、純粋な憎悪だった。

「耳障りな声で喚かないで」

　気がつけば私はフローラを地面に押し倒し、その首を締め上げていた。

「全部、全部！　あなたのせいじゃない！」

　私の口から零こぼれ落ちたのは、こらえきれなかった悲鳴のような叫び。

　別に魔女になんかなりたくなかった。当たり前だ。聖女にだってなりたくなかったし、権力にもまったく興味はなかった。ただ孤児院のみんなと平和に暮らせれば、それで良かった。特務隊の仲間と夢を語りながら任務に臨む日常が楽しかった。

　そんな穏やかな日々を壊したのは、全部──

「なんで、なんで！」

　荒れ狂う感情のままに、私は拳を振り下ろす。

　王子の婚約者の座を奪い取った、妖精のようだと評されるフローラの美貌。その顔面に拳がめり込み、フローラは苦悶に顔を歪めた。

　支援魔法のおかげで、私の拳には鉄球で殴りつけるような威力がある。いくら聖女の加護があっても、繰り返し攻撃を受ければ無事では済まない。

「ゆる、して……」

　一発ごとに鈍い手応え。

　私の拳は情け容赦なく、フローラを蹂躙していった。無人の平地に、肉を殴打する音だけが淡々と響き渡る。

「そう頼んだのに、一度でもやめたことがあった？」

　血と涙で顔面をぐちゃぐちゃにしながら懇願するフローラに、私は淡々と答えた。

　それはフローラを更に絶望させるのに十分な答えだった。

　フローラは抵抗する力すら残っていないのか、されるがままになっていた。

　すっきりとした鼻は折れ曲がり、歯はすべて折れていた。頰は無残に腫れあがり、その美貌は原形すら留とどめていない。そんな酷い有様になっても、フローラは往生際悪く生への執着だけは捨てようとしなかった。

「たす、け──」

　何かを言いかけたフローラだったが、

「おごぉっ!?」

　私はゆっくり立ち上がり、容赦なくその口を靴で踏みにじった。

　一方的な暴虐に耐えかね、ついにフローラは白目を剝むいて気絶した。

「あはっ。だから耳障りだって言ったのに──」

　ボロ雑巾のように横たわるフローラを、私は冷淡に見下ろす。

　この姿を見て聖女だと思う者など、もうどこにもいないだろう。




　正直なところ、あの日々を思えばまだ足りない。

　孤児院長の、リリアナの、処刑の痛みを思えば、まったく足りない。

　けれども、これで、終わりにしよう。

　これでようやく最初の復讐は果たされる。




　私は、漆黒の鎌を生み出した。

　魔女として蘇ってから、私に力を貸してくれた禍々しい大鎌。その刀身は、憎き仇かたきの血を求めるように黒く輝いていた。

「さようなら──」

　ひとおもいに振るおうとしたが、

「アリシア、そこまでだ」

　振るおうとした鎌は、しかし魔王によって止められていた。




　──どうして止めるのだろう？

　私は、復讐のために生きている。

　そのことを、魔王は最初から知っていたはずなのに。

「どういうつもりですか？　私は、この時のために──」

「そいつを憎いと思うのは、何も君だけじゃないってことさ。そいつのことは生け捕りにする。それから──」




　──蹂躙して、徹底的に苦痛を与えて、この世の地獄を見せる。

　──殺してほしいと懇願しても、それを無視して、この世のありとあらゆる苦痛を与える。

　──その精神が壊れるまでね。




「それこそが、至高の復讐なんだろう？」

　どこかで聞いたような言葉を吐く魔王。

　それは私が生き返った日に、死にたくないがために口走った言葉だった。

　あの時は口から出任せだったけれど、今となっては──




　──ああ、実にその通りだ。

　──これで終わりなんて、生ぬるすぎる。

　復讐が果たされるその日まで、まだまだ報いを受けさせよう。死は救済に過ぎないということを、私は王国で学んでいるのだから。

　それは自分でもゾッとするほど残酷な思考だった。

　やはり私の心は、あの処刑の日に、どこかが壊れてしまったのだろう。

「魔王さん、フローラに引導を渡すのは私ですからね？」

「そうだね、君にはその権利があると思うよ」

「あはっ、ならいいです。すべてはあなたの判断のままに──」

「ありがとう、アリシア」

　魔王は、とろけるような笑みでそう言うと、

「……まともな死に方ができると思わないことだね」

　ゾッとするような視線を、フローラに向けた。

　殺意とも敵意とも違う、それは強いて言うなら純粋な憎悪。今は味方のはずなのに、近くにいる私ですら思わず竦すくんでしまう凄せい惨さんな笑みだった。

　フローラが意識を失っていたのは僥ぎょう倖こうだと言えるだろう。
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　そうしてミスト砦の防衛戦は、幕を閉じた。

　近衛兵を皆殺しにし、敵将であるフローラを捕縛。王国騎士団は、撤退を余儀なくされたのだ。




　王国騎士団の損害は、甚大であった。

　撤退戦でも魔王軍幹部たちに、いいように翻ほん弄ろうされたのである。

　更には散り散りになっていた王国騎士団は、頼みの綱の聖女が捕らわれたことを知り、あっさり逃走を決定する。その様子を見て、魔王軍は一転攻勢に転じた。

　物資すら置き去りにして遁とん走そうする王国騎士団は、結局、執しつ拗ような追撃を受け、その兵力を半数近く失ったという。

　それに比べて、魔王軍の損耗は至って軽微。

　──まさしく大勝という戦果であった。
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　個人的に嬉うれしかったこともある。

　特務隊の元の仲間と再会できたことだ。

　なんと王国軍の本陣には、リリアナだけでなく何人ものメンバーが捕らわれていたのだ。リリアナと同じく、フローラの奴隷としてこき使われていたらしい。

　私が魔族として生き返っていたことを知り、彼らは涙を浮かべて喜んでくれた。




　魔王軍は、元特務隊のメンバーを保護することに決めた。

　このまま放り出すわけにもいかないけど、魔王軍の手を煩わせるわけには……と葛藤していた私を見て、魔王がしれっと提案してくれたのだ。




　──どうして、ここまでよくしてくれるのだろう？

　魔王の考えは、相変わらず読めない。

　それでも他に手もない私は、ありがたく魔王の提案に乗っからせてもらうのだった。
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　場所を魔王城に移した。

　実にミスト砦の防衛戦から、三日ほど経過していた。

　聖女フローラは、魔王城の地下に捕らわれることになった。




　その日以降、魔王城の地下では悲鳴がやむことはなかったという。

　魔王──アルベルトは自ら指揮を執り、それは丁重な「取り調べ」をフローラに行った。

　王国軍の情報を集めるため。忌いま々いましい聖女の力を調べるため。一切の休息を与えられず、フローラは情け容赦のない拷問に晒さらされた。




　とっくの昔に、フローラの心は折れていた。

　蝶ちょうよ花よと育てられた彼女は、そもそも誰かの害意に晒されたことがない。

　うわ言のように、都合よく助けてくれる者の存在を願い、やがてどうにもならない現実を前に絶望していった。

　取り調べの内容は、フローラの知り得ないことにまで及んだ。

　知らないと泣き叫んでも、助けを求めても、救いを求めても、魔族たちは一切の情けをかけずにフローラを延々と攻め立てた。




　──別にアルベルトは、特に答えを期待していたわけではない。

　ただ永遠の地獄を味わわせたいとは思っていた。これは生まれて初めて尊敬した少女を陥れて辱めた女に対して行う、ごくごく個人的な復讐に過ぎないのだから。
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　アルベルトにはある目的があった。

　フローラの心を完膚なきまでにへし折り、自分の目的のために動き出す。

　彼自身も、こんなことは自己満足だと分かっている。それでも、どうしてもこのまま放っておけなかったことがあったのだ。




　──魔王の頭の中には、アリシアの姿があった。

　誰よりも清らかで、聖女として輝いていた少女。

　フローラの策略で、無残にも汚されてしまった少女。

　アリシアが裏切り者として、魔女として、歴史に名を残すことが許せなかった。




「フローラ、君には協力してほしいことがあるんだ──」

「何でもします、だから今日は許してください。お願いします、お願いします」

　フローラは、鎖に繫つながれ拘束されていた。アルベルトの姿を確認するや怯えに顔を引きつらせ、地獄から逃れるためにそう懇願する。

「いい返事だね。すべての真実を明らかにしてもらうよ」

「お安いご用です！」

　冷淡に微笑むアルベルトに、フローラは媚こびた笑みを向けた。

　それからペラペラと自らの関わってきた悪事について喋しゃべる。アリシアを嵌はめて処刑に追い込んだこと、すべてはシュテイン王子の企みであったこと。フローラは、自らの所業を洗いざらいぶちまけた。証言を記録の魔法陣に記録し、アルベルトは昏くらい笑みを浮かべた。

「ああ。それから──」

「何なりとお申し付けください」

「そう？　じゃあさ、僕の部下の研究員が、一般的な聖女の支援魔法は、どの程度の効果なのか知りたがっててね。ちょっと付き合ってほしいんだ」

　にこやかにアルベルトは微笑む。

　媚びるような笑みを浮かべたまま硬直するフローラ。アルベルトの凄惨な笑みは、フローラを絶望の淵ふちに叩き落とすには十分なものだった。
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「あはっ。魔王さん、ありがとうございます。立派な宣戦布告書ですね」

　ある日、魔王城の執務室。

　私は、魔王から受け取ったとある書状を目にして笑みを浮かべていた。

「アリシアがやりたいなら構わないけどさ。今更こんな物を書いて、何の意味があるのさ？」

「まあまあ、これは私なりのけじめなんです。それに……シュテイン王子には、うんと怯えてもらわないといけませんからね」

　元聖女アリシアは、神聖ヴァイス王国に正式に宣戦布告する。

　私を嵌めて処刑に追いやったフローラも。私を邪魔者扱いして、排除することを決めたシュテイン王子も。真実を見て見ぬふりをしてきた騎士団も。

　すべて纏めて、この鎌で薙なぎ払おう。

　それだけが、今、私が生きる意味なのだから。




　そんなことを考えていると、魔王が記録の魔法陣を取り出した。

　首を傾かしげる私の前で、とある記録が読み上げられていく。

『私、フローラは、真なる聖女であるアリシア様を卑劣な罠わなに嵌めて、処刑に追い込みました。彼女の罪は、すべて冤えん罪ざいなのです──』

「なんですか、これは？」

　聞こえてきたのは、フローラの声だ。

『聖女アリシアは、対魔族特務隊で七年もの間、王国を守護してきた優秀な聖女です。今の王国があるのは、彼女の活躍があってこそなのです』

『そんな彼女に私は卑ひ怯きょうにも毒を盛り、魔族だと言い張ったのです。祝賀パーティーの場で聖女に罪を被かぶせて、私が成り代わる算段でした。すべてはシュテイン・ヴァイス王子殿下が、提案されたことです──』

　その魔法陣から流れ出すのは、フローラによる罪の告白だ。

　魔女だと言われて処刑された聖女アリシアは、王国のために尽くしていた聖女であったこと。卑劣な罠により、謀殺されたこと──その魔法陣では、すべての真実が語られていた。

　フローラの告白を、魔王が満足そうに聞いている。

「これは、なんですか？」

「見ての通りだよ、フローラが自白したんだ。これを拡散魔法と一緒に王国に送り届けたら──きっと面白いことになるよね」

　くっくと魔王が笑った。

「余計なお世話です。王国が今更過ちを認めたところで──私は、この復讐をやめるつもりは、ありませんからね」

　魔王は、いったい何を企んでいるのだろう。

　フローラが、素直に自白に応じるとは思えない。あの女はとても執念深く、プライドだけは極めて高い。これだけの内容を喋らせるのは、生半可な労力ではなかっただろう。

「復讐をやめさせる？　そんなこと、するわけないじゃないか」

「なら、どうして？」

「己の罪を理解して、うんと後悔しながら死んでいけばいい。殺される日に怯えればいい──奴やつらは、それだけのことをしたんだよ」

　ゾッとするほど冷たい声で、魔王は言う。

　どうやら本気で魔王は私の処刑に憤っているようなのだ。

　戦場での好敵手──自分の獲物を取られたことの腹いせなのだろうか。




　そのくせ魔王は、私にだけは優しい声で囁くのだ。

　ここで、ゆっくり生きてほしいと。

　穏やかな日々を生きて、ここで幸せになってほしいと。

　私が復讐のためだけに生きて、復讐とともに死のうとしていることを、まるで察しているかのように。そのような最期を迎えるのは許さないとでもいうように。




「ところで、アリシア。王国で使われている魔導具の機構には詳しい？」

「え？　ええ。合間を縫って勉強しましたから。それなりには詳しい方だとは思いますよ」

「さすがはアリシアだね。少し教わってもいい？」

　知りたいなら従属紋で命じるだけで事足りるのに。

　結局、ついぞ魔王は従属紋を行使することはなかった。何をするにも、私の意思を優先してくれるのだ。魔王は、私にどこまでも優しかった。

「構いませんけど……。魔族の間で使われている魔導具の方が、遥はるかに高性能ですよ。何に使うんですか？」

「いいから、いいから」

　魔王は、いたずらっぽい笑みを浮かべる。

　そうして私の説明を聞きながら、記録の魔法陣にある改造を加えていった。




　──私のためなんだろうな。

　魔王は私の潔白を証明しようとしているようだ。

　私にとって、今更どうでもいいことではあった。

　それでもそれが、魔王なりの気遣いであることは疑いようがない。




　──いったい、どうして？

　やっぱり理由は分からない。

　いっそ最初から、何か見返りを求めてくれれば楽なのに。

「ねえ、魔王さん。私に何か求めることはないんですか？　私はここで何をすればいいんですか？」

「何もないよ。ここにいてくれるだけで満足だからさ」

　まるで私と話すことが、楽しくて仕方がないといった様子で魔王は笑う。

　かつての宿敵からの暖かい言葉。

　忘れかけていた穏やかな心。

　なんとなく居心地が悪くなり、私は部屋に戻ることにした。

　王国への復讐と、魔王城での今後の暮らしを少しだけ考えながら。
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　その日、神聖ヴァイス王国では激震が走った。

　一つは、シュテイン王子の元に届いた宣戦布告の書だ。

　魔法により届けられたそれを、シュテイン王子は忌々しそうに握りつぶした。彼は、新たな聖女であるフローラが魔王軍に捕らわれたことも知っていた。

「薄汚い魔女め。魔族ともども、踏みつぶしてやる！」

　シュティン王子は、憎々しげに呟つぶやいた。

　彼は邪魔になったという理由で、己の婚約者であっても見世物のように殺す人間である。後悔など欠片かけらもなかった。こうして下劣な生まれの平民が、死してなお己に歯向かうことに多少の忌々しさを感じただけだ。

「ふん。お望み通り、真正面から叩きつぶしてやるよ──」

　彼が、余裕を持っていられたのもそこまでだった。

　魔王のお土産が起動したのだ。それは何かを録音した音声記録の魔法陣のようだった。迂闊に起動してしまったのが、最大の過ちであった。




『私、フローラは、真なる聖女であるアリシア様を卑劣な罠に嵌めて、処刑に追い込みました。彼女の罪は、すべて冤罪なのです──』

　魔王の仕掛けた魔法は、非常に巧妙であった。

　それは近くにある魔道具を乗っ取り、どんどん音声を拡散していったのだ。

　強力な呪術魔法により、フローラによる自白が王国中に拡散されていく。




『聖女アリシアは、対魔族特務隊で七年もの間、王国を守護してきた優秀な聖女です。今の王国があるのは、彼女の活躍があってこそなのです』

「おい……。なんてことを言うんだ──！」

　それは公開処刑が過ちであったという罪の告白。

　魔女だと断じて処刑した人間が、実は国の英雄であったという冤罪の証明。

　事が知られればただでは済まない。慌てたようにシュテイン王子が叫ぶも、当然、魔王のお土産は止まらない。




『そんな彼女に私は卑怯にも毒を盛り、アリシア様を魔族だと言い張ったのです。祝賀パーティーの場で聖女に罪を被せて、私が成り代わる算段でした。すべてはシュテイン・ヴァイス王子殿下が、提案されたことです──』

「ふざけるな！　なんてことを言うんだ！」

　シュティン王子は、青ざめた。

　今このときも、フローラによる告白は王国の中で拡散され続けている。

　卑劣な罠で婚約者を排除したシュテイン王子の所業が、王国中に拡散されていく。




　それは広場で聖女の処刑を見届けた者にも届いた。

　彼らは震え上がった。

　最高の娯楽として見届けたはずの魔せい女じょの処刑。

　その魔女が、実は無実で、国を守ってきた救世主だったのなら──




　──処刑の日を思い出す。

　魔女のこの世のすべてに絶望したような目を。

　世界そのものを恨むような呪じゅ詛その発露を。

　それは思い出すだけでも背筋が凍るような残酷な終わりだった。

　もし〝自白〟が正しければ？

　国を守ってきた英雄に対して、王国は何をした？

　誰もが取り返しのつかない事態に恐怖した。




　──その時、魔法陣から新たに声が流れてきた。

　広場で処刑を見届けた人は、恐慌状態に陥った。

　忘れたくても忘れられない声。魔女の凄惨な最期を思い出させるもの。

　血ち塗まみれで王国への呪詛を吐きながら逝った魔女のものだったのだから。




「あはっ。私、アリシアは、あなたたち神聖ヴァイス王国に宣戦布告します」

「今更土下座して命乞いしても、もう遅いです。徹底的に容赦なく蹂躙して差し上げますので──覚悟していてくださいね」
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　神聖ヴァイス王国を恐怖のどん底に叩たたき落とした宣戦布告の数日後。

　私──アリシアは、自室で落ち着かない日々を送っていた。魔王からは「今度こそ城でゆっくりしてよ」と言われている。戦力として戦争でこき使われることも覚悟していたし、それどころかそれを望んですらいた。しかし実際は、完全なる放置である。

　それならせめてと訓練室に向かったが、なぜか幹部総出で「アリシア様はお休みください！」と止められる始末。

　一体、私は何を求められているのだろうか。

「失礼します」

「は～い。……って、リリアナ!?」

　そんな退屈な日々の中、突如として部屋を訪れたのはリリアナであった。

　フローラにより従属紋を刻まれ、ミスト砦とりでの戦いで人質に取られた私の大切な相棒だ。徹底的にフローラたちに痛めつけられ、最後には精神干渉魔法でボロボロにされていた。

　そんな彼女であったが、どうやら精神への後遺症もなく無事なようだった。大切な相棒の無事な姿を見て、私は心底ホッとする。安心したと同時に──

「リリアナ？　なんですか、その格好は？」

　彼女は、なぜか侍女の服を着ていた。ふわふわのお人形のような洋服を恥ずかしそうに着こなし、黄金色のショートヘアには小さなカチューシャが載せられている。

　とても似合ってはいる。……が、特務隊の制服を見慣れた私にとっては違和感しかなかった。

「その……。少しでもアリシア様の役に立ちたくて──」

「立ちたくて？」

「私をアリシア様の専属侍女にしていただくように魔王さんに頼みこんだんです！」

　私がまじまじとリリアナを見ると、恥ずかしそうにリリアナは俯うつむいた。

　私が魔王城で時間を持て余している間に、何とたくましいことを!?

「私がアリシア様のお世話ができなくなるのは残念ですが、旧知の者が身近にいた方がアリシア様も安心するだろうとの魔王様の判断でございます」

　リリアナに続いて入ってきた侍女──アンネというらしい、がそう言った。

　アンネは私の侍女である立場を奪われる形になるが、それがアリシア様のためになるならと不満を口にすることもなかったらしい。率先してリリアナが侍女となるための教育係を引き受けたそうだ。

「ごめんなさい。結局、私はまったく主人らしいことができませんでしたね。仕えていて面白い主人ではなかったでしょう」

「はあ……」

　私の謝罪に、なぜかアンネは頭を抱える。

「今のアリシア様は、我が魔導皇国の王妃なんですよ？　そのように侍女に謝る必要なんてありません。もっと贅ぜい沢たく三ざん昧まいを尽くしても罰は当たりませんよ」

「はあ、贅沢三昧……。そう言われても──」

　前世は、ほとんどの時間を聖女として魔族との戦いに費やしたのだ。

　立派なお城の中より、兵士が入り乱れる戦場の方が落ち着く。ふかふかのベッドより、簡易的に布を敷いて野宿した方がよく眠れる気がした。

　困惑する私とアンネを、

「アリシア様は相変わらずですね……」

　リリアナがちょっぴり呆あきれた顔で見ていた。
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　その後、気を遣ったアンネが退室し、私とリリアナは二人きりで部屋に残された。

「アリシア様、本当に申し訳ありませんでした──」

「もう今更、王国に戻ることはできませんよね。ごめんなさい、リリアナ。私のせいで、すっかり巻き込んでしまって──」

　思わず謝罪を口走った私だったが、同時にリリアナも深々と頭を下げていた。




　──あれ？

　何を謝られているのだろう。

　悪いのは全部、私なのに。

「アリシア様が大変なときに、一人あのような場所に置き去りにしてしまいました。何もできませんでした……」

「リリアナ……」

「結局、力及ばず、お救いすることもできませんでした。挙げ句の果てに怨敵に捕らわれ、アリシア様の邪魔になってしまうなんて──」

　リリアナの言葉からは、何もできなかったという無力感から来る後悔が滲にじみ出ていた。

「そんなに自分を卑下しないでください」

　あの頃の私は、たしかにリリアナに救われていた。リリアナは、いてくれるだけで心の支えだったのだ。結局、処刑される運命は変わらなかったけど、最後まで味方でいてくれる者がいたという事実は、どれだけ私の救いになっただろう。




　──そんなことより………。

　力及ばず、って何のことだ？

「リリアナ？　あなたはあれから、何をしていたのですか？」

「もちろん、アリシア様を救い出そうと……」

　何でもリリアナは、特務隊で有志を募り、聖女奪還大作戦を企くわだてていたらしい。というか作戦は決行されてしまい──アッサリ捕まり、気がつけばフローラの奴隷にされていたとのこと。

「何をしてるんですか！」

　思わぬ行動力を見せたリリアナに、頭がくらくらした。

「アリシア様？」

「なんで、そんな危険なことをしたんですか!?　私の処刑は覆くつがえりませんでした。私のことなんて放っておいて、幸せになってほしかったのに……」

　いきなり声をあげた私にリリアナは目を丸くしたが、驚いたのは私の方だ。

　特務隊のほとんど全員が、有志として立ち上がった？　それも私を救うためなんて。いったいあの人たちは、自分の命を何だと思っているのか。

「これは、まとめて後で大説教ですね。私のために命を懸けるなんて……」

「たとえアリシア様に怒られても私たちは同じことをすると思います。大切な人の危機を黙って見過ごすなんて、どうしてもできませんから」

「リリアナ……」

　真しん摯しな顔で、リリアナが告げる。決して曲げられない意思を感じる。

　リリアナの頑固さには、困ったものだ。




「そういえば体はもう大丈夫なのですか？」

「はい。心の傷は癒えるのも早いみたいで、すっかり元通りです」

「よかったです。私の魔法で、リリアナに消えない傷を付けるところでした」

　私の固有魔法は、たしかにリリアナの精神を破壊した。私が使ったロスト・ヘブンには、まだ分からないことも多かった。

　リリアナが無事に回復するかはある種の賭けで、リリアナの心の強さ次第だった。だからこそ、こうして再び笑い会える日が来たことが、本当に嬉うれしかった。

「アリシア様は優しすぎます。フローラは、私への従属紋も解除しました。もう大丈夫です」

　リリアナが、私を安心させるように笑みを作る。

「フローラが、素直に従属紋を解除したのですか？」

「はい。魔王さんの〝お願い〟のおかげで、快く解除してくださいましたよ」

　リリアナはニコリと微笑ほほえむ。

　フローラにとって、リリアナにかけた従属紋は切り札のような存在だろう。それをアッサリと解除するなんて……。王国に届けた自白といい、魔王はいったいどんな手を使ったのだろう。

　聞くのがちょっぴり怖くなる。

「アリシア様、どこまでもお供します。これからもよろしくお願いします」

　リリアナは、その場で深々とお辞儀をした。恐らくはアンネが仕込んだのだろう。思わず見み惚とれてしまうほど堂に入った一礼だった。




　──いいのだろうか？

　私の胸に押し寄せるのは、そんな迷い。

　今の私は聖女ではない。王国に牙を剝むく魔女なのだ。

　もう、どうしようもなく巻き込んでしまった後だ。けれどもこれから行うのは、王国を滅ぼすための戦い。そこには正義も仁義もない。これからも私は、私の道をゆく。その先に何もなくても、私がその道を引き返すことはないだろう。




　リリアナのことは、今でも大切な仲間だと思っている。

　こんな暗い道に付き合わせていいのだろうか？

「リリアナ？　今の私たちは、明確な王国の敵です。祖国を裏切ることになります。本当にいいんですか？」

「覚悟の上です。この心は、とっくの昔にアリシア様に捧げておりますから」

　私の弱気な言葉に返ってきたのは、迷いのないそんな忠誠。

　そうして私の魔王城での生活が、本格的に始まろうとしていた。
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「ねえ、リリアナ」

「なんですか、アリシア様」

　私の呼びかけに、やけにかしこまった様子でリリアナが答える。

　別にこれまで通りでいいんだけどな。気心の知れた仲である新たな侍女に、私は目下の悩みを打ち明けることにした。

「私、これから何をすればいいと思いますか？　誰に聞いても、ゆっくりとこれまでの疲れを癒やしてくださいと言われるばかりで……」

「は、はあ……。皆さんのおっしゃる通り、ゆっくりお休みになってはいかがですか？」

「リリアナまで、そんな恐ろしいことを言うの!?」

　私は、クワっと目を見開いた。

　何をしようとしても、それとなく制止されてきたここ数日。身もふたもないことを言えば、あり得ないほど暇なのである。それだけでなく──

「魔王さんの企たくらみが分からなくて……」

「は？」

　私を悩ませている目下の問題は、やはり魔王のことだ。

「魔王は、王国に対して私の無罪を証明しました。フローラの口を割らせてまで──かなりの手間暇をかけているはずです。それなのに未いまだに何の要求もしてこないんですよ？　何かを企んでることは間違いないと思うのですが──って、リリアナ？」

　なぜだ。私は真剣に悩んでいるのに、頼れる相棒は「何言ってんだこいつ」みたいな呆れた目で、私をじとーっと見てきている。

「ええっと……。魔王様の目的は、これ以上ないほど明確だと思いますが？」

「え!?　リリアナは、魔王の企みを見破ったのですか!?」

「はい……。というか誰でも分かるかと──」

　戸惑うように言うリリアナ。

「優秀な副官を持てて、私は幸せ者ですね。意地悪しないで教えてください」

「私の口からはとても……」

　私が頼み込んでも、リリアナはそっと目を逸そらすのみ。

　どうして言葉を濁すのだろう？

　私は、リリアナのことを信用している。もし魔王が、最後に私を生いけ贄にえにして王国を滅ぼそうなどと企んでいるなら、リリアナは間違いなく私に味方してくれるはずだ。そんなリリアナが言葉を濁すということは、別に知らなくても不都合はないということだろうけど──やっぱり、気になるものは気になるのだ。

「敵国の元聖女だなんて、どう考えても厄介者じゃないですか。何もせずに暮らしているのも、落ち着かないんですよ」

「それなら──アリシア様なりに、魔王様の役に立てそうなことを探してみたらいかがですか？」

「それが分かれば、こんなに悩んでいませんって」

　そうして振り出しの悩みに戻るのだ。

「そうですね……。正直、魔王様なら、アリシア様に会えるだけで喜びそうですが……」

「また、そんなことを──」

「アリシア様？　だいたい一度でも、魔王様のことを名前で呼んだことがありますか？」

　呆れた視線を受けて、私は思わず沈黙する。

　答えは否だ。私にとって、魔王は魔王だ。魔王軍のリーダーで、聖女の私にとっては生涯のライバル。それ以上でも、それ以下でもなくて──

「そもそも、魔王さんの名前って何でしたっけ？」

　疑問を持ったことすらなかった。

　冷静に考えれば、私は魔王の名前すら知らない。

「噓うそ、でしょう？」

「返す言葉もありません」

　これは王国に住んでいながら、国王陛下の名前を知らないようなものだ。不敬にも程がある。




　──それだけじゃ、ありませんね。

　私は首を振る。

　一度、こっぴどく裏切られたことで、私は決して人を信じないと決めた。

　願うは復ふく讐しゅう──最初から、他人なんてアテにしていなかった。魔王の善意だって、はなから信じる気はなかったし、ずっと魔王への無関心を貫こうとした。

　その結果が、名前すら知らない体ていたらくである。

「リリアナ、こっそりと私に魔王さんの名前を──」

「嫌です。自分で聞いてください」

　うう、と涙目になる私を見て、やっぱりリリアナは呆れた顔で微笑んだ。まるでできの悪い妹でも見るような優しい眼まな差ざし。

　リリアナは特務隊時代も、時々こんな表情をすることがあった。そんなときは決まって、悩みを解決するような言葉を当たり前のように口にするのだ。

「アリシア様は魔王様のために何かをしたいんでしょう？　何でもいいんです。その心に従って素直に行動すれば、きっと魔王さんも喜んでくれますよ」

　──そう、こんなふうに。




　ああ、なるほど。その通りだ。

　相手の出方をずっとうかがっているなんて、まったくもって私らしくない。相手の思惑が見えないなら、こっちから相手の懐ふところに飛び込んで聞き出してしまえばよい。

　別に、今となっては魔王に利用されることに抵抗はない。魔王軍のため、上う手まく動く駒になりたいとすら思う。いっそのこと、こっちから動いて役に立てることをアピールしていくべきだろうか。




　私は、自分の得意なことを考える。

　考えて、考え抜いた結果、

「新魔法の開発？　まずは実験場を借りきらないとですね……」

「スケールがでかすぎます、やめてください！」

　即、却下された。

「次の戦場に向けて！　やっぱり今すぐにでも鍛錬を！」

「それはもう止められたでしょう!?」

「まどろっこしいですね。どこかの砦を攻め滅ぼして敵将の首を持ち帰りますか」

「アリシア様にそんな危険なことをさせたら、私が魔王様に殺されちゃいます！　絶対にやめてくださいね!?」

　ぜえ、はあ、と肩で息をするリリアナ。

　渾こん身しんのアイデアたちは、まさかの全却下。

　結構、良いアイデアだと思ったのだけど……。

「それなら、何をすれば……？」

「なんで選択肢が、そんなに極端なんですか。もっと、こう、普通のことでいいんですよ」

　うう、リリアナの視線が痛い。

　何でもいいって言ったのに、リリアナの噓つき。




　──そんなこと言われても……。

　だいたい、普通って何だ。

　私にとっては、この境遇が既に普通ではないのだ。

　戦地で生きることこそが、私にとっての日常だったのだから。




　ん～？　と悩む私を見かねたリリアナが口を開く。

「そうですね……。ここは無難に、お茶会を開かれてはいかがですか？」

「お茶会というと──紅茶をかけ合って、カップを叩きつけて罵倒し合うあれですよね？　私と魔王さんで本気でやりあったら部屋が消し飛びそうです。それはちょっと……」

「間違ってます、アリシア様！　お茶会って、もっと和やかなものですから！」

　リリアナが目を見開いた。

　思い出すのも忌いままわしい記憶。遠征を終えて久々に城に戻ったところで、常識を知らない平民に物事を教えてやろうと、それは身分の高い令嬢から素敵なもてなしを受けたものだ。

　私に貴族令嬢のような振る舞いを求められても困る。

　私の意図を汲くんだのかリリアナは、

「そうだ。魔王様に手料理を振る舞うなんてどうですか？」

　そんなことを言った。

「手料理？」

　これまた随分とハードルが高いことをおっしゃる。




　戦地での数少ない娯楽は、食事であった。

　だから特務隊時代の私は、食事にできる限りの趣向を凝らしたものだ。誰もが顔をしかめる生臭い肉を、香辛料で誤魔化してそれなりに美お味いしく食べられるようにしたときは、泣いて感謝されたっけ。実際、特務隊の皆は美味しいと言ってくれたし、自信がないわけではない。

　……自信がないわけではないが、それとこれとは話が別だ。

　魔王城では、一流の料理人を雇っている。捕らえたモンスターの肉をそのまま焼いた料理なんて、食べさせられるはずがないではないか。

「でもアリシア様の料理、美味しかったなあ」

「褒めても何も出ませんよ？」

　懐なつかしそうな顔をするリリアナを見て、私は苦笑する。

　ちなみにモンスターと魔族は、完全に別物である。魔族とはあくまで種族の一つであり、モンスターは凶暴化した野生動物のことだ。仮に魔族がモンスターを食べても、共食いには当たらない。

　魔族にモンスターを食する文化があるかどうかは知らないが、私なりのもてなしだと言えばモンスターの肉を振る舞っても嫌な顔をされることはないだろう。

「厨ちゅう房ぼう、使わせてくれますかね？」

「大丈夫だと思いますよ。それをアリシア様が望むなら」

　リリアナからの後押しもあり、私は魔王に手料理を振る舞うことを決意する。
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　翌日、私は厨房を使わせてもらえないかと頼むために、魔王の執務室を訪れていた。

「料理？　アリシアが？」

「ええ。いけませんか？」

「別に構わないけど……。やっぱり魔族の料理は、口に合わなかった？」

　魔王はきょとんと目を瞬まばたき、不安そうな顔をする。

「いえいえ、とても美味しく頂いています」

　魔王城のコックたちはとても優秀だ。しっかり人間の舌にも合う料理を用意してくれている。

　正直なところ生肉がそのまま出てくるような悲惨な食生活も予想していたが、予想に反して魔族たちは美食家の集まりであった。

「それならいいんだけど……。なら、どうして？」

「別に大した理由ではありませんよ。久々に故郷の味を楽しみたいと思っただけです」

　ちなみに魔王には、手料理を振る舞うことは内緒だ。

　驚かせたいというのもあったけど、うまくできなかったら恥ずかしいし……。

「分かった。厨房の使用許可は出しておくよ」

「ありがとうございます、魔王さん」

　無事、厨房の使用権ゲット。

　あ、そうだ。ついでに──

「訓練室と魔術実験棟の使用許可を……」

「それは駄目！　まったくアリシアったら、あれだけの戦いがあった後なのに、やっぱり戦いが忘れられないんだね。しばらくは安静期間だよ」

「まだそんなことを……。心配要らないのに」

　このままでは体がなまってしまう。

　ミスト砦の防衛戦では、魔力を使いすぎてフラフラになったのは事実だ。フローラとの戦いも精神を摩耗する戦いであり、一歩間違えれば私は命を落としていたかもしれない。

　だとしても魔王は、あまりに私を戦いから遠ざけようとしている気がするのだ。信じたいとは思うけど、その温かさはどうにも落ち着かない。

「いっそ消耗品の駒でも扱うみたいに雑に扱ってくれればいいのに。命じられれば、いくらでも砦を攻め落としてきますよ」

「アリシアの復讐を止めるつもりはない。だけど、アリシア……。頼むから自分をもっと大切にして？　ここには君を大切に思う人だって、たくさんいるんだから」

　魔王の瞳には、懇願の色すらあった。

　過保護ですらある魔王。その言葉をどう受け止めればいいか分からない。けれどもせめて、気持ちを行動で示そう。

　そんな魔王に何かを返したいと思ったのは事実なのだから。

「魔王さん。いいえ──」

「アリシア？」

「いつまでも魔王さんでは他人行儀過ぎますよね。あなたの名前を私に教えてください」

「やっぱり聞いていなかったんだね。それもアリシアらしいけどさ……」

　魔王は、そう苦笑する。

　思えば魔王は、私のことを『聖女』と呼んだことなんてほとんどない。魔王のことを「魔王さん」と呼ぶのは、例えるならそういうことで……。

「アルベルト。ボクの名前はアルベルトだよ」

　まるで自己紹介をやり直すかのように魔王、もといアルベルトは口にした。

　あの日は、何の興味もなかった情報。そして今は名前が知りたいと、たしかにそう思っている。復讐の炎は消えないけれど、変わったところは確かにあって。

「魔王様。いえ、アルベルト──いい名前ですね」

「うん。これからボクのことは、ちゃんと名前で呼んでね」

　そう言ってアルベルトは無邪気に微笑むのだった。
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　厨房を使う許可を得た私は、リリアナと魔王城の厨房に向かっていた。

「何を作るのですか、アリシア様」

「そうですねえ……。冷静に考えて、私、あまり料理の経験ってないんですよね」

　戦地で美味しい料理を美味しく食べるための工夫は、手料理を振る舞うためのものとは異なる。

「アリシア様の作ったものなら、魔王様は何でも喜ぶと思いますよ？」

　不安になる私を励ますようにリリアナはそう言った。

　以前なら半信半疑だったその言葉も、アルベルトのことを知りつつある今なら、決して誇張ではないのだろうなと思う。

「アリシア殿が、何やら面白いことをしようとしていると聞いてな。男手が必要なら、ぜひとも私にも手伝わせてほしい」

「か、勘違いしないでよね！　暇だから覗のぞきに来ただけなんだからね！」

　私とリリアナが厨房に到着すると、どこから聞きつけたのかブヒオやピリカが、気合十分といった様子で待ち受けていた。どうやら料理を手伝ってくれる気らしい。

　オークのブヒオとハーピーのピリカは、あの決闘の日からやたらと私に絡んできていた。毎回のように訓練室に入るのを止めてくるのはだいたいこの二人である。




「手慣れたものだな」

　用意されている材料と調味料は、どうやら人間が使うものと大差ない様子。

　記憶を頼りに私が作り始めたのは、パンの間に肉と具材を挟み込んだ簡単な料理だ。保存の利くようにと作られたパンはあまり美味しくないため、ちょっと工夫して、倒したモンスターの肉を挟み込んでみたら意外と好評だったのだ。

「戦地でのちょっとした工夫です。褒めても何も出ませんよ？」

「本心からだ。理解していない者も多いが、食とは兵たちの数少ない娯楽だからな。ぜひとも我が隊の料理番として加わってほしいぐらいだ」

「ご冗談。私は戦地では普通に戦いたいですよ」

　ブヒオとそんな軽口を叩きながら、私はテキパキと準備を進めていく。

　作るのはここにいる人数分である。いきなり魔王に出す気にはならなかったのだ。

　そんなことをしていると、ピリカがぱたぱたと翼をはためかせて、こそーっと完成した料理に手を伸ばす。こそっと（丸見えだけど）手を伸ばして、

「!?　美味しい！」

　目を輝かせてそう言った。

「アリシア様が作られたものですからね、当たり前です。ピリカさん、手伝うと言いながらつまみ食いですか？」

「なによ。いい匂いするんだし、仕方ないじゃない！」

　やいやいと言い合うのはリリアナとピリカ。

　なお、そう言うリリアナも、ウキウキした様子で私の調理の様子を覗き込んでいるだけだ。私、料理担当。観客兼味見担当三人といった様相である。

「お口に合ったなら良かったです。魔族の皆さんの口に合うかどうか不安だったので……」

「グール族などは味覚がないと聞いた。それでも、だいたいの種族は人間の味覚に近いものを持っているだろうな」

　そう言いながら、ブヒオは完成した料理をじーっと凝視していた。

「味見、しますか？」

「頂こう」

　調子に乗ってたくさん作りすぎたかな、と思ったけれど、ペロッとブヒオが平らげてしまう。喜んでもらえるなら何よりだ。




「いい匂いがするな。これは……」

「何の騒ぎだ？」

　そうこうしていると、厨房に白衣のゴブリンたちが入ってきた。

　魔王城の食卓を任された料理人たちである。

「お邪魔してます」

　ぺこりと頭を下げると、

「な、王国の聖女!?」

「厨房を使いたいという話は聞いていたが！」

「本当に料理を!?」

　なんだか過剰反応されてしまった。

　魔王といいブヒオたちといい、あまり警戒されなかったから忘れていたけど、ここは敵地のど真ん中だ。下手なことをして刺激してしまったかもと思ったが、

「何だ、何だそれは!?」

「すっごくいい匂いがする！」

　どうもゴブリンたちは、私が作っていた料理に興味があるらしい。

「えっへん、凄すごく美味しいわよこれ！」

「あなたは何もしていないでしょう……」

　なぜか胸を張るピリカに、リリアナが冷静に突っ込む。

　これは受け入れてもらうチャンスかも？　別に敵を作ることに抵抗はないが、受け入れられるに越したことはない。

「ええっと。召し上がれ……？」

　私が声をかけると、ゴブリンたちは恐る恐るといった様子で近づいてきて、

「何だこれ、旨うまいぞ！」

「王国の聖女、恐ろしいやつ！」

　ガツガツと平らげ始めた。

　ゴブリンたちの食欲には目をみはるものがあり──またたく間に皿が空になった。料理人としての好奇心が抑えられなかったのだろうか？

「あ……」

「大丈夫ですよ、リリアナ。また作りますから」

　空になった皿を見て、しょんぼりするリリアナに声をかける。恥ずかしそうに赤くなったリリアナを見て特務隊時代を思い出し、少しだけ懐かしい気持ちになった。

「これならアルベルトさんにも喜んでもらえますかね？」

　ポロっと呟つぶやくと、

「当たり前だろう。否、ぜひともレシピを教えてほしい！」

「やはり人間の食へのこだわりというのは恐ろしいものだな……」

「どうだろう。いっそ、料理人として我が城に勤めてほしい！」

　凄すさまじい勢いでゴブリンたちに囲まれてしまった。

　──え、え？

　私、もしかして勧誘されてる……？　予想外の事態に目を瞬いていると、

「それはできない相談だな。アリシア殿には、魔王軍の幹部として軍を率いてもらうという大切な役割が──いや、料理人として幸せになれるなら、それも魔王様の希望に沿うことに……？」

「血迷わないでください、ブヒオさん！　私、戦いから下りるつもりは、ありませんからね！」

　私がそう答えると、ゴブリンは残念そうな顔をした。

　本気で料理人にスカウトするつもりだったんですかね？




「大変です、大変です！　歓迎パーティーまでにボア肉の入荷、間に合いません！」

　そんなことを話していると、そんな大声とともに厨房の扉が開け放たれた。入ってくるのは、しごく慌てた様子の一人のゴブリンだ。

「ええっと。歓迎会、ですか？」

　こてりと首を傾かしげた私に、

「アリシア様の歓迎パーティーです……よ？」

「こんの馬鹿っ！」

　飛び込んできたゴブリンがあっさり答えるのと、近くにいたゴブリンが口をふさごうとするのは同時だった──が、間に合わない。

　歓迎、パーティー……？

　そのゴブリンとパチリと目が会い、私は目をまんまるにした。

「ダン、昼飯抜きな」

　訪れる奇妙な沈黙。

　やがて料理長らしきゴブリンの冷たい声が響き渡るのだった。
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「は、はあ……。私の、歓迎パーティーですか？」

「せっかくのサプライズパーティーだったのに！」

「ひいいい。料理長──ごめんなさい、ごめんなさい、だから昼食抜きは許してください～！」

　ダンと呼ばれたゴブリンが、正座をさせられていた。

　どうやら私に内緒で、魔王城を挙げての歓迎パーティーが企画されていたようなのだ。出先にいたダンは、まさか厨房に私がいるとは夢にも思わず、ポロッと情報を漏らしてしまったとのこと。言うなれば完全なる事故である。

「まあまあ、起こってしまったものは仕方ないですし……。私は、何も聞かなかったことにしておきますね」

　厨房を使う許可を出したのは、少し迂う闊かつなんじゃないかな？　知らなかったことにして、当日はうんと驚かないといけませんね。

「それより、ボア肉の入荷が間に合わないって……。大丈夫なんですか？」

「アリシア様が気にされることではありません。魔王城の厨房を守る者の誇りにかけて、必ずやどうにかしてみせます！」

　そう言い切る料理長ではあったが、表情には不安が滲んでいた。

　安静を命じられてはいたけど、料理に必要なら仕方ないよね。私は、誰にともなくそんな言い訳をしながら、こんな提案をしてみる。

「とって来ましょうか、ボア肉？　新鮮な方がいいですよね」

「な!?　あれは大変危険なモンスターですよ。万が一にもアリシア様を、そのような危険な目に遭わせるわけにはいきません！」

　必死に止めようとしてくるが、

「私、魔王さんに料理を作ろうと思っていたんです。何を作るか迷っていましたが──決めました。ボア肉でとっておきの料理を作りたいと思います！」

　最近、なかなか訓練室を使わせてくれなくてストレスが溜たまっていたのだ。

　この言い方なら止められることもないだろうと、私はニコニコしながらブヒオとピリカを盗み見る。二人とも複雑そうな顔をしていたけど、止める言葉も出てこなかった。

　うんうん、手料理のことは二人とも賛成していたし。

「ま、まさか歓迎する本人に、そのようなことをさせるわけには──」

「アルベルトも、黙ってそんなことを企んでいたなんて……。これはとっておきの料理で、うんと驚かせないとですね」

　渋るゴブリンたちを、強引に押し切ろうとする。

「諦めてください。こうなったアリシア様は、言うことを聞いてくれませんよ」

　ノリノリの私を見て、諦めムードでリリアナがぽつりと呟くのだった。
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　そうして、またたく間に歓迎会の日が訪れた。

「アリシア！　今日はね、君の歓迎パーティーを開く予定なんだ！」

　いたずらっ子のような表情で私の部屋を訪れたアルベルトは、そんなことを言った。

　魔王城を挙げてのとっておきのパーティー。それは王国で開かれているパーティーと同じく、いわゆる自由に移動しながら会話を楽しむビュッフェスタイルのパーティーらしい。

「この日のために、料理長も随分と張り切ってたんだ。期待しててよ」

　ええ、存じております。

　厨房でその姿をずっと見ていたし、それどころかレシピを教えたりもしたからだ。料理人にならないかと勧誘されたけど、いったいどこまで本気だったのだろう。

　もっともそんな様子は、おくびにも出さない。

「ありがとうございます、魔王さん。まさか私のために、歓迎会を開いてくださるなんて！」

「あまり驚かないんだね？」

「そ、そんなことはないですよ？」

　ついに棒読みになってしまった。もっとも、歓迎会のことを知ったのが今日だったとしても、似たような反応になる気もする。

　私は今日のために、厨房で色々な料理を試していた。そうしてボア肉を使った、とっておきのレシピにたどり着いたのだ。

「実は今日、魔王城でパーティーが開かれる予定だという話だけは聞いてました。せっかくなので、私も何か作りたいと思っていたのですが……」

「でも、アリシアの歓迎パーティーだよ？」

「ええ。ですが約束しましたし」

　ちょっと強引だけど、私はアルベルトから許可を得るために話を進める。自分の歓迎パーティーの料理を自分でするというのも、おかしな話だけど押し通すのだ。

「これはアルベルトへの日頃のお礼ですから」

「お礼？」

「ええ。敵国の厄介者でしかないはずの私をこうして生き返らせてくださって、おかげで楽しく日々を暮らしています──だから、そのお礼です」

　生き返ったのも、最初は復讐のきっかけを得たぐらいにしか思わなかった。けれども再び温かさに触れて、こうして何かをしたいと思えたのだ。

「アリシアは、ここで暮らしてて楽しい？」

「ええ」

　私の答えに、アルベルトは明らかにホッとした表情を浮かべた。

「それでアルベルト、少し相談があるのですが……」

「なんだい？」

「ちょっとだけ狩りに行きたくて──」

　具体的には、少しばかりのボア肉を手に入れたい。

「──はい？」

　私の頼みに、アルベルトは目を瞬かせるのだった。
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「その、皆さん。私だけで大丈夫ですよ？」

　アルベルトは、私の提案にあっさりと許可を出した。

　……自らの同行を条件として。

　付いてきたのはリリアナや魔王だけでなく、魔王軍幹部であるはずのブヒオとキールまで。当初は一人でフラッと向かうつもりだったのに、こんな大所帯になるとは予想外だった。

「アリシア様は放っておくと、何をするか分かりませんからね！」

「まったくだよ。それにしても食材が手に入らないなら狩りに行くなんて──やっぱりアリシアは変わってるね」

　面白がるように言うアルベルト。

　やっぱり、て何だ。憮ぶ然ぜんとする私をよそに、付き合いの長いリリアナすらもうんうんと頷うなずいている。そんなにおかしなことはしていないと思うけど……。
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　私たちが来たのは、ボア・ウルフが生息するというアレーヌ湖である。

　久々に思う存分暴れられる機会とあって、私はうずうずしていた。魔王城に戻って調理する時間も考えれば、できる限りはやく手に入れるに越したことはない。

「頑張りましょうね、アリシア様！」

　えいえいおー、とリリアナは気合いを入れ、

「今度は君が何を見せてくれるか楽しみだよ」

「魔王様、ほどほどにしておかないとアリシア様に嫌われてしまいますよ？」

　アルベルトとキールは、そんなことを話していた。

　何が楽しいのかアルベルトは、ウキウキと声を弾ませている。平々凡々な私を見て、何がそんなに面白いのだろう？

　まあいいか。付き合わせることになってしまって申し訳なかったけれど、楽しんでくれるなら結果オーライだ。特に気にせず、私はいつもどおりに過ごすことにしよう。




　歩いて数分が経たち、私たちはあっさりボア・ウルフを発見する。

　巨体から繰り出される突撃が驚異的な野生のモンスターであり、王国の辺境に群れが出没した時には大きな被害が出たこともある。油断すると痛い目に遭うモンスターではあったが、

「アリシア様、危な──」

　魔女として蘇よみがえった私の敵ではない。

　何か言いかけたリリアナをよそに、私は一気に距離を詰めて鎌を一いっ閃せん。またたく間に首を斬り落として、一瞬でモンスターを絶命させる。

「相変わらずとんでもないね」

「何がですか？　あ、うまく倒せましたが後で血抜きをしないといけませんね」

「……」

　アルベルトは何か言いたげな様子だったが、ボア肉を手に入れて上機嫌な私を見て、諦めたようにため息をつくのだった。




　せっかく魔王城の外に出たし、もう少し美味しいモンスターを狩るのもいいかもしれない。

「アルベルト、ここら辺で取れる一番美味しいモンスターは何ですか？」

「そうだねえ、ピンキーピッグなんて絶品なんだけど……。なかなか姿を見せないし、そう簡単には──」

「ピンキーピッグですね。どんな見た目で、どんな魔力を纏まとっていますか？」

　私は魔王から、ピンキーピッグなるモンスターの特徴を聞いていく。

　いわく炎の魔力が中心で、サイズは小さなものは猫と同じぐらい。警戒心が強く、人の気配を察知するだけで逃げ出してしまう臆病なモンスター。

　魔法で探知するには、少しだけ情報が足りないか。

「頭の中で強くモンスターを念じてもらえますか？」

「……？　こう？」

「ええ。その思念を魔力として私に渡すイメージで──そうです、そんな感じで」

　魔力を同調させて、私は魔王の思念を読み取っていく。同じ属性の魔力を持つもの同士なら、波長を揃そろえることで、意思を伝えることができるのだ。いわゆる念話魔法である。

「ありがとうございます、見えました」

「は？　いったい何が!?」

　魔王は呆あっ気けにとられた様子だったが、

「なるほど、ほんとうに豚みたいなモンスターなんですね」

　そんな魔王をよそに、私は次の工程に差し掛かる。

　空中に描くのは、オリジナルの魔法陣。魔王から渡された映像イメージを、その魔法陣を通じて探索するのだ。

「何をしているの？」

「少し気配を探ります。意外と便利なんですよ──光の加護よ！」

　魔法陣を通じて、私は魔力を辺りに解き放つ。

　索敵魔法は特務隊時代から得意としていた魔法で、主に敵の居場所を探るのに使っていた。工夫すれば今回のように特定のモンスターを探すのにも使えるのだ。

　久しぶりで少し不安だったけれど、どうにか使うことができた。

「残念ながら、この辺にはいないみたいですね」

「ボクとしては、君が次々と見せる訳の分からない魔法について、小一時間ほど問い詰めたいんだけど？」

　なぜか魔王は、頭を抱えていた。

　特に変わったことはしていないと思うんですけどね？




「ピンキーピッグがいるとしたら、もっと森の奥の方だと思うよ」

　そんな魔王の情報を基に、私たちは湖周辺にある森の奥に歩みを進めていた。

　せっかく魔王城の外まで、食材を取りに来たのだ。モンスターの肉だけでは味気ないだろうと思った私は、ついでに山菜を採取していく。

「理解に苦しむな。なぜ、わざわざそのような草を食するのだ？」

「な──草じゃありません！　一度、食べてみてください。きっと病みつきになりますから！」

　草って。キールは、どうにも好き嫌いが激しいようだった。

　私の後ろについてきて失礼なことを言うキールに、私はそう言い返す。そんな様子を、やはり魔王は楽しそうに見守っているのだった。




「立派なキノコが生えてますね！　アルベルト、せっかくなので採っていきませんか？」

「それ毒キノコ！　なんでアリシアは、そんなピンポイントで毒キノコだけ見つけてくるの!?」

　あれ？　おかしいですね。

　特務隊でのサバイバル生活を経て、食べられる物を見つけるのは随分と上手くなったはずだと自負していたのですが。

「アリシア様は、キノコだけは駄目なんです……。キノコだけは──」

「え？　たしか食べられましたよ？」

「食べた後に治癒魔法が必要になる物は、食べられるとは言いません！」

　リリアナが遠い目をする。

　そんな様子を見て、魔王はくつくつと笑っていた。

　おのれ、宿敵の失態を見て笑うとはなんと非道な！




　和気あいあいと食材集めは進行していく。

　残念なことにピンキーピッグは見つからないけれど、たしかに楽しいひとときだった。

「あ！　小規模な炎の魔力反応──これはピンキーピッグです！」

　そして私は、ついに目的のモンスターを見つけ出す。

　ピンキーピッグ──魔王いわく、ほっぺたが落ちそうになるぐらいに美味しいお肉。決して逃がさず狩らなければ。

「本当に!?　さすがだよ、アリシア！」

　魔王の声が、どことなく弾んでいる。

「すぐに向かいましょう。あ、念のために隠いん蔽ぺい魔法を重ねがけしておきますね！」

「君は本当に高度な魔法を無駄撃ちしていくね……」

「当たり前です。どんなことにも全力で、ですよ？」

　私はメンバー全員に隠蔽魔法をかけ、探知魔法に引っかかった場所に向かうことにした。そこで見た光景は、

「えいやー！」

「何をしとるんだ！！　その程度のモンスター、さっさと倒さんか！」

　犬耳の生えた少年と、小さな豚型モンスターが戦う姿。そして犬耳の生えた少年の後ろには、嫌みな顔をしている王国の奴隷商人の姿があった。

　こんなところで人間に合うとは予想外だ。せっかく美味しいと噂うわさのピンキーピッグを見つけたのに、既に別の人間と交戦中だなんて。残念だが獲物を横取りするわけにもいかないだろう。しょんぼりとその場を後にしようとして、

「──ッ！　そのピンキーピッグ、仲間を呼んでいます。危ないです！」

　改めて周囲の気配を探知して、異変に気付く。

　ピンキーピッグと似て非なる魔力反応が、私たちのいる方に近づいてきていた。ただしその反応は、目の前にいる小型のモンスターより遥はるかに大きく危険な相手だ。魔力を気取られることを恐れて、途中で探知魔法を解除したのが仇あだになった形だ。

「なんだ、貴様らは──って魔族だと!?」

　奴隷商人はギョッとした顔で私たちを見ると、魔王とキールの姿を確認し、驚きょう愕がくに顔を歪ゆがめていた。戦わされていた犬耳の少年も、不思議そうに私たちを見る。

　そうこうしている間に、大型のモンスターが茂みから現れた。

　その数は実に四体。戦っていたモンスターの親なのだろうか。現れたモンスターは、仲間が傷つけられているのを見て、怒りに目をギラつかせていた。

「ひぃぃ……」

　奴隷商人は、腰を抜かしていたが、

「行け、奴隷！　私が逃げるための時間を稼ぐのだ！」

　自らの命を守るために、そんな冷徹な命令を下した。

　少年はボロ切れを身に纏い、木を削って作った粗末な槍やりを手にしていた。到底、大型のモンスターに太刀打ちできるような装備ではないだろう。奴隷商人は、あっさり少年を生け贄に捧げる決断をしたのだ。

「はい、ご主人様……」

　あまりにも理不尽な命令。

　それでも奴隷の少年は虚うつろな目でモンスターの群れと向き直った。この世に絶望した諦観の表情。このような扱いは、今に始まったことではないということだろうか。




　──なんてことを、命じるんですか……。

　料理と歓迎パーティー。せっかく少しだけ気持ちが盛り上がっていたのに。

　亜人種の奴隷を引き連れ、その命をゴミのように扱う奴隷商人。不快な光景を見て、私の心はすっかり冷え切ってしまった。

「アリシア？」

「闇の加護よ、私に力を貸して──」

　魔法で鎌を生み出すと、私はモンスターに躍りかかった。

　いくら大型のモンスターといえども、所詮は突撃することしか能のないモンスターだ。支援魔法を重ねがけした私の敵ではない。

　またたく間に、豚型モンスターのバラバラ死体がその場にでき上がる。

　その戦闘を見て、奴隷商人が喝采をあげた。肥え太った顔は、どこまでも醜悪であった。私は思わず不快感に顔を歪めてしまうが、まるで気がついた様子もない。

「おお、そこの女！　素晴らしい腕前だ。どうだ？　金貨五〇枚で、我らの傭よう兵へいとして雇ってやろう。奴隷にとっては破格の待遇であろう？」

　好き勝手なことを言ってくれる。

　私の額に刻まれた従属紋を見て、私のことを奴隷だと判断したのだろう。ねぶるような嫌らしい目をしていた。

　私が奴隷だとしたら、所有者は魔族になるのだろうか。魔族が相手であっても、金が全てを解決してくれると思っているのだろう。敵対しているはずの魔族を目にして、冷静さを失わない胆力だけは認めてもよいが、

「この子にかける言葉はないのですか？」

　がくがくと震えている少年の方を見ながら、私は奴隷商人に問いかけた。

「ふむ？　何のことだ？」

「あのモンスターの群れは、この子だけで太刀打ちできるような相手ではないでしょう。あなたの命令のせいで、命を落としかけたのですよ？」

「ふん、そんなことか。下らんな、亜人のガキが一人死んだところで懐は痛まん。亜人種の奴隷なぞ、大した値段も付かんだろう」

　吐き捨てるように奴隷商人は言い切った。




　──その返事だけで十分だった。

　悲しいことに、王国民としての珍しい価値観というわけでもないだろう。なんせ、国が亜人種の人権を認めていないのだ。その価値観に染まる者が増えてしまうのも無理はない。

　だけどもそんな事情は、私にとっては関係ないのだ。奴隷商人の耳障りな声は、無遠慮に私の心を踏みにじっていくように感じられた。

　邪魔者は徹底的に排除して、自分より弱い相手は徹底的にしゃぶり尽くす。

　こいつは、あいつらと同じ──ああ、本当に不愉快だ。

　鎌を後ろ手に持ったまま、私は静かに奴隷商人の方に歩みを進める。

　斬ろう。私には、その権利がある。

「おい、女？　何のつもりだ？」

「あはっ、最期の言葉はそれでいいですか？」

　黒い感情が、心を満たしていく。

　自らが圧倒的優位にあると信じて疑ってもいない顔。今まで当たり前のように奴隷を踏みにじり、その恩恵を享受し続けてきたのだろう。

　こんな人間が、笑って勝者になる世界なんて許せるはずがない。

「ほ、本気なのか？」

　奴隷商人が、じりじりと後ずさる。今更遅い。

「ふざけるな！　俺は、ブリリアン伯爵とも懇意にしているんだぞ！　俺を斬るということがどういうことか、本当に分かっているのか！」

「……」

「奴隷、今すぐに俺を助けろ！　その生意気な女を──」

　聞くに堪えない命乞い。

　耳障り。まるで豚のようだ。

「や、やめ──ぐああああああっ」

　私は、鎌を振るう。

　一閃。手応えの軽さは、命の軽さだろうか。頭と胴が一刀両断され、奴隷商人はバタリと倒れて動かなくなった。……最後の最後まで、本当に耳障りな声だった。

「大丈夫ですか？」

「ヒッ……」

　奴隷として扱われていた犬耳の少年に話しかけたが、ヒッと怯おびえたように後ずさりされてしまった。彼は、そのままおずおずとアルベルトの陰に隠れる。

「あ……」

　今の私は、奴隷商人の返り血で濡ぬれている。人間に虐げられてきた彼にとって、さぞかし私は恐ろしく見えたことだろう。

「ご、ごめんなさい。助けてもらったのに……。僕、人間が怖くて──」

　それでも申し訳なさそうに、私に謝る少年。犬耳がしょんぼりと垂れているが、その瞳に浮かぶ怯えの色は隠せない。

　見たところ、私より年下だろうか。

　奴隷商人に捕まってから、これまで酷ひどい目に遭わされてきたのだろう。

「いいんですよ。アルベルト、その子の面倒はお願いしますね」

　歓迎パーティーに向けて、食材も十分に集まった。妙な空気になってしまったし、少しここを離れるのもよいだろう。

「アリシア、大丈夫？」

「何がですか？　せっかくのドレスが血で汚れてしまいました。少し水を浴びてきますね」

　ただの口実だった。

　私が纏う真っ黒なドレスは、いくら返り血を浴びても汚れるはずはないのだから。
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　近くの湖で、私は丁寧に返り血を洗い流す。冷たい水がひんやりしていて気持ち良い。それは熱した頭を冷ましてくれるようだった。

　モンスターから少年を助けたのも、奴隷商人を斬ったのも、ただ感情のままに鎌を振るっただけだ。どうしても許せないと思っただけで、感謝されたいと思ったわけではない。

「憎らしい王国民を殺してスッキリした。そう思っていたんですけどね」

　怯えられたことに、少なからずショックを受けているのだろうか？

　善良な聖女としての生など、とうに失われている。このような感傷は、真っ先に捨てなければならないのに。

　同じようなことは、この先も起こるだろう。

　魔王城が温かかったから、ちょっとだけ勘違いしてしまっただけだ。別に私の周りに、誰もいなくなっても構わない。何があっても、私はこの道を変えるつもりはないのだから。
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　水浴びから戻った私は、そのまま魔王たちと合流した。

　手に入ったのは、目的のボア・ウルフの肉に、レアなピンキーピッグの肉。予想以上の戦果と言えるだろう。

　行き場をなくした犬耳少年を引き連れ、私たちは魔王城に戻ることにしたのだが……。

「うう。気まずい……」

　騒々しかった行きと違って、会話がない。私のせいで、変な空気にしてしまったのかもしれないな……。そんなことを考えていると、

「あ、あの──アリシア様！」

　犬耳の少年──ユーリというらしいが、どこか緊張した様子で話しかけてきた。

　年齢は、見たところ私より年下だろうか。キールが貸したのか、ボロボロの服の上には、すっぽりと全身を覆うようなマントが被かぶせられていた。そこから覗のぞく幼さの残った顔立ちは、可愛かわいらしいという表現がしっくりきそうな童顔である。

「なんですか？」

「あ、あの──その、し、失礼しましたっ！」

　なぜかカアッと赤くなり、少年はサッと目を逸そらす。

　随分と怖がられてるみたいだなあ。それでも話しかけようとしたのは、私と話すようにと、魔王に説得されたのだろうか？

　別に無理して、私なんかと話す必要もないと思うけれど……。




　それから魔王城への移動中は、ずっとユーリからの視線を感じていた。

　彼がこちらを気にしているのは間違いない。しかし視線が合うと、バッと凄すさまじい勢いで目を逸らされてしまうのだ。

「ねえリリアナ。なんで私こんなに警戒されてるんだと思う？」

「いいえ、たぶんそういうことではなくて──」

　リリアナは私の質問に、はあ、とため息をつく。

　解せぬ……。
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　その数時間後。

「この後はパーティーがあるんですよ。しばらく準備に時間がかかるので、ここでゆっくり休んでいてくださいね」

「は、はい……。ありがとうございます」

　私たちはユーリを治療室に預け、パーティーの準備をしているであろう厨ちゅう房ぼうに向かう。

「ただいま戻りました」

「おお、アリシア様！　無事でよかった──って、魔王様!?」

「ボクのことは気にしないでいいよ」

　料理人のゴブリンたちは、笑顔で私たちを迎え入れた。ここ数日入り浸っていたので、すっかり、彼らとは顔なじみになっていた。

　山菜やモンスターの肉など、今日の戦利品も一緒である。

「おおお！　ボア肉だけじゃなくて、これはピンキーピッグまで！」

「それも、こんなに！　じゅるり──」

「どうやって、こんなに狩ったんだ!?」

　喜んでくれるゴブリンたち。私たちが持ち帰ったピンキーピッグを見て、彼らは目を輝かせた。

「狩ったのはアリシアだよ。見慣れない魔力探知の魔法で探し当てて、いつもの鎌でバッサリと──相変わらず規格外だったよ」

　アルベルトが楽しそうに言った。

　ちょっと？　私への期待を底なしに上げていくのは、やめてもらえますかね!?

　抗議するような私の目線を、彼は軽く受け流す。

「それでは早速、厨房を使わせていただいても大丈夫ですか？」

「いいけど、本当にアリシアも準備に参加するの？」

「もちろんです」
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　私がボア肉を料理長に渡すと、彼は頭を下げながら自分の持ち場に戻っていった。パーティーに出す予定の料理は、既に大半の下準備を終えているようだ。

「アルベルト、お鍋を取ってもらえますか？」

　ちなみにアルベルトは、厨房に残ることを選択した。私が料理するところを見てみたいらしい。厨房の料理人たちも興味津々といった様子で、自おのずと調理する私に注目が集まる。

「こんなもの何に使うんだい？」

「こうするんですよ」

　ピンキーピッグの肉を鍋に放り込み、私は軽く炒めていく。ほどよく焦こげ目がついたところで、水を大量に入れて煮込んでいく。採ったばかりの山菜を足して、アクを取りながらじっくりと煮込む。

「アリシア、何作ってるの？」

「秘密です」

　ここからの行程が重要である。

　私は、慎重に香辛料を混ぜて味を調整していく。

　元々は、生臭さを消すための工夫から始まった料理だった。血生臭くて食えたものではないと思われる食材も、血抜きを丁寧に行い、香辛料で誤魔化してやれば案外どうにかなる──その過程で身につけた得意料理だ。

　やがてあたりに香ばしい匂いが漂い始めた。

　私は焦がさないように、慎重に鍋をかき混ぜ続け──

「できました！　特務隊時代のとっておきで──みんなは、カレーって呼んでます。皆さんのお口に合えばいいのですが……」

　鍋に放り込まれた食材はグツグツと煮え立っており、温かな湯気を立てていた。広がるのは食欲を刺激するスパイスの匂い。

「アリシア様のこれ、懐なつかしいです。また食べられる日が来るなんて」

「本当ですね……」

　しみじみと呟つぶやくリリアナに、思わず私は同意する。




「なにこれ!?　すごくいい匂いがするよ！」

「そうでしょう！　簡単ですけど、意外と美お味いしいんですよ」

「さすがアリシアだね。すごく美味しそうだよ！」

　アルベルトは、無邪気に目を瞬またたかせていた。

　ここまで大げさに驚いてくれると、作りがいがあるというものだ。

「味見をお願いします。……アルベルト、いつも、ありがとうございます」

　味見という名目で、私はアルベルトにカレーを差し出した。

　この人に最初に食べてほしいと自然に思ったのだ。まだ完全に信じ切ることはできないし、どう接してよいのか分からないことも多い。これまでよくしてもらったのは事実なのに、私からは何も返せていない。せめて示せる感謝の気持ちを。

「うん、美味しい！」

　ぱくりと口に運び、アルベルトは顔をほころばせた。

「お城で食べてる料理より、よっぽど美味しいよ！」

　幸せそうな顔でそんなことを言われ、私も釣られて笑みを浮かべてしまう。

「それは、お城のコックさんたちに失礼ですよ」

「そうかもね。おかわり！」

　満面の笑みとともに、アルベルトが皿を差し出してきた。

「はいはい。続きはパーティーまでお待ちくださいね」

　こうして喜んでもらえたのは、とても嬉うれしい。にやける頰を抑えながら、私は素っ気なくアルベルトの言葉を受け流す。




「なんかすごくいい匂いがする──」

「またアリシア様の新メニューか？」

「俺、味見役するよ！」

　そんなことを話していたら、わらわらと厨房にいたゴブリンたちが集まってきた。すっかり顔なじみとなってしまった彼らは、やっぱり向上心に溢あふれる料理人なのだ。

「えーと、皆さんも食べますか？」

　おずおずと提案すると、わーっと喝采が上がる。

「何だこれ、美う味ますぎる！」

「レシピを！　レシピをお願いします！」

「あ、あまり食べるとパーティーの分がなくなりますよ？」

　カレーは魔族たちに大好評であった。彼らは味見と称して、ガツガツとカレーを平らげていく。これからパーティー本番も控えているのに、大丈夫だろうか……。

　こうして魔族たちに料理を振る舞うのは、思いのほか楽しい時間であった。

「お前ら、何を油を売ってるんだ！　いいから準備を急げ！」

「げっ、料理長ッ！」

「サボッてなんかいないですよ～」

　料理長がやって来ると、ゴブリンたちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。お調子ものの集まりなのだ。

「それからアリシア様も、後のことは我々に任せてパーティーの始まりを待っていてください。とびっきりの品で歓迎します」

「楽しみにしてますね」

　私の料理は物珍しさで注目を浴びていたが、魔王城の料理人の腕はホンモノである。パーティーでどのようなものが出てくるか、今から楽しみだった。




　──というか、わがままで邪魔しちゃったかな？

　料理のプロが切り盛りする場所に、私のような素人しろうとがいつまでも入り浸っているものではない。

　おとなしく退散して、後はおとなしく部屋で待っているべきだろう。

　パーティー、楽しみだな──そんなことを思いながら、私は厨房を後にする。
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　そうして夜になり、魔王城で歓迎パーティーが始まった。

　医療室にいるユーリとも合流し、私たちは早速パーティー会場に向かう。

「わあ！」

　パーティー会場となった大広間には、既に大勢の魔族が詰めかけていた。

　センスの良い装飾品が飾られているきらびやかな空間だ。どことなく浮ついた空気は、まさしく祭りの始まりを感じさせる。テーブルの上には料理人が腕を振るった料理が並べられており、ホカホカと湯気を立てていた。

　ふと思い出したのは、神聖ヴァイス王国での魔王封印を祝うパーティーだ。

　婚約破棄を言い渡されることになり、味方すら誰もいなかった悪夢のような場所。裏切り者の汚名を着せられ、地獄へと足を踏み入れるきっかけになった呪いの場。

「アリシア様？」

「何でもありません」

　リリアナが、不安そうに首を傾かしげたので、咄とっ嗟さに笑みを作る。

　嫌なことを思い出してしまった。ここは、アルベルトが企画してくれた私のための歓迎パーティーだ。あのようなことが起こるはずはないし──今の私に恐れるものなんて何もないのに。

「アリシア、改めて我が城にようこそ」

　魔王が私を振り返って、そう告げた。

　会場には既に大勢の魔族が集まり、談笑していた。会場に入るとサッと大勢の視線が集まったので、軽く会釈しておく。

　概おおむね好意的な視線が多かったように思う。ミスト砦とりででの戦いや、ブヒオたちとの決闘を経て、思いのほか私を受け入れてくれた魔族もいるということだろうか。

「アリシア様！　うちの魔王様のことをよろしくお願いします！」

「いや～、よかった。ついに魔王様にも春が来たんだな～！」

　集まった魔族たちは、口々にそんなことを言っていた。




　魔王城で開かれるパーティーは、好きな料理を取り分け、自由に移動しながら思い思いに会話を楽しむ立食パーティーであった。王国で似たようなパーティーに参加したときは、弱みを見せないように気を張りつめていたが、今日のパーティーではその必要もなさそうだ。

「それじゃあ、本日の主役も来たところで──乾杯っ！」

　パーティー開始の合図は、アルベルトの一言。

「はっはー！　この日のために生きてたんだ！！」

「ヒャッハー！　肉だ～！」

　ざわめくような歓声が上がった。

　テーブルの一角には、なんか巨大な猪いのしし型がたモンスターの肉が、そのまま丸焼きにされておいてあった。どう見ても、私たちが捕ってきた戦利品であるボア・ウルフだ。さすがに調理が間に合わなかったのか、ただ焼くだけのシンプルな料理であるが、嬉しそうに齧かじり付く者たちもいた。ブヒオの部隊──オークの集団は、幸せそうに肉にかぶり付いていた。

「アリシア、ここからは戦場だよ。急がないと、あっという間に料理がなくなっちゃうよ」

「じょ、冗談ですよね？　こんなにあるのに？」

　魔王の言葉を裏付けるように、各テーブルには怒ど濤とうのごとく魔族が押し寄せ、みるみるうちに料理が消えていく。パーティーというよりは料理争奪戦ではないか──魔族のパーティー、恐ろしすぎる。

「アリシア様、行きましょう！」

「リリアナ、なんでそんなにやる気なの!?」

　私が知ってるパーティーとは、ちょっと違うけど、こういうのもたまにはいいか。並々ならぬ情熱を燃やすリリアナに引きずられて、私は料理の確保に乗り出すのだった。




　特務隊にいたときは、魔族といえば恐ろしい集団というイメージだった。

　当然ではある。魔族とは殺し合う敵であり、敵は敵でしかなかったのだから。

　こうして触れ合ってみれば、こんなにも陽気な集団なのだ。まさか魔族に混じって一緒に食事をする日が来ようとは、あの時からすれば想像もできなかった。

　今、私の周りには、

「うぇえ──酔った～」

「ピリカ、自業自得だ。だから飛ばしすぎだとあれほど──」

「耳元で騒がないで……。頭がガンガンするから──」

　当たり前のように魔族がいる。魔王がいる。

　具体的には速攻で酔いつぶれたハーピーのピリカを、呆あきれ顔のブヒオが介抱していた。

「あのう……。治療、しましょうか？」

「なりません、アリシア様。こいつには、少しばかりお灸きゅうを据すえてやる方がいいのです」

「ブヒオの鬼～！　悪魔～！」

　魔王軍の幹部同士とは思えぬ間抜けなやり取りであった。




　そんな二人をよそに、アルベルトが私に話しかけてくる。

「アリシア、ちゃんと食べてる？」

「もちろん、こういうのは得意なんです！」

「心強いよ」

　アルベルトが、呆れ顔で私を見た。

　魔族流の歓迎パーティーを危惧して、アルベルトは気を遣って料理を確保してくれたようだ。しかし本気を出した私とリリアナは、魔王の予想を遥はるかに上回る俊敏さで、全種類の料理を確保することに成功していた。

　私とリリアナの、特務隊時代から鍛え抜いてきたナイスコンビネーション。

　更には聖女の才能を全力で無駄遣いして、支援術式を重ねがけしての早業である。

「楽しいですね、歓迎パーティー。料理も美味しくて、何より会場に笑顔が溢れていて──本当に素敵な場所です」

　しみじみと私が呟くと、

「魔王城はいいところだよ──君が気に入ってくれて、本当に良かった。──ここでの暮らしが、君にとって楽しいものでありますように」

　アルベルトも、安あん堵どしたようにそう呟くのだった。




「本日のメインディッシュをお持ちしました！」

　歓迎パーティー開始から一時間ほどが経たち、料理長がそう宣言した。

　そうして運ばれてきたのは──

「え、私が作ったカレーじゃないですか……」

「凄すごいね、アリシア。あの料理長に認められるなんて──」

　感心したように言うアルベルトだったが、私は焦あせるばかり。

　たしかに手料理を振る舞おうとは思っていたが、まさかあのような紹介をされるとは。料理人が腕によりをかけて作った豪華な料理に並べられると、正直なところ恥ずかしい。

「凄くいい匂いがする──」

「アリシア様による秘伝のレシピだそうだぞ！」

「こんな美味いもん食ったことがねえぞ!?」

　見たことがない料理だったのだろう。

　最初は料理長が持ってきた料理を訝いぶかしげに見ていた魔族たちだったが、恐る恐る手を出した魔族たちは目を輝かせてガツガツと口に運びだす。口にした誰もが絶賛し、私が作ったカレーはまたたく間に多くの魔族を虜とりこにしていった。

　元々は、特務隊時代のサバイバル料理から生まれたものなんですけどね……？

「アリシア様！　ぜひとも、次の遠征では我が班に！」

「抜け駆けは許さんぞ！　アリシア様、ぜひとも我が班で、またこのカレー？　を……！」

　魔王軍で働く兵たちが集まってきて、口々にそんなことを言う。

　なぜか私の勧誘合戦が始まってしまった。魔王軍の遠征中の食事は、たしかにお世辞にも美味しい物ではない。改善できるものならしていきたいところだけど……。

「いや、料理当番とか嫌です」

　どちらかというと、最前線で王国軍をバッタバッタと薙なぎ払いたい。

「駄目に決まってるじゃん。アリシアは渡さないよ？」

　更にはアルベルトまでもが、不機嫌そうにそんなことを言った。

「魔王様ずるいです！」

「職権乱用です！」

「横暴です！」

　そして魔王さんも何を言ってるんですかね？

　わいわいと言い合うアルベルトと魔族たちを、私は呆れた目で見ていた。凍いてついた心が、不思議と今だけは温かい。

　そう、この場には笑顔があった。

　楽しい食事というのは、それだけで人を笑顔にするのだ。




　そんな和気あいあいとした空気の中。

　一人──ぽつりと離れた場所で犬耳少年のユーリが気配を消すように佇たたずんでいた。パーティーの最中も、明らかに居心地が悪そうに身じろぎをしていた。

　奴隷商人から解放されたばかりで、周りに見ず知らずの魔族しかいない状況だ。無理もないし、既に怖がられている私が行っても、余計なお節介かもしれないけれど──

「ユーリくん、でしたっけ。お腹なか、空すいてませんか？」

　カレーを持って、私はそっとユーリに話しかける。

「アリシア、様!?　いいえ。僕なんかが、アリシア様からの貴重なお食事を受け取るわけには!?」

　……うん？

　ちょっとおかしな反応をされたような。

　そのとき、くぅ……と小さな音が鳴った。

　あっと恥ずかしそうにお腹を押さえるユーリ。これまで奴隷商人のもとで過ごしていたのだ。まともな食事にありつけていなかったのだろう。

「変な遠慮はしないでくださいな」

　戸惑うユーリに、私は強引に皿を押し付けた。こうでもしないと、遠慮がちなユーリはなかなか受け取ってくれない気がしたのだ。

「頂き、ます」

　驚いていたユーリだったが、おずおずと受け取り、

「美味しい」

　パクリと口に運び、一言。緊張した様子だったユーリの表情が緩む。




　料理を受け取ってもらうという目的は果たした。

　これ以上、恐れられている私がユーリの傍そばにいる意味はないだろう。私がそっと立ち去ろうとしたところで、

「ユーリ、くん？」

「あ──ごめんなさい」

　ユーリは、弱々しく私の手を摑つかんでいた。

　まるで私にこの場にいてほしいとでも言うように。

「アリシア様、本当にごめんなさい」

　俯うつむいたままのユーリが、ぽつりと呟いた。

「ええっと、何のことですか？」

「助けていただいてお礼を言うどころか、よりにもよって怯おびえてしまうなんて。アリシア様がいなければ、僕は今頃死んでいたのに……」

「それが普通だと思いますよ。なんせ私は、憎い王国民なんて全員死んでしまえばいいって、本気で思ってますからね」

　ユーリが恥じる必要は、なにもないと思う。

　なんせ私はユーリの目の前で、笑いながらモンスターだけでなく人間を惨殺しているのだ。ユーリのような純粋な少年が、私という存在を怖いと思うのは当然のことだ。

「ううん。僕は、アリシア様のような力が欲しかった。圧倒的に強くて、凛り々りしくて──誰かを守るために武器を振るえるような力が欲しかったんです」

　ぱくり、とユーリはカレーを口に運ぶ。

　その声色には隠しきれない悔しさが滲にじみ出ていた。

「誰かを守るための力？」

　私は、首を傾げるしかなかった。

　私の行動は、ユーリが口にした理想の正反対だろう。ただ心の闇に従って、復ふく讐しゅうを遂げるための怨念のようなものだ。

「僕が弱かったからお父さんは殺されて、妹もお母さんも、みんな連れて行かれた。高く売れるからって。みんな酷ひどいことをされてて──だけど僕は、何もできなくて……」

　ユーリはまるで罪を告白するかのように、涙を流しながら言葉を紡ぎ出す。

　それは平和に暮らしていた獣人族の村に、王国軍が攻め入った悪夢のはじまり。逆らう者は殺され、そうでない者は奴隷にされたという凄せい惨さんな記憶。暴虐を尽くした王国への憎しみと、無力な自分への呪い。

「あのときの僕に、アリシア様のような力があれば。僕は、村を守ることができたんです」

「ユーリくん……」

「それなのに！　いざ圧倒的な力を目にして、僕は怖くなってしまったんです。力が欲しいと憧れたのに、それでも前にしたら恐ろしくて。強くて気高くて、悪を滅ぼす正義の味方──僕の憧れそのものがいたのに」

　まさかあの時の光景を見て、ユーリがそんなことを感じていたとは。

　正義の味方──それは今の私とは対極に位置する何かだろう。けれどもユーリから見れば、たしかに私はそのように見えたのだ。

　言葉を失い、私は思わずその場に立ち尽くす。

「弱くて、弱虫で……。僕は、自分が嫌いです」

　そんな本音を吐き出したことを後悔するように、ユーリはぱくり、ぱくり、とカレーを口に運ぶ。今では冷めてしまった料理を、黙々と口に運んでいく。

「ごちそうさまでした。美味しかったです。つまらない話を聞かせて、本当に──」

「弱いことは罪ではありませんよ」

　私は思わず、ユーリの両手を包み込むように握っていた。

　私は正義の味方なんかではない。憎しみのままに鎌を振るい王国に災いを運ぶ魔女だ。

　それに比べて、彼は立派だ。守りたい何かのために戦う力を望み、弱さと向き合い相手を気遣う強さも併せ持っている。

　何のために使うかを見失ったまま、力を手にする方がよほど罪だ。ただ本能の赴くままに他者を虐げる強者を、私は絶対に正義とは認めない。そんな奴やつは──心の声の導くまま、私が一人残らず斬り捨てよう。

「アリシア様？」

「これから強くなればいいのです。誰かを守りたいと心から願える。弱い自分が嫌いだと言い切れる──弱いことを認められるユーリなら、きっと大丈夫です」




　──これは誰かを守るための力なんだ。

　──人さまを、恨んでは、いけないよ？

　聖女として活動していた懐かしい日々を思い出す。

　孤児院長の言葉。処刑台に置いてきてしまった初心。

　今はもう届かない懐かしい思い出だ。




　ユーリの願いが、眩まぶしかった。

　そんな純粋な願いを、絶やしていいはずがない。

「無理ですよ。僕には、戦う才能がありませんから」

「ならば魔王軍に入ればいいんです。独学では限界があっても、ちゃんと兵士として訓練して──今度こそ、誰かを守れる力を手に入れればいいんです」

「僕に、できるかな？」

「ええ。私が保証しますよ」

　安っぽい保証だけど。

　そうした志を持つ者こそを、アルベルトは、魔王軍は大切にしてくれるだろう。

　私の言葉を聞いたユーリは、なぜかさーっと顔を赤くすると、

「あ、アリシア様、ごはん美味しかったです。本当に、ありがとうございました──」

　そう言い残して、ものすごい勢いで走り去っていくのだった。

　……どうしたのだろう？

　それでも少しは、元気になったようでよかったけど。

「アリシア、どうして君はそう、次から次へと……」

「えっと、アルベルト？」

「いや、いいんだけどね……」

「前途多難ですね、魔王様……」

　なぜか魔王が、リリアナと顔を見合わせて呆れたようにため息をついた。
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　歓迎パーティーが開催されてから数日後。

　与えられた部屋の中で、私はずっと考えていた。アルベルトの望み、私の望み──これからの生活のこと。

　魔王城で暮らす日々は、とても温かかった。アルベルトの言うとおり、戦いから遠ざかり、ここで平和な日々を送るのもいいかもしれない。そう自らに言い聞かせようとしてみて、けれどもどうしようもなかった。

　あることを提案するために、私はリリアナと魔王の執務室に向かう。

「アリシア、どうしたの？」

「実は──」

　ずっと考えていたことだ。

　これからの日々。私がここで、やりたいこと。

「私は、やっぱり王国軍と戦いたいです。少し考えてみましたけど、やっぱり私にはこの道しか考えられませんでした。ずっと穏やかな日々を送るなんて、到底、耐えられません」

　歓迎パーティーで温かい気持ちになったのは事実だ。

　食材となるモンスターを狩りに行って、料理を褒められて。思い出すだけで幸せな気持ちになる。このまま魔王城で楽しい日々を送ることを、聖女時代の私なら受け入れたのかもしれない。

　けれど今は違うのだ。

　私は、王国の醜さを知っている。

　私のことなんて忘れて、再び似たような悲劇を繰り返す醜悪な人間を知っている。

　家族を守りたかったと泣いていたユーリの姿を思い出していた。ああして誰かを踏みにじりながら笑っている人がいるのなら──許せるはずがない。穏やかな日々を享受するには、私の中で育ってしまった憎悪の炎はあまりに大きすぎたのだ。

「リリアナ、君ならアリシアのことを説得してくれると思ってたんだけど……」

「すいません。ですがアリシア様の決意は既に固いのです」

　リリアナが、隣で頭を下げていた。

　結局のところ、魔王に直談判したらどうかと提案してくれたのはリリアナだ。そう決めたのなら決して無む下げにはしないだろうとも。

「何度も言ってる通りだよ。もうアリシアが、戦いに向かう必要はない。君の戦いは終わったんだ──どうしてそんな道を選ぼうとするの？」

　アルベルトは、あくまで私を止めようとする。従属紋で言うことを聞かせることもできるはずなのに、命令ではなくお願いをしてくるのだ。

　そんな彼を遠ざけるように、私は笑みを作り出す。

「あはっ、おかしなことを聞きますね？」

「……」

「この疼うずきを止めることなんて不可能です。最初から言ってるじゃありませんか──私の願いはただ一つ。復讐だって」

　他の道を選べるなら幸せなのだろう。

　でも今更無理なのだ。平和な日々を過ごしていると、おまえは魔女だ──王国での屈辱を、無念を晴らせと、私の中の声が囁ささやきかけてくるのだ。この渇望は、きっと王国を滅ぼすその時まで収まることはない。

「フローラを気が済むまで痛めつけて、地獄を味わわせて殺せばいい。それで復讐達成とはならないのかい？」

　ゾッとするほど冷たい声で、アルベルトが言った。

　魔族や獣人族、それから私──懐ふところに入れた相手を、魔王はどこまでも大切にする。魔族たちからの慕われっぷりが、それを証明していた。反面、敵とみなした相手には、一切容赦しない冷徹さを発揮する。

　捕らえた捕虜フローラへの非人道的な扱いも躊ちゅう躇ちょしないのだ。そうまでして、アルベルトは私を踏みとどまらせたいのか。

「……」

　今の私は、フローラへの接触を禁止されていた。

　また相まみえたら、今度こそ殺してしまいかねないからという理由だ。




　──彼女を捕虜にしてから、ちょっとした事件があったのだ。

　ミスト砦防衛戦の直後、私は牢ろうに拘束されていたフローラの元を訪れたことがある。

　自分でも何をしたかったのかは分からない。心の整理が付かず、気がつけばフローラの元を訪れていたのだ。長期間に及ぶ激しい取り調べで、その美しい顔は無残に腫れ上がり、かつての面影も残っていない。

　力なく項垂うなだれていたフローラは、私が部屋に入ってきたのに気付くと、

「何？　私をあざ笑いに来たの？」

　憎々しげに、そう毒づいた。

「可哀想かわいそうに～？　こんなことをしても、あなたが失った物は何も戻ってこないのにね～」

「ッ！」

　フローラが口にしたのは虚勢だろう。どれだけ心が折れても、決して私の前ではその様子を見せようとはしない。それどころか、平気な顔をして私の心を抉えぐりにくるのだ。

　何を言えば私の心に最大限の傷を負わせられるか、この女は熟知しているのだ。

「あなたのようなノロマはね！　王国相手に無ぶ様ざまな戦いを繰り広げて、最期は誰にも看取られず、孤独に死んでいくのよ～。可哀想なアリシアちゃん！」

「黙りなさいッ！」

　その言葉はフローラなりの意地と闘争心であり──私は、見事に平常心を失ったのだ。

「全部、全部、あなたのせいだったのに！」

　私は、思わずフローラを殴りつけていた。

　けたけたと耳障りな声で笑い続けるフローラ。黙らせようと鎌の柄で殴打し、顔を何度も何度も殴りつける。けらけらという笑い声が聞こえなくなり──それこそフローラが意識を失ってからも、私は狂ったようにフローラに拳を振るうのをやめられなかった。

　結局、私は魔王に止められるまで半死半生のフローラを殴り続け──牢に出禁になった。

「これはアリシアのためにならないよ」

　アルベルトは、言いづらそうにそう口にした。




　そんなことがあったのだ。

　一度は止めたフローラへの復讐──フローラを使えばよいという提案は、アルベルトにとって避けたいものだろう。それでも私が王国との戦いに身を投じるよりはマシということか。

「君を陥れたあいつは、今は──」

　私は、魔王からフローラが辿たどる末路を聞く。

　なんでもフローラは、現在、研究所に送られているらしい。

　彼女は聖女の力を持つ貴重なモルモットである。彼女に一切人権はなかった。

　聖女が使う光魔法の性能を試すためにと、多くの研究者が淡々と人体実験を繰り返しているという。魔法から物理攻撃まで、あらゆる耐久実験が繰り返されているらしい。死ぬ直前まで実験を繰り返し、聖女が使う支援術式の効果を測定するのだ。

「利用価値がなくなれば鉱山にでも送ろうと思ってたけどね。アリシアが望むのなら、煮るなり焼くなり好きにすればいい」

　今度こそ、フローラの心が折れるまで。

　王国での日々を再現するのだ。ただし立場を入れ替えて。

　毎日のように毒を飲ませて、魔法の実験台にして、死ぬ直前まで魔力を吸い取って。鎌で体中を切り刻んでやってもいいかもしれない。いつまで意識を保てるか実験して、許可なく気絶したら罰と称して更なる地獄を味わわせて──ああ。今の私は、あの地獄の日々を何十倍にも返してやることができるのだ。

　それもきっと、一つの復讐の形なのだろうけれど──

「許せないと思いませんか？」

「え？」

「フローラみたいな人が他にいたら。あの人みたいな人が、今もどこかで笑いながら、誰かを陥れて弱者をいたぶっているのなら──一人残らず殺してやりたいとは思いませんか？」

　もちろん、フローラに引導を渡すのは私だ。そこは譲れない。

　更に言えば、フローラだけで済ます気はない。

　公開処刑を娯楽として見ていた王国民にも思う所はもちろんある。苦しむ私を見て喝采を上げていた奴らは、まったく同じ苦しみを味わえばよいとすら思う。




　──けれども、何よりも許せないのはフローラとシュテイン王子だ。

　シュテイン王子は、必ず殺す。

　邪魔する者も、皆殺しだ。




　──それと同じぐらい許せない者がいる。

　あいつらと同じような悲劇を生み出す人間だ。

　ユーリを買っていた奴隷商人の姿と、フローラの姿が重なって見えた。

　あいつを斬ったとき、たしかに私は笑っていただろう。

　復讐の炎は、復讐を果たしたときにのみ鎮火するのだから。




「なるほど。あくまで誰かを守るための戦い──アリシアの本質は、あんな目に遭わされても変わらないんだね」

「訳の分からないことを言わないでください」

　そんな上等なものではない。

　復讐は復讐であって、復讐でしかない。そこに他の意味を見いだされても、意味はないのだ。

　アルベルトが私を大切に想っているのは事実だ。私としてもアルベルトの願いは、できる限り聞きたいと思っている。だとしても決して曲げられない部分はあるのだ。

「アリシア、どうか単独行動はしないで。それができないなら──ボクは従属紋で命じてでも、アリシアの身の安全を確保しないといけなくなる」

「それは……。困りますね……」

　ある意味では、殺されるのと大差ないではないか。

「どうかボクのことを信じてほしい。何が起きても、ボクはアリシアの味方だから──どうか一人で何かしようとしないで相談してほしい。そして君の復讐に協力させてほしいんだ」

　アルベルトは、常に同じことを言っていた。

　どうか自分を信じてほしい。どうか自分の身を大切にしてほしい──どうか幸せになってほしいと。自分にそこまでの価値があるとは思わないし、やっぱり目的は何だろう？　と未いまだに思ってしまうけど……。

　十分、譲歩できる条件だ。

「復讐を捨てるつもりはないですが、勝手に向かうことはしません。アルベルトに相談すること──約束します」

「ありがとう、アリシア」

　感謝するのは、こちらの方だ。

　蘇よみがえったのが魔王城でなければ、間違いなく私はこんな決断はしなかっただろう。自分の命は惜しくなかったし、誰にも協力を求めることもなく感情のままに王国に挑み、あっさりと討ち取られていたかもしれない。

「それに魔王軍の幹部は、兵団を持つことになってるよ。君の元の仲間の──何だっけ？」

「特務隊、ですか？」

「そうそう。彼らと一緒に行動するように」

　私の意思を変えることが難しいと悟ったのだろう。

　最終的にアルベルトは、そう言い付けてため息をつくのだった。

「アリシア様！　特務隊、再結成ですね！」

　どうやらリリアナは、魔王からあらかじめ話を聞いていたらしい。

　嬉しそうに私の方に駆け寄ってきて、そう言った。私の処刑により自然消滅しそうだった特務隊が、魔王軍の下でというのは皮肉だけども再結成というのはまさに奇跡だろう。




「ねえ、魔王さん。私、どうしても許せない人たちがいて──」

「それは誰だい？」

「一番はシュテイン王子ですが──そうですね……。差し当たっては、不快なものを見せてくれた奴隷商会を、ぶっ潰したい気分ですね」

「それは賛成。アリシアが斬らなければ、僕が殺ってたよ──大概、ムカムカしてたんだよね」

　魔王は不快そうに顔を歪ゆがめると、

「悪逆非道な王国軍に捕らわれた哀れな亜人たちがいる。僕の領土の亜人を奴隷として扱うのがどういうことか、たっぷりと思い知らせてあげないとね」

「では、次の目標は──」

「「グラン商会」」

　そう言いながら、随分と物騒な笑みを浮かべる。

　──そうして私たちの次の目標が決まるのだった。
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　翌日、私と魔王は奴隷商会のあるアリュネス領に向かうことを決めた。

　アリュネス領は、魔族領と接する王国領の一つである。どうやら魔族領からさらってきた亜人を、奴隷として安くこき使っていたようだった。

「アリュネス領では、半ば公然と奴隷の売買を行っています。奴隷商会と領主が、手を組んでいるなんて話もあるぐらいです」

　ユーリは悲しそうにそう言った。

　奴隷の亜人種がこき使われている光景は、残念なことに王国では珍しいものではない。特にアリュネス領は、奴隷の売買を通じて随分と儲もうけを出しているともいう。

「胸くそ悪い話ですね」

　それだけ聞けば十分だった。

　遠慮する必要は一切ない。情け容赦なく叩たたきつぶそう。




　あくまで私用なので、今回は魔王軍を動かすことはできない。

　それでも心配したアルベルトは、付いてくると言って聞かなかった。私の専属侍女となったリリアナも一緒である。

「ユーリ？　別に無理をしないでも……」

「決してアリシア様の邪魔はしません。グラン商会を叩きつぶすというのなら──どうか僕のことも連れて行ってください」

　歓迎会用の食材を探しに行った森で出会った犬耳少年ことユーリも、付いてくると言って聞かなかった。

　あの後、彼は本当に魔王軍の門を叩いたらしい。

　もう二度と悔しい思いをしないため、慣れないながらも必死で武器を振るっていたという。まだまだ戦力には程遠いが、これから向かう奴隷商会にはユーリの家族も捕らわれている。

　自分の手で助けたいと願うのも無理はない。

「僕は、奴隷商会の場所を知っています。必ず役に立ってみせます」

「そこまで言うのなら──」

　とは言ってもユーリを戦わせるつもりはないけれど。

　そうして私たち四人は、魔王城を出発する。
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　一日野営を挟み、二日目の午後。

　私たちはグラン商会のあるアリュネス領に無事に到着した。普通に歩けば一週間以上かかる距離だが、支援魔法の効果で移動時間は大きく短縮されている。

　私たちは、ひとまず街の中で手頃な宿を取ることにした。

　今回の作戦の目的は二つ。

　一つは、私の復ふく讐しゅうの達成──歓迎会に水を差した報いを受けさせること。

　二つめは、ユーリの家族の救出である。

　私たちのターゲットは、グラン商会という奴隷商会である。

　アリュネス領を中心に活動する大規模な商会で、奴隷の売買だけでなく違法薬物まで手掛ける悪質な商会であると言われている。

「それでアリシア、これからどうするの？」

「どうって……。このままグラン商会に乗り込んで、正面から叩きつぶすつもりですが？」

「……本気？」

「ええ。何かおかしなことを言ってますか？」

　きょとんとする私に、アルベルトは遠い目になった。

「たしかにアリシアと僕なら、小さな商会程度なら制圧するのは容易だろうけどさ。相手は碌ろくでもない集団だからね。たとえば罪もない奴隷たちを人質に取られたとして、アリシアは見捨てられるかい？」

「うっ……」

　アルベルトの指摘はもっともだ。

　商会の人間が、奴隷たちを人質に取る可能性も十分に考えられた。たとえ奴隷商会を叩きつぶせても、捕らわれている亜人が皆殺しにでもされたら後味が悪すぎる。

「ならどうするんですか？」

「簡単だよ。まずは客として接触すればいいんじゃない？」

「客、ですか……？」

　ぽかんと口を開く私に、

「アリシア──君は、貴族令嬢に混じってダンスパーティーにも参加してたんだよね？」

　なぜだかアルベルトは、とても楽しそうに微笑ほほえみかけてきた。
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　数時間後。

「無理です。無理です、無理がありますよ！」

　魔王が買ってきたドレスを身に纏まといながら、私はぶんぶんと首を振っていた。

　普段着慣れている漆黒のドレスと異なり、コルセットの締め付けがとても苦しい。いったい何を考えて、貴族のご令嬢はこんなものを着ているのだろう？

「アリシア、よく似合ってるよ」

「はい、アリシア様！　とても美しいです」

　思わずといった様子で呟つぶやくアルベルト。リリアナまで目をキラキラさせていたが、正直なところ代わってほしいぐらいだ。

「お世辞はいいです。似合わないのは、私が一番知っていますから……」

　私が、こんなものを着ることになった原因は簡単だ。

　奴隷とは貴族の嗜し好こう品ひんだ。客としてグラン商会を訪れるためには、奴隷を望む立場の人間──すなわち貴族になりきる必要があったのだ。貴族として奴隷を買うために訪れ、そのまま奴隷が捕らわれている場所を突き止めようという作戦であった。

　……作戦であったのだが、この作品には致命的な欠陥が存在している。

「絶対に、バレますって！　諦めて皆殺しにしちゃいましょうよ！」

　私のような田舎娘に、貴族のご令嬢が身に纏うようなドレスはまったく似合わない。たちまち怪しまれて、またたく間に正体がバレるだろう。

　こんなまどろっこしいことをしなくても、攻め落とせばよいと思う。

「大丈夫だよ、アリシア。いざとなったら僕がごまかすから」

　アルベルトは、なぜか紳士服を身に纏っていた。しれっと人間に化けた彼は、最先端の流行の衣装をビシっと着こなしていた。なんだか普通に似合っていて悔しいが、その表情は茶目っ気たっぷりで毒気を抜かれてしまう。

「それより、問題は従属紋だよね」

「そうですよね、こんなもの付けてる貴族なんていないでしょうし……」

　いくら貴族の常識に疎い私でも分かる。

「……そういうプレイとか？」

「理解はされないと思うよ？」

　私のすっとぼけた答えに、アルベルトが引きつった笑みを浮かべた。

　真面目に考えてみようか。

「ちょっと待っててくださいね。隠いん蔽ぺいの術式でどうにかできないか考えてみます」

　私は、従属紋の術式に意識を集中してみた。

　従属紋というものは、奴隷や犯罪者に対して使われるものだ。言うことを聞かせるだけでなく、『従属紋が刻まれている』ということを示すことそのものにも意味がある。術式には、隠蔽を防止するための機構が組み込まれてはいるが──

「ふっ、口ほどにもないですね」

「噓うそぉ!?」

　強引に術式を捻ねじ曲まげて、私は従属紋を隠蔽することに成功した。

「どうです？　上う手まく隠せてますか？」

「バッチリだよ。幻影魔法の応用だよね？　まったく、隠せないからこそ従属紋は従属紋たり得るのに……」

「ふふん、アルベルトが手加減しすぎなんじゃないですか？」

　複雑そうな顔で、アルベルトがまじまじと私を見た。

　ちょっとはしゃいでしまったかもしれない。元々、彼とはライバル関係だったこともあり、あっさり術式を捻じ曲げることができて、優越感があったのだ。

「さすがはアリシア様です！」

「本当に、ねえ。──自信、なくなるなあ」

　目を輝かせるリリアナとは対照的に、アルベルトは唇を尖とがらせていた。




「それでは改めて作戦ですが──」

　一通り私が変装したところで、改めて話し合いをした。

　今回の作戦では、私とアルベルトが貴族の夫婦に扮して奴隷商会を訪れることになる。ハリボテの夫婦すぎる、本当に大丈夫か？

　そもそも、アルベルトは人間になりきれるのだろうか。

「アルベルト、神聖ヴァイス王国の国王の名前は？」

「──ええっと、記憶喪失で誤魔化そうか？」

「なにを、どう、誤魔化すつもりですか……」

　不安しかない。私がじとーっとアルベルトを見ると、彼はてへっと笑った。

　なんか普通に状況を楽しんでないですかね？

「ごめん、アリシアと街に出かけられるのが嬉うれしくてさ」

「アルベルトは、またそんなことを……」

　不満そうな顔をしているのが伝わったのか、アルベルトは申し訳なさそうに口にした。不意打ちのように向けられた真まっ直すぐな好意に、私は反応に困ってしまう。

　そんなことを話していると、ユーリがとてとて歩いてきて、

「アリシア様、とても似合ってます」

　顔を赤らめながら、そんなことを言い出した。

「いいのよ、お世辞なんて……。ごめんね、ユーリ。そんな格好をさせて」

「慣れてますから。僕のためですし、これぐらい当たり前です！」

　グッと拳を握り気合を入れるユーリ少年。

　せっかく服を新調していたが、ユーリは再び奴隷が着せられるようなボロボロの衣類を身に纏っていた。

　この街で奴隷を連れて歩く者は少なくない。奴隷を買いに行くのなら、既に持っている奴隷を連れて行くべきだと考えたのだ。

　そうしてどこか不安になる潜入作戦が始まった。
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　グラン商会への道中。

　私たちは、奴隷商会で注意しなければいけないことを確認していた。

「気を付けるべきは名前ですね」

「そうだね。僕はまだしもアリシアは名前を知られすぎてる。偽名が必要だろうね」

　聖女と魔女、アリシアという名前は、王国中に広まっていた。もちろん、名前だけで正体がバレることはないだろうけど、極力リスクは減らすべきだ。

　変装だって心もとないし……。

「アルベルト、私のことはイリスとお呼びください」

　そんな取り決めをして、私たちは奴隷商会に足を踏み入れる。




「本日は何がご入り用ですかい？」

　グラン商会に入った私たちを、細身の青年が出迎えた。美形と評されるような顔つきであるが、貼り付けたような笑みからは胡散うさん臭くささを感じてしまう。

「新しい奴隷を数人ほど」

「ご予算はどれぐらいで？」

「金貨五〇〇枚ほど」

　亜人を物のように扱う発言に鳥肌が立ったが、今の目的は情報収集だ。

　どれだけ嫌な気分になろうとも、貴族令嬢になり切らなければならない。私は自らに言い聞かせ、奴隷商人との会話を進めていく。

「その価格となると、第三収容所から見繕うべきですねえ。へへ、利用用途は労働力というよりは愛玩用ですかい？」

「え、ええ……」

　奴隷商人──ジンと名乗った──は、にやにやとあざけるような目でユーリを見た。完全に売り物を検分するような目だ。

　たしかにユーリは肉体労働に向く体格ではないけれど、愛玩用の奴隷だなんて。腹が立つけど、今の私は奴隷を虐げる貴族令嬢だ。しっかり演じ切らねばならない。

「おほほ。私、この子のことが気に入っちゃって。ぜひとも家族のことを探して差し上げたいな～って」

「はあ……。家族ですかい？」

　訝いぶかしげな顔をする奴隷商人。普通なら奴隷の家族を捜すなんてことはしない。

　しまったと思った私を庇かばうように、

「か、家族!?　僕に何をさせる気？」

「君はこれから、一番大切にしていた家族を殺すんだよ。今夜は良いショーが見られそうだねえ」

　怯おびえたようにユーリが言い、アルベルトはくつくつと悪そうな笑みを浮かべる。

　驚くほどに堂に入った悪人っぷりだった。

「ふむふむ、なるほど。あなたたちもなかなか良い趣味を持っておられますなあ。お金さえ貰もらえるのなら結構──抜かりなく用意いたしましょう」

「直接、会わせていただくことはできますか？」

「ええ。お任せください」

　ジンはそう言い切って、部屋の奥に去っていく。

　やがて帳簿を持って帰ってくると、

「その奴隷は、本当に当商会で購入されたものですか？」

　首をひねりながらそう言った。

　なんでもユーリの売買記録が残っていないとのこと。

　考えてみれば当たり前であった。ユーリを管理していた奴隷商人は、既にこの世に存在していないのだから。

「はい。たしかにこちらのグラン商会を名乗る商人から買い取りましたが……」

「イリス、そう言えば随分と訳ありな様子だったよね？」

　……イリス？　って、ああ。私のことか。

「そうですね。不審に思うべきでしたね……」

「安くはない金を支払ったんだ。まさか今更ケチをつけるつもりはないよね？」

「ああ、なるほど。商品を持ち逃げされましたか──」

　強引に話を押し進めるアルベルト。

　偽名のことを忘れて口ごもってしまった私とは大違いだ。

　ちらりと魔王に視線を送ると、どこか得意げな顔をしていた。頼もしい限りだ。

「幸運でしたね、その奴隷の家族はまだ売れ残っています。格納場所は第三収容所──すぐにでも案内しますよ？」

「楽しみだよ。ね、イリス？」

「え、ええ。そうですね」




　──アルベルト、すごい……。

　私なんて、質問されるたびに口ごもってばかりだったのに。

　そしてさり気なく名演技が光ったのは、怯えた表情を見せたユーリである。視線が合うと、ちょっとだけ得意そうな顔をしていた。

　家族の救出の役に立てるのが嬉しいのだろう。

　私たちは、収容所に案内するというジンの後を付いて移動を始めるのだった。
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　町外れの薄暗い建物の地下に、収容所は存在した。

　鉄格子で区切られたスペースの中に、大勢の亜人たちが捕らわれている。中にいる亜人たちは、感情の抜け落ちたような瞳を私たちに向けていた。

「ここに捕らわれているのは、高く売れる見込みのある奴隷たちばかりでしてね。一芸に秀でていたり、観賞用としても最高品質の奴隷ばかりでして。まさしくヴァイス王国の中でも一級品ばかりだと自負していますよ」

　収容所の中を歩きながら、ジンが上機嫌にそう語る。

　自慢の商品について語る態度からは、何ら罪悪感を抱いている様子はうかがえない。

「なんだその反抗的な目は！」

「ごめんなさい、ごめんなさい！」

「教育が足りないみたいだな！」

　奴隷を鞭むち打つ音が聞こえてきた。

　それが日常であるかのように、奴隷商人は何事もなかったように進んでいく。

　すすり泣く亜人たちの声が聞こえてくる。村で平和に暮らしていたのに、王国軍に踏みにじられ、ここに連れてこられたのだろう。まさに地獄のような空間だった。

「……アリシア？」

「分かってます」

　固く唇を嚙かむ私に、アルベルトが囁ささやきかけてきた。

　今は何もできないことぐらい分かっている。いっそのこと感情のままに暴れまわりたいぐらいだが、この状況でそれは許されない。

　最低限、ユーリの家族の安全を確保する必要があるからだ。




　──ごめんなさい、でもきっと助け出しますから。

　この怒りは、奴隷商会を叩きつぶすときまで置いておこう。

　恨めしそうな視線を向けてくる亜人たちに、私は内心で謝ることしかできなかった。

「こちらですね」

　そうして私たちは、ユーリの家族の元に通された。

「ユーリ、ユーリなのか!?」

「お母さん、ミシャ──！」

　鉄格子の中にいたのは、ユーリとそっくりな二人の獣人族であった。

　お母さんと、妹だろうか。鉄格子越しに、互いに無事を喜ぶユーリたち。本当は、すぐにでもユーリの家族をここから助け出したいけれど……。

「アリシア、分かってるよね」

「ええ。大丈夫です」

　アルベルトが私に釘くぎを刺す。

　大丈夫、私は冷静だ。ここで暴れまわっても状況は好転しない。




「ユーリ？　今こん生じょうの別れは済んだかしら？」

「イリス様、どうか家族だけはお許しを──他のことなら何でもしますから」

　瞳をうるうるさせてユーリが言う。

　まるで愛らしい小動物のような仕草に私は思わず、

「分かりました。やっぱりこのようなことよくな──」

「それは君が、アリシアを満足させられるか次第だよ」

　はっ。なんという破壊力！

　演技だと分かっていても、ついついユーリの言うことを聞いてあげたくなってしまう。アルベルトが割り込むように、そう言い繕った。

「商品はこちらでいいですか？」

「ああ。イリスも気に入ったみたいだ。また後日、使いの者を送るよ」

「へへ、今後ともご贔屓ひいきに」

　ちなみに金貨五〇〇枚なんて大金は、持っていない。

　口惜しいけど穏便にユーリの家族を保護する術すべを、私たちは持ち合わせていなかった。




　これで今日の目的は果たしたことになる。

　このような反へ吐どが出そうな空間、これ以上いたいとは思わない。

　私たちは奴隷商会を出て、リリアナの待つ宿に戻るのだった。
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「それで、これからどうしましょうか？」

　宿に戻った私たちは顔を見合わせ、今後の方針を相談していた。

　すっかり変装を解除し、普段着の漆黒のドレスを着用していた。やっぱり私に貴族令嬢の姿は、似合わないと思う。

「ユーリの家族を助けるだけなら、夜中にでも忍び込めば可能だと思いますが……」

「警備はザルそうだったもんね」

　第三収容所は、思いのほか警備は緩い印象であった。

　数人の警備兵と、侵入者撃退用の防御結界。探知魔法で位置を把握することはできたため、その気になれば容易に破壊可能であろう。行動に移れば今すぐにでも第三収容所に収容されている亜人たちを助けることはできるかもしれないが、

「かといって何者かに襲われたとなれば、奴隷商会も黙ってはいないよ」

「厄介ですね……」

　奴隷の一部を逃したところで、向こうは警備を強化して終わりだろう。これからも無実の亜人たちが苦しめられ、憎き王国民は笑顔のままに弱者を虐げ続けるのだ。

　捕らわれた奴隷を解放し、奴隷商会は徹底的に叩きつぶさなければ気がすまない。




「もう少しだけ客として訪問して、商会の調査を続けますか？」

「いや、バレるのも時間の問題だと思う。ちょっと、その、アリシアの演技がね──」

「え……？」

　言い淀よどむアルベルト。

　そっと目を逸そらしながらユーリが、

「あ、別にアリシア様の演技が下手というわけではなくて──その……。僕はアリシア様の実直な性格は素晴らしいと思います！」

「うう、そんなに駄目ですか……」

　無理してフォローしようとしてくれるユーリの気遣いが痛い。正直な言葉で、ちょっと心にダメージが……。

「そうだよね。アリシアは、滲にじみ出る善人オーラを隠せてないんだよ」

「うんうん、やっぱりアリシア様はアリシア様だった」

　ちょっぴり嬉しそうに言うユーリたちだが、私はがっくり落ち込むだけだ。

　ま、まあ？

　私の演技が難ありだということは分かってましたし？

「アリシア様の演技、見てみたかったですね……」

　そんな会話を聞いて、お留守番だったリリアナは残念そうな顔をしていた。




「かといってこのままでは、亜人たちの身の安全を確保しながらグラン商会を叩きつぶすのは不可能じゃないですか？」

「ならユーリの家族だけ助けて、残りは諦める？」

「冗談」

　グラン商会には、報いを受けさせる。

　これは決定事項だ。

　とはいえ名案は浮かばなかった。

　沈黙した宿の中で、口を開いたのはユーリであった。

「グラン商会を叩きつぶす──要するに商会本部を襲ったときに、亜人たちに危害が加わらない状況が作れればいいんですよね？」

「それは、そうですが……。真っ先に人質に取られると思いますよ。場所も分からないのに、そんなのは不可能です」

　亜人たちが敵の手の内にある以上、どう足あ搔がいても人質に取られることは避けられないだろう。私はやんわり否定するが、

「なら、いっそのこと脅迫状を送りつけるのはどうでしょうか？」

「脅迫状？」

　ユーリは、予想の斜め上の提案をしてきた。

「そもそもアリシア様も魔王様も考え違いをしています」

「考え違い？」

「はい。奴やつらにとって、奴隷は商品でしかありません。人質の価値なんてないんです」

　それは奴隷として虐げられてきたユーリだから気付けた視点。

　奴隷商会にとって、奴隷は人質として利用できるほどの価値はない。商品を奪われることを恐れても、賊相手の抑止力にはなり得ないだろうとユーリは言う。

「僕たちの狙いが亜人の救出だと悟られないのが大切です。僕たちの命に、彼らはそれほどの価値を見いだしていませんから」

　淡々と話すユーリは何を思っているのだろう。

　それは根本的な考え方の違いだった。王国に生きる奴隷商人にとって、ユーリたちは商品でしかない。それ以上でも、それ以下でもないのだ。傷つけられることを恐れはしても、人質にできるという発想すらないのだ。

　言われてみれば当たり前かもしれない。けれども──

「「胸くそ悪い」」

　奇くしくもアルベルトと言葉がかぶる。

　付け込める場所ではあるけど、ただただ不快な価値観だった。




「それで脅迫状っていうのは？」

「はい。お前のせいで人生が壊されたって。奴隷商会の長に対して脅迫状を送るんです」

　あくまで狙いは商会長だと見せかけるのだ。

　うまく行けば敵の目を、目的の奴隷たちから逸らすことはできる。だが問題は、それを信じさせることができるかどうかだ。大商会の長ともなれば、イタズラの脅迫状ぐらい毎日のように受け取っているだろう。

「そう上手く行きますかね？」

　私の疑問に、

「そうですね、なら一緒に首を送りましょう。僕を連れていたあいつの首を送りつければ、嫌でも危機感を抱くんじゃないでしょうか？」

　何てことはない口調で、ユーリはそう言った。

　可か愛わいい顔で、なんともエグい発想を……。

「狙われてるのが自分なら、捕らえた亜人のことなんて気にもかけないでしょう。むしろターゲットの警備が厳重になることが問題かもしれませんが……」

「そこは問題ありませんよ」

　なんせ私には、王国の近衛このえ兵へいを薙なぎ払はらってフローラを捕らえた実績がある。

　奴隷商会が雇う護衛ぐらいは、物の数にも入らないだろう。自由に暴れられる環境が整えば、確実に相手を殺やれる自信はあった。




「でも……。それじゃあ結局、捕らわれた亜人たちは助けられませんよね？」

　結局のところ王国は、奴隷制度を認めている。

　たとえグラン商会を壊滅に追いやったとしても、新たな奴隷商会がグラン商会の奴隷を買い取るだけだろう。奴隷たちにとって、変わらない現実が待っているだけだ。

「それはそうなんですが──そこまでアリシア様の手を煩わせられませんよ。混乱に乗じて乗り込めば僕だって。第三収容所のことは、僕がどうにかします」

　せめて自分の家族だけは、自分の手で助け出す。

　ユーリは、そう決意を滲ませた。

　そうは言っても本心では捕らわれた亜人たちを、放っておきたいとは思っていないはずだ。それなら、いっそ──

「アルベルト。私が本部を襲撃している間に、あなたたち三人で亜人たちの救出に向かうというのはどうですか？」

「無茶だよアリシア、一人で乗り込もうっていうの!?」

「あはっ。問題ありませんよ。みんな、私の強さは知ってますよね？」

　アルベルトもリリアナも、ミスト砦とりででの私の戦いを見ている。私が商会の護衛程度に遅れを取ることはないと分かっているはずだ。

「それはそうだけど……」

「くどいですよ、アルベルト」

　何か言いたげな魔王だったが、私は強引に押し通す。




　作戦はこうだ。

　まずは商会に脅迫状を送り、警備を商会長に集中させるのだ。そうして収容所の警備が薄れたところで、私がグラン商会の本部を襲撃する。

　同時にユーリたちは、第三収容所を襲撃。ユーリの家族の安全を確保する。

　ただし第三収容所の警備隊は、完全には無力化せずに泳がせるのだ。そうすれば襲撃があった旨をグラン商会の本部に伝えてくれるはずだ。

　そうなれば警備を強化するように、本部から各収容所に指示を出すはずだ。その魔力を追跡して、収容所の場所を割り出せばよい。

「魔力の追跡!?　そんなことできるの!?」

「はい。要は魔力の流れを追いかければよいだけですから」

　目を見開くアルベルト。随分と大げさな反応だった。

　やろうと思えば、誰でもできると思うけど……。

「アリシア様が立てる作戦は、アリシア様の規格外の能力がないと成り立たないものばかりです。魔王様も早く慣れるのがいいかと」

「君も随分と苦労してきたんだろうね」

　リリアナとアルベルトは、遠い目でそんなことを言い合っていた。

　む。なんだか不本意な評価をされている気がする。これでも特務隊時代から、私はできる限り実現性が高い作戦を立ててきたつもりだけど……。

「アリシアの作戦がいいと思う。ミスト砦の防衛戦といい、君は戦闘のことになると突拍子もない案を出してくるんだね」

「それって褒めてるんですか？」

「もちろんだよ。まったく……。正面から乗り込んでぶちのめそう、なんて言ってた人と同一人物だとは思えないよ」

「う、それは忘れてください」

　そんなことも言いましたね……。

　今となっては、考えなしすぎて恥ずかしい限りだ。

「それでは僕は、脅迫状を用意します」

「ユーリ？　任せてしまっていいんですか？」

「ええ。これぐらいしかできませんから。任せてください」
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　魔王たちと作戦を打ち合わせた数日後。

　今日は作戦の決行日。着々と準備を進めていたユーリが、予定通り脅迫状を送りつけたのだ。グラン商会の前では大きな騒ぎが起きていた。

「お手柄でした、ユーリ。ありがとうございます」

「この中だと僕は、戦闘では役立たずですから。こういう作業は、僕に任せてください」

　かわいい顔で「首を送りつける？」などと、えぐい発想をしたユーリである。

　さすがに足が付きそうだと断念したそうだが、いったい何を送りつけたのだろうか？

　商会本部に向かった私たちの視界に真っ先に入ったのは、魔導具で映し出された立体映像であった。そこに映し出されていたのは犯行予告のメッセージ。

『亜人たちを奴隷同然に扱い、富を貪むさぼる悪の商会よ──』

『たとえ国が認めても、私は決してあなたたちの存在を許さない。故に、真なる聖女アリシアの名の下に、グラン商会に正義の裁きを下す！』

　脅迫状に記されていたのは、商会長へのある種の宣戦布告。




　──んんんんん？

　真なる聖女アリシア？

　正義の裁き？

「ユーリ？　なんですか、これは？」

「はい！　アリシア様の名前を広める絶好の機会だと思ったんです」

　困惑した私はユーリを見る。

　ユーリは嬉しそうに顔を上気させた。その顔には、一仕事やりきった満足感が滲み出ている。もうちょっと文面はどうにかならなかったのかと思わなくもなかったが、まあユーリが楽しそうだからいいか……。

　商会の真ん前で、その脅迫状は異彩を放っていた。

　普通であれば脅迫状の一通が、ここまで注目を浴びることはなかっただろう。道行く人々に無視を許さなかったのは、聖女アリシアの名前であった。

　聖女アリシア。その名前は王国に届いた脅迫状と共に、王国民の心には恐怖の象徴として刻み込まれていたのだ。見たくも知りたくもない不都合な真実。

　その名はタブーとして、人々の記憶から抹殺されようとしていた。




　どこの物好きが、そんな名前を使ったのか。

　臆測が臆測を呼ぶ。解散するように商会の警備員が呼びかけるが、一度広まった騒ぎはなかなか収まる様子を見せなかった。

　ざわざわと野次馬が騒ぎ立てる中、

「騒々しい。なんの騒ぎだね？」

　騒ぎを聞きつけたのか、野次馬の前に一人の人間が現れた。

　彼こそがグラン商会の商会長──グラン・エスタニア──その人である。でっぷり太った中年のおっさんで、いかにも不快そうに顔を歪ゆがめている。

「じ、実は……。少々、いたずらがありまして」

「いたずらだと……？」

　怯えたように説明する警備員。報告を苛いら々いらしながら聞いていたエスタニアであったが、己に届いた脅迫状を視野に入れると、

「はんっ。聖女の亡霊が──！」

　そう吐き捨てた。




　──グラン商会のグラン・エスタニア。

　その顔を見て、私は脳に衝撃が走るような思いを味わった。

　見覚えがあるなんてものではない。魔王封印の祝勝会で、パーティーの準備を整えた功労者として紹介されていたのだから。

　シュテイン王子からの依頼で、パーティーの準備を取り仕切ったという。そのパーティーが聖女を嵌はめるための罠わなだと知りながら、お膳立てを整えていったのだろう。彼にとって踏みにじる対象は、奴隷だろうが聖女だろうが関係ないのだ。

　一瞬たりとも忘れたことはない地獄。

　まさかこんなところで、因縁のある相手と再び相まみえるなんて。

「グラン・エスタニア。あいつが！」

「アリシア様？」

　リリアナが不安そうに私を見ていた。

「……大丈夫」

　私は冷静だ。




「ふん。勢力争いで弾はじき出された間抜けな聖女が。今になって何をしようというのだ。名を騙かたる愉快犯か──」

　エスタニアにとって、私はもう過去の人でしかなかった。

　出世のために踏みにじった命など数知れず。

　私という存在も、数ある犠牲者の中の一人でしかないのだろう。

「この間のフローラ事変では、アリシア様の無罪が主張されました！」

「やはりグラン商会は、アリシア様の無罪を知りながら排除するのを手伝ったのでは？」

　不安を煽あおられたようにエスタニアに詰め寄る人もいた。

　聖女アリシアの処刑が卑劣な冤えん罪ざいによるものだと信じる者は、当然のようにシュテイン王子の関係者を糾弾した。その筆頭は、お膳立てしたグラン商会の一味である。

「黙れ！　事実無根で悪質なデマだと何度も言っているだろう！」

　しかしエスタニアは、声を張り上げてそう否定した。

「奴は魔女だ！　まったく、悪質なデマを広げられて、我が商会は非常に迷惑している。愉快犯か知らないが──必ず捕まえて報いを受けさせてくれよう」

　胡散臭い笑みとともに、エスタニアはのうのうとそう言い捨てる。

　その話術は巧みだった。パニックに陥っていた野次馬が、徐々に落ち着きを取り戻していく。たしかに心を摑つかむなにかがあるのだ。

「魔族に与くみした魔女め──そこまで言うのなら、正々堂々と迎え撃ってやろう。我が正義の名のもとに、必ずや貴様を捕まえて再び処刑台に送ってやろう！」

　両手を広げ、エスタニアは演説した。

　己の商会の強大さをアピールするように。

　何ら疚やましいことなどないというように。

「よく言うよ」

「こんな奴が。よくも、よくもアリシア様を……」

　アルベルトもリリアナも、怒りを滲ませていた。

「抑えてください。あいつには、必ず報いを受けさせますから」

　逆に私の心は冷え切っていた。

　研ぎ澄まされた鋭利な殺意だけが胸にあった。復讐の時は近い。

　今だけは、せいぜい吼ほえさせておけばよい。




「ユーリ、お手柄です。鮮やかなお手並みでした」

「ごめんなさい、アリシア様。嫌なことを思い出させてしまって……」

　落ち込んだ様子のユーリ。

　トレードマークの犬耳も、しょんぼりと垂れ下がっていた。

「ユーリが気に病むことはありません。もう過去のことです──とは言い切れませんが、過ぎたことです。それに報いは──必ず受けさせますから」

　そのとき私は、どんな表情を浮かべていたのだろう。

　ユーリは、怯えたようにこくこくと頷うなずいた。やっぱり復讐を前にすると、どうにも気分の制御が上手く行かない。奇妙な高揚感が襲ってくるのだ。

　結果として脅迫状作戦は大成功であった。

　商会長のエスタニアは、商会の本部で私を迎え撃つという。

　派手な脅迫状を送りつけて人々の目を集めたこと。人々の疑心を煽り、後に引けない状態を作ったこと。ユーリの鮮やかな手腕が光る結果だと言えるだろう。

　こうなってしまえば、後は作戦の決行日を待つだけだ。

　私たちは街に潜入したまま、密かに水面下で準備を進めていく。







[image: ]第九章　奴隷商会の最後




　そうしてついに作戦決行の当日になった。

　エスタニアはグラン商会の威信に賭けて、脅迫状の犯人を捕えようと勢力的に動いていたが、ついぞ私たちにたどり着くことはなかった。

　整備の行き届いていない裏路地に身を潜めてしまえば、たどり着くのは困難だ。ましてやこの人数なら、隠いん蔽ぺい魔法をかけてしまえば見つかることはまずない。

「それでは、アリシア。改めて今日の作戦を──」

「ええ」

　真っ先に動き出すのは私だ。

　私が単独でグラン商会に踏み込み、思うままに暴れ回るのだ。

　一方で、裏で魔王たち三人が収容所を襲撃。

　亜人たちを逃がして速やかにユーリの家族の身の安全を確保すると同時に、狙いが亜人たちを盗むことだと思い込ませる。

　慌てて本部に連絡するのを待ち、残る収容所の位置を割り出すのだ。

「この作戦で一番危ないのは、間違いなくアリシアだ。やっぱり心配だよ」

「あはっ、アルベルトは私が商会の護衛ごときに後れを取ると、本気でお思いですか？」

「愚問だったね」

　不安そうな魔王だったが、私の答えを聞いて思わずといった様子で苦笑いする。

「ユーリ、しっかりね」

「アリシア様、このような機会を与えてくださってありがとうございます。どうかご無事で」

　そうして私たちは解散し、それぞれの持ち場に向かう。

　──作戦開始だ。




　魔王たちと別れた私は、早速、グラン商会に向かう。

　国内でも有数の商会の本拠地だ。国の要人をも迎え入れるレンガ作りの巨大な建物は、富と威勢を見せつけるかのように街の一角に佇たたずんでいた。

　私は、いつもの漆黒のドレスをなびかせ、鎌を持つ。憎き敵かたきの命を刈り取らんと進む私を、仰々しい数の警備兵が迎え撃った。

「飛んで火に入る夏の虫だ。本当に一人でノコノコ現れやがった！」

「捕まえたら好きにしていいって話だったよな。ひっひっひ、奴隷として末永く飼ってやろうぜ！」

　下品な笑みを浮かべる警備兵たち。

　私のことを獲物だと舐なめきり、ねぶるような視線が向けられる。不愉快だった。

　警備兵たちは一斉に魔法銃を私に向かって放ってきたが、

「あはっ」

　飛んでくる魔弾を鎌でひと薙なぎし、無効化する。グラン商会の庭園を舞うように駆け、鎌を振るって次々と無力化していく。

　向かってくる者には、一切容赦するつもりはない。

　今夜、私は本気でグラン商会を壊滅させるつもりでいた。

「ば、馬鹿な──。グラン商会が開発した最新鋭の魔法銃だぞ!?」

「そんな旧式の魔法銃。戦場で使ってたら一瞬で死にますよ。こんな風にね？」

　奴やつらの自信の源は、手にしたグラン商会の商品か。

　グラン商会で取り扱われていた魔法銃は、魔力を通して魔弾を撃ち出す魔法銃だ。その命中精度は本人の魔力制御によるところも大きく、込められる魔法にも応用が利かない。

　彼らはその形こそが世界最先端だと豪語するが、私はそうは思わない。道具に使われているようでは二流。努力を怠った者がたどり着く先で、その先には何もないのだ。

　私は魔法銃に干渉して、魔法陣に刻まれた術式を書き換えていった。

「な、なんだこれは──」

　変質していく魔法銃を見て、警備兵の一人が怯おびえた声を上げた。

「撃て！　魔女を撃ち殺せ！！」

「あはっ、無駄ですよ」

　あまりにも脆ぜい弱じゃくな魔法陣だ。所詮は量産品。魔法陣の一部を書き換えてやるだけで、簡単に機能を失わせることができる。

　否、それだけでなく、

「闇の加護よ──」

　私は更に術式に干渉して、あっさりと制御権を奪い取った。

　銃弾として撃ち込むのは、魔弾などという生ぬるいものではなく魔族が得意とする呪術だ。

　更にこの銃に私がアレンジを加えるなら、

「上う手まく行きました──眼前に立ちふさがる敵を撃ち抜け！」

　自律制御──

　魔法銃は警備兵たちの手を離れ、まるで意志を持つように私の周りを旋回する。

　そのまま私の手を離れると、次々と敵に向かって呪術を吐き出していく。突然の事態に体勢を立て直す間もなく、為なす術すべもなく警備兵は沈んでいく。

「闇の加護だと!?　魔女め！　そのような邪法を、よくも！」

「あはっ、そうです。私は魔女ですから──」

　どいつもこいつも、いざ私が魔女として振る舞ったらののしってくるのはなぜだろう。ただ王国で望まれたとおりに振る舞っているだけではないか。

　呪術に身を蝕むしばまれた警備兵の隊長が憎々しげにうめくが、もう遅い。立っているのも辛つらいという様子で、武器を支えにしてどうにか戦う体勢を維持しているだけだ。

　この男には聞きたいことがある。

　私が一歩、また一歩と歩みを進めると、警備隊長の瞳に怯えが走った。

「エスタニアは、どこにいますか？」

「……くそっ。魔女め、地獄に落ちろ──！」

「あはっ。地獄なら、もう味わいましたよ」

　エスタニアの居場所を言うつもりはないと。

　それなら残念ですが──。

「さようなら」

　私は鎌を一いっ閃せん。

　警備隊長の首を刈り取り、グラン商会に血の雨を降らす。

　返り血をぬぐうこともせず、私は静かに振り返る。ゴミ掃除は、まだ終わっていない。

「た、助けてくれ！」

「俺はグラン商会の悪い噂うわさを知らなかったんだ！」

「悪いのはエスタニアの野郎だ。俺たちは何も悪くねえ！」

　今になって怯えるのか。実に白々しい。

　常日頃、グラン商会で甘い汁を吸っていたくせに。最後まで警備兵としての役割をまっとうしようとした警備隊長の方が、まだマシだ。この期に及んで醜く命乞いをしようとする姿は、醜悪なことこの上ない。

「あはっ、知りませんよ。あなたたちは、私の前に立ちふさがった。だから酷むごったらしく死ぬ──それだけのことですよ」

　高らかに哄こう笑しょうする。せいぜい怯えるがよい。

　やっぱりその恐怖する様子だけが、私の心を静めてくれる。

「さようなら」

　警備兵たちの体内に入り込んだ呪術が暴走する。

　魔法式は一切の容赦もなく警備兵を蹂じゅう躙りんしていき──やがては赤い華を咲かせた。

「さてと。エスタニアさんは、どこですかね？」

　熱に浮かされたように私はクスクスと笑う。

　そうして私は、グラン商会に足を踏み入れた。
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　グラン商会の中には、まるで貴族の屋敷のように豪華な調度品が並べられていた。富を見せつけて相手を威圧し、商談を進めやすくするためだろう。亜人たちのような弱者を踏みにじって築き上げた富を利用し、商会は更に成り上がろうとしているのだ。

　私は商会の中を進んでいく。

　魔力探知──建物の中の魔力を探り、エスタニアの気配を探る。

「へえ、エスタニアさんは本当にこの建物の中にいるんですね」




　私を舐めきっているのか、逃げることなどできないとプライドが邪魔をしたのか。どちらにせよ好都合だった。

「な、どうして賊がここに!?　警備兵はどうした!?」

「ま、まさか──」

「あの程度の戦力で私を止められるとお思いですか？」

　こちらを見て警備兵が目を見開いた。

　己の職務を果たそうと、私に襲いかかってくる者がいた。命惜しさに逃げ出す者もいた。その末路は同じであった。

　この商会に手を貸し、今日、この場所にいた時点で同罪だ。

「や、やめろ。死にたくねえ──」

「あなたは、亜人たちのやめてほしいって声に耳を傾けましたか？」

「はあ？　なんだって、そんなことを……」

「奴隷がどうなろうが、俺たちには関係ないだろう」

　興味もなかったのだろう。警備兵たちは、なぜそんなことを聞かれたか分からないとばかりに目を瞬またたいた。

　あまりに予想通りの反応に辟へき易えきした。

「あはっ、そうでしょうね」

　くすくす笑いながら、私は容赦なく鎌を振るう。

　それだけで簡単に死体ができ上がる。

　聖女アリシアの公開処刑も、結局は同じことなのだろう。

　私は王国の奴隷だったのだ。処刑広場の異様な熱気を思い出す。あいつらは別に魔女の行いに憤っていたわけではない。奴隷がどうなろうが自分には関係ないし、ただ公開処刑という残虐な見世物を楽しむことを選んだだけなのだ。

　──だから、こんな末路を迎えるのだ。

「手遅れですよ、あなたはこの商会に加担した──だからここで、酷ったらしく死ぬんです」

　壊れたように笑いながら、私はまた鎌を振るう。

　一切の抵抗を許さない一方的な蹂躙劇。

　袈け裟さ斬ぎりにされた警備兵の死体が、その場に倒れ伏す。

　血ち塗まみれた道を、私は歩み続ける。




　魔力反応を追跡しながら商会の建物を歩くこと数十分。

　私がたどり着いたのは、ひときわ豪華な作りの扉の前だった。ここを守っていた警備兵たちも、今は物言わぬ軀からだとなって床に転がっている。

　この奥にエスタニアがいる。

「お久しぶりですね、グラン・エスタニア」

「聖女アリシア。貴様──本当に生きておったのか」

　私は扉を開け放ち、淡々と声をかける。

　でっぷりと太った腹を揺らし、エスタニアは悠々と私を迎え入れたのだった。
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　憎き敵が目の前にいる。

　一歩、また一歩と私はエスタニアに向かって歩みを進める。

「ふはは、馬鹿め！　かかりおったな──！」

　エスタニアが、そう叫びながら何かのスイッチを押した。

　魔法陣が発動し、私の方に向かって蔦つたが伸びてきた。そして魔力を帯びた蔦は、みるみるうちに私の手足を絡め取った。

「Ｓランクの魔獣すら拘束する魔導具だ。身動きすらできまい？」

　宙づりに固定された私を見て、エスタニアはせせら笑った。

「まさか本当に聖女アリシアが復活していたとはな。処刑されるだけでは飽き足らず、また玩具おもちゃになりに来ようとはな」

　自らの優位を疑ってもいないのだろう。

　この程度の拘束なら、少し魔力を込めるだけで簡単に引きちぎれそうだけど……。

　こいつには聞きたいことが山ほどある。私はしばし、エスタニアとの会話に付き合うことにした。

「そういうあなたは、お変わりないようで」

「おかげさまでシュテイン王子からもよくしていただいているのでね」

　でっぷり太った腹を揺らし、エスタニアは煙草たばこを吹かす。

「やっぱりあのパーティーは、私の無実を知った上でのことだったのですね？」

「ふっふっふ。当たり前だろう」

　それはいわば事実を確認するだけの質問。

　悪びれた様子もなく、エスタニアはあっさりと肯定する。

「しかしせっかく死ねたのに、また王国に捕らわれに来るとは──なんと愚かなことよ。貴様のことは、たっぷりと奴隷として可愛かわいがった後にシュテイン王子に献上することにしよう」

「へえ？」

「シュテイン王子は、例の脅迫状で頭を抱えている──犯人を捕らえたとなれば、我が商会はより発展していくことだろう。恨むなら己の浅慮を恨むのだな」

　この世には分かり合えない人種がいる。そんなことはシュテイン王子とフローラから学んでいたつもりだったが、この男も大概だった。

　今この状況ですら、蘇よみがえった私という存在を利用して、商会を大きくすることだけを貪欲に考えている。その過程で踏みにじってきた物には、欠片かけらも関心を示さない──それがグラン・エスタニアという人間なのだ。

　さて、復ふく讐しゅうを始めよう。




「この程度で、私を捕らえたつもりですか？」

「強がるでない。貴様の魔力は、地ち下か牢ろうで散々調べた通りだ。身動きすら──」

「あはっ。この程度で、私の恨みが鎮まるとでも？」

　本気で、この程度で私のことを拘束したつもりなのか。

　随分と侮られたものだ。集中力を研ぎ澄ませ、私は魔力を練り上げていく。

「光の加護と、闇の加護よ。この忌いま々いましい拘束を、打ち破れ！」

　まったく恐怖はなかった。

　光と闇の魔力を勢いよく体外に放出。それだけでパキーンと音を立てて、私を戒めていた蔦がちぎれ飛んだ。

「なっ!?」

「なんでしたっけ？　Ｓランクの魔獣でも拘束できる魔導具でしたっけ？　──ご愁傷さま」

　小首を傾かしげて私は笑いかける。

　ぽかーんとしているエスタニアだったが、私の方がＳランクの魔獣よりも強かった。それだけの話である。

「裏切り者め！　この、バケモノめ！」

「あはっ。だって私は、魔女なんでしょう？　それならこれぐらいは朝飯前ですよ」

　今更になって裏切り者？

　そうなるように望んだのは、あなたたちなのに。

　エスタニアは、逃げようとよろよろと窓に駆け寄った。先ほどまでの、全身に漲みなぎる溢あふれんばかりの自信はなく、ただ哀れに脅威から距離を取ろうとする浅ましい姿。

「あはっ。逃がすとお思いですか？」

　私は支援魔法を壁に向かってかけ、窓を蹴破れないようにする。

　せいぜい恐怖するがよい。あなたは、絶対にこの場で殺す。

　薄い笑みを浮かべ、私は一歩、また一歩と歩みを進めた。




「ひぃぃ。警備兵、何をしている！　警備兵っ！」

「無駄ですよ。もうあなたを守る者は、ここには誰もいませんから」

　私は、背中から鎌を取り出した。

　愛用の得物は、警備兵たちの返り血を浴びて禍まが々まがしく輝いている。

「あはっ、エスタニアさん。言い残すことはありますか？」

「ひぃぃ……。どうか命だけは──」

　逃げようとして、エスタニアは無ぶ様ざまに尻餅をついた。そのまま無様に這はうように、私から逃れようと必死にもがく。

　私は一歩一歩歩みを進め、鎌を一閃。

「ぎゃぁぁぁあ！　足が、足がぁあああ！」

「足の一本や二本で、随分と大げさですね」

　私が受けた屈辱は、理不尽に踏みつけられた奴隷の痛みは、そんなものではないのに。

　私は鎌を突きつけ、吐き捨てるように語りかけた。

「そうして許しを求める私に、あなたはなんて言いましたっけ？」

「悪かった。悪かった──どうか命だけは許してくれ！」

「死ね！　死ね！　って──大歓声を上げてましたよね！　処刑場で、私が断末魔の悲鳴をあげるのを聞きながら！　苦しむ私を見て手を叩たたいて喜んでましたよね！」

　悲鳴のような叫びを聞いて、エスタニアは恐怖で顔を青くした。




　──そうだ、その顔だ。

　その恐怖に歪ゆがんだ顔だけが、私の黒い感情を満たしてくれる。

　まずはすべての指を切り落として、醜い命乞いの声も発せないように喉をつぶしてやろう。

　耳を削そぎ落として、両目をくり抜いて、死ぬよりも苦しい思いをさせてやろう。

　私には、その権利がある。そんなことを考えていたとき、

『第三収容所より報告。襲撃者あり──賊の狙いは奴隷の強奪。繰り返す、賊の狙いは奴隷の強奪。エスタニア様、指示をお願いします』




　──はっ、私はなにを……？

　魔導具から、声が聞こえてきた。

　グラン商会の商人の声のように聞こえるが、聞き間違えることはない。

　その声はアルベルトのものであった。

「アルベルト？」

『アリシア!?　グラン商会の会長の所にいるの？　どうして？』

「無事にたどり着けました。エスタニアなら、そこで……」

　私は醜くうごめく人影に視線を送る。

「ひぃぃ……」

　エスタニアは、無様にも口から泡を吹き、失禁していた。

『アリシア様──』

『まさか本当にグラン商会を、真っ正面からぶっつぶすなんて……』

　呆あきれたような声が、通信の魔導具の向こうから聞こえてきた。




　──これ、作戦は失敗ですね。

　一言で言えば、やり過ぎであった。

　私は単騎でグラン商会を制圧。エスタニアを捕縛。

　これでは狙いが亜人の奴隷たちであるとは、到底、思われない。

　エスタニアに収容所に連絡を取らせて、魔力を追跡して位置を突き止める作戦は失敗だ。だとしても、結局エスタニアから情報を聞き出せれば同じことか？

「エスタニア、亜人たちの収容所はどこにありますか？」

「街外れの倉庫の地下。街近くのダンジョンの最奥部──それで全てだ。どうか、命だけは助けてくれ！」

　すっかり戦意が折れてしまったのだろう。

　エスタニアは、驚くほど素直に収容所の場所を話した。

　後はアルベルトたちに伝えて、亜人たちを保護してもらうだけである。エスタニアに背を向けて、通信機を弄いじり始めた私に、

「馬鹿めっ！　油断しおったな！」

　エスタニアが、ナイフを片手に血走った目で飛びかかってきた。




　──最後まで芸のない人。

　何かを企たくらんでいるのは分かりきっていた。

　最後ぐらい少しは意表を突いてほしいところですね。私は素手でナイフを弾はじき飛ばした。

　至近距離からの一撃ではあったが、読めていれば防ぐのは容易である。

　そもそも直撃しても、支援術式を重ねがけした私には刃先すら通らない。ナイフ一本でどうにかできると、本気で思っていたのだろうか。

　防がれるとは思ってもいなかったのか、エスタニアは呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

「さようなら」

　鎌を一閃。断末魔の悲鳴もなく倒れ伏すエスタニア。

　そうして私の鎌は、あっさりとグラン商会の長──エスタニアの命を刈り取った。

「あはっ、殺やっちゃいました」

　ちなみに作戦では、エスタニアは生け捕りにする予定であった。奴隷たちが捕らえられている収容所の位置を知るだけでなく、奴隷たちを助けた後にも利用価値があるからだ。

　だからこれは私の暴走によるイレギュラー。

「まあ、やってしまったことは仕方ないですよね」

　後悔は全然ないけれど、アルベルトには謝っておこう。

　私は通信機を使ってアルベルトに連絡を取るのだった。
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　アルベルトに収容所の場所を伝え、私はようやく一息つく。

「収容所の制圧は、リリアナとアルベルトに任せておけばよいとして」

　不安なのはユーリである。魔王城で戦闘訓練を受けているとはいっても、まだまだ訓練を始めたばかりだ。グラン商会の残党に囲まれたら、ひとたまりもないだろう。

「私たちで守りながら魔王城まで帰れますかね？」

　助ける以上は、責任を持って魔族領で面倒を見るとアルベルトは言っていた。

　私も全力で隠蔽魔法を使って逃亡をアシストするつもりだが、追っ手が放たれた場合、無傷で逃げ切れるかはかなり怪しい。

「まずはユーリと合流しましょう」

　そうして私は、アルベルトたちがいる収容所に向かうのだった。




　どうやらアルベルトたちは、首尾よくやったらしい。

　商品として捕らわれていた数十人の亜人たちは、既に建物の外に勢せい揃ぞろいしていた。不安そうに顔を見合わせる亜人たちを、ユーリが必死に宥なだめている。

「アリシア様！」

　私に気付いたユーリが、安心したような顔で駆け寄ってきた。母親と妹も一緒のようだ。

　ユーリの目的が叶かなって本当に良かったと私は安あん堵どする。よぎったのは孤児院長を助けられなかった苦い思い出だ。そんな悔しい思いをするのは、私だけで十分だ。

「ヒッ」

　私の姿を見た亜人の一人が、顔を引きつらせた。

　返り血を浴びた私の姿を見て、怯えているのだろう。別に今更ショックは受けないけど、ほんの少し悲しい気持ちにはなった。

「大丈夫です、皆さん。アリシア様は心強い僕たちの味方です」

「ユーリさんがそう言うのなら……」

　私のことを恐る恐る見ていた亜人だったが、ひとまずユーリの言葉に納得した様子。

　すっかりユーリは、捕らわれの亜人たちの心を摑つかんでいるようだ。突如として、ずっと閉じ込められていた施設が襲撃を受けたのだ。亜人たちがパニックに陥っても、おかしくないだろう。ユーリがいたからこそ、彼らは冷静さを保っているのかもしれない。

「よくやりました。お手柄ですよ、ユーリ」

　私が思わず頭を撫なでると、ユーリは嬉うれしそうに目を細めた。犬耳がぴょこぴょこと意思を持つように跳ねて微ほほ笑えましい。

「ユーリ、魔王さんとリリアナは？」

「二人は他の収容所に向かいました。街の外で合流する予定です」

　二人のことは心配ないだろう。

「隠蔽魔法をかけます。皆さん、できるだけ集まってください」

「あ、ああ」

「すまねえ……」

　集まっていた亜人たちに隠蔽魔法をかけ、私たちは魔王たちとの合流地点に向かうのだった。
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「おつかれさまです、アルベルト！」

　合流地点で、私たちは無事に再会を果たす。

　アルベルトとリリアナは、それぞれ救出した亜人たちを連れていた。

「アリシア様、ご無事で何よりです！」

「本当にグラン商会を一夜で壊滅させるとは──さすがはアリシアだよ」

　グラン商会の警備兵は全滅し、商会の長は死亡。少なくない被害を受けたグラン商会は、そう簡単に立て直すことはできないだろう。

　作戦は大成功。私たちの間には、弛し緩かんした空気が流れていた。

　──その一瞬を突かれたのだ。

「ッ!?」

　最初に異変に気がついたのは、私だった。

「皆さん、その場を動かないでください！」

「アリシア？」

　何かが来る!?

　こちらに向かってくる凶悪な魔力反応。

　鋭く叫び、私は全力で結界を張る。亜人たちまですっぽり包み込むような巨大な結界だ。聖女の魔力に物言わせて作り上げたものだ。

　それと同時だった。

　木々を焼き払いながら凶悪なレーザーが、私たちに向かって飛んできたのだ。

「くっ!?」

　全力で張ったはずの結界があっさり貫かれ、私は慌てて結界を多重付与する。

「なんて威力！」

　せっかく助けた亜人もろとも、危うく焼き払われるところだった。視界が白く染まるほどの純白の光が収まり、私は結界を解く。そうして現れたのは──

「ふん、また貴様の顔を見ることになるとはな」

「シュテイン・ヴァイスッ！」

　憎くて憎くてたまらない因縁の相手。

　元婚約者にして全ての元凶である王子が、巨大なゴーレムの肩に乗っかり私たちの前に姿を現したのだ。体長数メートルはあろうかという巨大ゴーレムは、国でも有数の魔法使いにしか作れない兵器そのものであった。

「へえ。君がアリシアを殺した張本人か。まさかボクの前にのこのこと姿を現すとはね。覚悟はできてるんだろうね？」

「魔王か。正真正銘の魔女に堕おちたか」

　アルベルトの殺意のこもった目を受けても、シュテイン王子は飄ひょう々ひょうと受け流す。

「なあ、アリシア。なぜ俺の邪魔をするんだ？　おまえの役目は、もう終わったんだよ。わがまま言わずに、さっさと退場してくれないかい？」

「は？」

　シュテイン王子は、醜悪な顔を歪めてそんなことを言い放つ。既にそこに情はなく、私のことを敵ではなく邪魔な路傍の石ぐらいにしか思っていない様子。

　あまりの物言いに、言葉すら出てこなかった。

「どうしてここが分かったのですか？」

「グラン商会の脅迫状を見て、もしやと思って張っていたんだ。まさかと思ってたけれど──生まれ変わってまで、俺の邪魔をするとはね」

　シュテイン王子は、余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくといった調子で話し続ける。

　一気に飛びかかれば、その首を取れそうな距離だ。でもできない。

　シュテイン王子のゴーレムは、禍々しく輝くレーザー銃を多数搭載していた。その銃口は、身を守る術すべを持たない亜人たちに向けられていた。

「このレーザー銃は、グラン商会の特別仕立でね。持ち運びに難がある欠陥品だけど、その分、威力は絶大でね──」

「卑ひ怯きょう者ものっ！」

　私は常に、亜人たちに結界を張ることを余儀なくされる。

　シュテイン王子に攻め入る隙を少しでも見せたら、私の後ろにいる亜人たちはまたたく間に焼き尽くされてしまうだろう。

　それは奇くしくも、フローラが取った戦術と似たようなものであった。

「さすがは聖女の結界だな。一発で全滅させるつもりだったのに、まさか耐えられるとはな。だが、いつまで耐えられるかな？」

　シュテイン王子はゴーレム兵を数十体生み出し、その場に展開した。それぞれが器用に両腕を操り、レーザー銃を私たちの方に構える。

　……いつまで耐えられるかと言われれば、正直、丸一日でも耐えられる気はする。

　けれども、こちらから攻撃する術もなかった。

「ボクのことを忘れてもらったら困るんだけど」

「私もいます」

　しかし私は、一人で戦っているわけではない。今の私には、かつての宿敵であり志を同じくして手を取り合う頼もしい仲間がいる。気心の知れた戦友がいる。

　この状況は簡単に覆くつがえせるものだが、私は警戒を解かず、アルベルトたちに向かって頷うなずきかけた。彼らがシュテイン王子に後れを取るとは思えなかった。

「二人とも、お願いします」

「おっと。あなたたちの相手は、わたくしがいたしますわ」

　アルベルトたちとシュテイン王子の間に舞い降りる者がいた。

　その女はシュテイン王子の操るゴーレムの裏から飛び出すと、こちらに向かって慇いん懃ぎん無礼なお辞儀をしてきた。

　白髪のロングヘアがさらりと流されており、その姿は芸術作品のように美しい。見た目だけなら幻想的な美しさすら感じさせる少女。

「イルミナ。気を付けろ、敵は手て練だれだぞ」

「存じておりますわ。まったく、教会から魔女が二人も現れるなんてねえ」

　ころころと笑う少女の声とは裏腹に、その瞳には嗜し虐ぎゃく性せいが垣かい間ま見える。

「魔女が、二人ですって？」

「ええ。あなたと──フローラさん」

　私の問いに、イルミナは平然と答えた。

　聞いていたシュテイン王子にも、特に動揺はない。まさか──

「まさかフローラを切り捨てたのですか？」

「当たり前だろう。あんな自白、ふざけやがって。おかげで王族の信頼が揺らぐわ、教会に貸しを作ることになるわで、大おお事ごとだよ」

　シュテイン王子は、そう吐き捨てた。

　──ああ、そういう人でした。

　たとえ愛を誓い合った相手でも、都合が悪くなれば容赦なく切り捨てる。

　彼は宣戦布告を受けて、即座にフローラを切り捨てることを選んだのだ。私が邪魔になったから排除したときと同じように。

「最低ですね」

「いいや、俺は正義だ。これは魔族から人類を守るための聖戦なのだからな！」

　シュテイン王子は、獰どう猛もうに吼ほえた。

　保身と権利欲に走ったその姿は、どこまでも醜かった。




「ボクは今、最高に機嫌が悪い。死にたくなければ下がったほうが身のためだよ」

「あらまあ、怖い。わたくしには、神のご加護が付いておりますので。わたくしたちが勝つことは、決定事項なのですわ」

　魔王に怒りのこもった表情を向けられても、イルミナは動じる様子もない。

「言ってるがいいさ」

「アリシア様の敵かたき！　お覚悟を！」

　アルベルトとリリアナが、一斉にイルミナに飛びかかる。

　とても巧妙なコンビネーションを交えた刃やいばは、あっさりイルミナの胸を貫いた。どう見ても致命傷に見える。拍子抜けするほど呆あっ気けない幕切れ。

　誰もが決着を確信したその時、

「油断大敵ですわ！」

　地面に伏したはずのイルミナが消え、突如としてアルベルトの真後ろに現れた。瞬間移動、そうとしか表現できないような現象。

「アルベルト、後ろです！」

「なっ!?」

「遅いですわ──『ジャッジメント！』」

　とっさに飛んで距離を取ろうとしたアルベルトの背中を、イルミナの聖魔法が焼き払う。

「アルベルト!?　『ヒーリング！』」

「よそ見とはいい身分だね！」

「くっ！」

　咄とっ嗟さにアルベルトに治癒魔法をかけると同時に、シュテイン王子から再びレーザー攻撃が飛んでいた。辛かろうじて防ぎ切るが、油断も隙もない。

　シュテイン王子の扱うレーザー銃の威力が、少しでも低ければ結界を張りながらでも戦いに加われただろう。亜人たちの人数が少なければここまで結界の維持に神経を使うこともなかった。その両条件が整ってからの仕掛け──計算して作り出された硬直状態。

『エンシェント・フレア！』

　アルベルトと切り結んでいるのを見て、リリアナが魔法を発動。

　巨大な火柱が立ち上り、イルミナを吞のみ込んだ。間違いなく致死級の魔法が直撃している──それなのにイルミナは何事もなかったかのように復活し、

「無駄ですわ！」

　またしても空中から現れ、即座に反撃に転じた。

　不浄のものを打ち払う天罰の雷。イルミナがカウンターで放った必殺の魔法だったが、警戒していたリリアナはすれすれのところで回避する。

「不死身だとでも言うの!?」

「言ったでしょう？　私には、神のご加護が付いてるって」

　その後も似たような展開が続いていった。

　私は、シュテイン王子からの攻撃を防ぎながら、必死に戦闘を観察する。突破口を探せるとしたら、外から戦闘を観察している私だけだ。

　イルミナの戦闘は、シンプルだが実に強力なものだった。防御を捨てて、確実に相手の命を削るべく攻撃を続ける捨て身の戦法。致命傷を与えても瞬時に回復されるどころか、攻撃の起点として利用される始末。

　そうしてイルミナの動きを観察して、気がついた事実があった。

「アルベルト！　現れた直後のイルミナの動きを観察してください！」

「現れた直後？」

「はい。正確にはイルミナは魔法を詠唱しています。恐らく特定の条件に合わせて発動する設置型のカウンター魔法です」

　それはイルミナの動きと、術式を解析して気がついた事実だった。

　彼女は死んで魔王の呪じゅ詛そ魔法で動きを封じられた後、必ず同じ行動を取っていた。あたかも決められた動きをなぞるように真後ろに出現し、必ず同じ魔法で反撃していた。

「カウンター魔法だって？」

「はい。恐らくイルミナは、自らの死を発動条件に設定しています」

　アルベルトが信じられないとばかりに目を見開いた。

　自らの命をチップとして扱うギャンブルに勝たなければ成功しない狂気の魔法。私もこの目で見るまで考えたことすらなかったが、たしかにこの現象を可能とするだろう。

「正体がカウンター魔法だとすれば、発動直後に必ずかけ直しが必要です」

「アリシア、つまりボクは何をすればいい？」

「一度殺した直後に魔法詠唱の隙を与えず、もう一度殺してください」

　特定の条件で起動するカウンター魔法は、術式の高度な理解が必要だ。また掛け直しも必要であるため、戦闘時に実用レベルで使いこなせる人はいないと思っていた。おそらく条件を満たした際に発動させる現象を一定にすることで、術式をできる限り簡略化しているのだろう。

　だとしても自らの死を条件として設定するなんて。

　狂気の沙汰としか思えない。

「あらまあ、困ったことになりました。そこの魔女さんは、いい目をお持ちなんですね」

　困ったように微笑むイルミナ。

　そう言いつつ、まるでこたえた様子はない。不死身に見えたイルミナであったが、それは種も仕掛けもある魔法によるもの。戦術が暴かれたなら、少しは慌てる気がするのだけど。

「リリアナ、魔法を溜ためておいて。ボクが先に殺る」

「かしこまりました、魔王様」

　初の共闘だと思えないほど、アルベルトとリリアナの動きは息が合っていた。

　私は基本的には単独で暴れ回りたいタイプだからな──この二人は意外と相性が良いのかもしれない。

「はあ。潮時ですわね」

「逃がすとでも？」

　まただ。この余裕は、いったい何なのだろう？

　戦意のなくなった様子で、イルミナは脱力する。アルベルトの一撃は、確実にイルミナの命を奪い取り、カウンター魔法のトリガーを引くだろう。その直後にリリアナが魔法を撃ち込めば、それで終わるはずだ。

「今日のところは遊びに来ただけですからね。見逃して差し上げますわ」

「いつまで強がりを言ってられるかな？」

　アルベルトは一気にイルミナに肉薄し、その体を鋭い爪で引き裂いた。

　その数瞬後、アルベルトの真後ろにイルミナが現れる。やはりイルミナは、いつものようにジャッジメントの魔法を唱えようとしていた。

　カウンター魔法により同じ動きを繰り返しているのだ。初見では脅威だったが、種さえ割れてしまえばそれは致命的な隙となる。

「リリアナ！」

「はい、アリシア様！」

　リリアナが魔法を解き放とうとしたところで、

「仕方ないか」

　つまらなそうなシュテイン王子の声。

　シュテイン王子のレーザー銃から、敵を消滅させる純白のレーザーが射出される。

　──イルミナに向かって。

「はあ？」

　私は、呆然と事態を見守ることしかできない。

「楽しかったですよ。また戦場で、お会いしましょう」

　気がつけばイルミナが、シュテイン王子のゴーレムの肩に座っていた。瞬間移動──またそうとしか表現できない現象が起きていた。

　どうして──？

　術式の掛け直しは、到底間に合わなかったはず。一体、何が起きた？




　混乱する私たちをよそに、シュテイン王子のゴーレムが巨大な魔法陣に包まれていく。そうして私たちが反応する間もなく──

「消えた!?」

「転移、魔法？」

　次の瞬間には、跡形もなくその場から消えてしまったのだ。

　私はその場に残された術式を解析して、ようやく気がついた。これはイルミナが用意していた保険だったのだろう。

「トリガー魔法──シュテイン王子に殺されるという事象を、自らの死とは別に定義しておいたのですね。完全にやられました……」

　今頃、シュテイン王子とイルミナは王城に転移していることだろう。転移魔法のような複雑な魔法まで発動できるのは、予想もしていなかった。

　死をトリガーとしたカウンター魔法。まるで自らの生命すら駒のように扱う姿勢。その精神状況を想像して、私は背筋が凍るようだった。

「ごめんなさい、見破れませんでした。逃がしてしまいましたね……」

「とんでもないよ、アリシア。ボクたちだけじゃ糸口も摑めなかったしね」

「アリシア様は、ここにいる亜人たちの命を救いました。私たちの勝利ですよ！」

　敵に逃げられたことを悔やむ私だったが、アルベルトとリリアナは、私を励ますようにそう言った。シュテイン王子の待ち伏せは、こちらの身動きを封じる嫌らしいものだった。最初の劣勢を思えば、十分すぎる戦果ではあった。

「また戦場で、ですか」

　王国は、教会と手を取り合った──とんだ隠し玉を持っていたものだ。

　王国を滅ぼすための戦争を続けていれば、彼女ともまた相対することになるだろう。今回は翻ほん弄ろうされたけど、

「「次は負けない」」

　アルベルトと声が揃った。

　意識することなく、自然と視線が重なる。

「やっぱりボクたちは、似た者同士なのかもね」

「ええ。アルベルトが味方なら、本当に頼もしいです」

「ボクもだよ」

　そんなやり取りをしていると、

「はいはい、いちゃいちゃしてないで魔王城に戻りましょうね～」

　リリアナが、パンパンと手を叩いた。

　いや？　私とアルベルトは、そんな関係じゃないですけどね!?




　その後の道中は、平穏そのものだった。

　念のため、丁寧に隠蔽魔法をかけながら魔族領まで戻ってくる。ここまで来れば、なかなか王国軍も手を出せないだろう。

「それで、この人たちにどこに住んでもらいますか？」

「魔族領には、いくつか開拓村があるからね──労働力が足りなくて困ってる村は多いんだ。悪いようにはならないと思うよ」

　おずおずと切り出す私に、アルベルトはそう言った。

　元奴隷の亜人たちを預けるため、私たちは護衛も兼ねていくつかの開拓村をめぐる。

「魔王様と聖女様？　いったい、こんな辺へん鄙ぴな村に何の用ですかい？」

「実はお願いがあって……」

　開拓村の面々は、奴隷として虐げられていた亜人たちを快く受け入れた。労働力として歓迎されたのもあるが、魔族領には王国での扱いに耐えかねて逃げてきた者も多い。似た経験を持つ者同士、感じることもあったのだろう。

「何から何まで本当にありがとうございました！」

「この御恩は、一生忘れません！」

　そんな感謝の声を背に、私たちは魔王城に戻るのだった。
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　その日、王国では再び戦せん慄りつが走っていた。

「なあ、聞いたか？　グラン商会のこと……」

「ああ。一晩で拠点が壊滅状態だってよ」

　街中で噂うわさになっていたのは、脅迫状を受け取っていたグラン商会の末路であった。

　王国民の心に、魔女の無罪が証言されたフローラ事変は記憶に新しい。

　この国を守っていたのはアリシアだったと気がついても、既にアリシアは酷むごたらしく処刑された後なのだ。国の英雄に対して、この国は何をしたのか──人々は、その最期を思い出して震えあがっていた。

　一方、フローラ事変そのものが魔族の陰謀だと切り捨てた者もいた。そもそもアリシアが生き返ったことを信じなかった──あるいは信じたくなかった者も多い。

　そのような状況で、魔女を名乗る者が正義を謳うたい、国内随一の商会を滅ぼしたことの意味は大きい。騒ぎにならないはずがなかった。

「どうするんだよ……。俺、魔女の最期に立ち会っちまった」

「べ、別にグラン商会みたいに直接睨にらまれることをしたわけじゃねえ。俺は魔女が無実だったなんて知らなかった。俺は悪くねえぞ！」

「そんなだから魔女は王国に復ふく讐しゅうするなんて言ってるんじゃねえのか!?」

　どこか遠い世界の話に過ぎなかった魔女の脅威が、突如近づいてきた恐怖。自らの立ち位置は決して安全圏ではないことを理解し、彼らは慌てていた。

「クソッ。シュテイン王子も、フローラの野郎も、何てことをしてくれたんだ」

「まったくだ。国王陛下が国内にいらっしゃらないのをいいことに好き勝手なことを……」

「何にせよ善良な市民を巻き込まないでほしいもんだね」

　最初は国が用意したショーを見ていただけのはずだったのだ。それなのに気がつけば、脅威は我が身にも迫りつつある。

　この国を本当に守っていたのは、アリシアという少女だったのだろう。それなのに下らない理由で彼女を処刑し、こんな事態を引き起こしたのだ。

　ヴァイス王国民の王族への不満は、急速に高まっていった。







　そんな中、シュテイン王子は臆面もなく声明を出した。

　王国中から上がる説明を求める声を無視できなくなったのだ。

「我々は魔族に徹底抗戦する。魔女アリシアは、あろうことか魔王と手を組み、真なる聖女フローラの名を貶おとしめた。奴やつらは我が国に更なる混こん沌とんをもたらし、人類を根絶やしにしようとしているのだ！」

　落ちた王国内の求心力を取り戻すべく、徹底的に魔族と戦うという姿勢を示す。

　フローラの自白は、魔王と魔女に操られて喋しゃべらされたもので、そこには一片の真実も含まれていないとシュテイン王子は力説した。

「我が国の安全を守り、人が人らしく生きるため、悪逆の限りを尽くす魔族は、滅ぼさなければならない。人間の尊厳を取り戻すため──我が愛するフローラを救い出すため、どうか諸君らの力を貸してほしい」

　国民に頼み込むシュテイン王子は、真しん摯しな表情を作り出していた。

　アリシアが見ていれば、何を白々しいことをと吐き捨てたことだろう。彼はとうの昔に、フローラのことを切り捨てているのだから。だとしてもこの場においては、卑劣に捕らわれた最愛の人を救うという美談として語ってみせたのだ。

「我々、神聖ヴァイス王国は、宗教国家レジエンテと正式に手を結ぶことに成功した」

　シュテイン王子がそう宣言した。

　宗教国家レジエンテ。それは数多くの聖女を排出してきた教会の元締めとも言える存在で、どこの国にも深くは肩入れしないことで有名な国家だ。神聖ヴァイス王国とは、山一つ隔てて北西に位置する大陸でも有数の超大国であった。

「イルミナ殿下、いらしてください」

　シュテイン王子の宣言とともに現れたのは、イルミナ・レジエンテ──グラン商会からの撤退時にアリシアたちと遭遇した一人の少女であった。

　宗教国家レジエンテの王女──それが彼女の正体だったのだ。

「わたくしは、神聖ヴァイス王国の王子が見せた勇気に、敬意を表したいと思います。悪を憎み、正義を愛し、尊い愛を守るために武器を手に取る覚悟を示したシュテイン・ヴァイス殿下に、心より敬意を表します。レジエンテからは、わたくしの力が及ぶ限り、全面的に協力することをお約束いたします」

「イルミナ殿下のご判断に、心より感謝します」

　白銀の髪に、白磁のような白い肌。

　どこか幻想的な雰囲気を持つイルミナは、魔族との戦いの旗頭にはピッタリだったのだ。




　魔族への降伏など決してあり得ない。

　魔族を根絶やしにするべく、王国は本格的な戦いに身を投じていくことになる。
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　ある意味、王国の未来を決定づける演説の後。

　シュテイン王子とイルミナは、ヴァイス王国の城内で優雅に紅茶を口にしていた。

「聖女フローラを取り戻すための聖戦でしたっけ？」

「感動的なストーリーだろう？」

「面の皮が厚くないと王族なんて務まらないと、改めて学ばせていただきましたわ。わたくしとしては、魔族領の利権の約束さえ守っていただければ何でも構いませんけどね」

　淡々としたやり取りが続く。

　彼らは互いに利があり手を結んだに過ぎなかった。シュテイン王子は魔族との戦争による国内の混乱を抑えるため。イルミナは目障りな魔族を根絶して魔族領の利権を手にするため。互いに相手を利用するメリットがあったのだ。

「フローラを助け出せたなら、どうするつもりなのですか？」

　フローラを救い出したなら、アリシアへの冤えん罪ざいのことも明るみに出るだろう。

「分かり切ったことを。フローラが助かるなんてことは、万に一つもあり得ない──魔女には二人とも、きちんと戦死してもらわないとね」

「いっそ清すが々すがしいほどまでの屑くずですわね」

「ふん。何とでも言うがいいさ」

　イルミナは、軽蔑の色を隠そうともしない。

　彼らは互いに相手を嫌っていたし、ただ利害関係でつながるだけの間柄であった。
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　その日、私は久々にフローラを訪れていた。

　フローラは相も変わらずボロボロの姿で、地ち下か牢ろうの壁に括くくり付けられていた。両手両足の爪は剝がされ、体中にはどす黒い殴打の後がいくつも残る。おおよそ無事なところが見つからない有様であった。

「あ、アリシア様……」

　バツが悪そうに去っていく魔族たち。

　フローラがこのような目に遭わされているのは、まさに自業自得。別に彼らを悪く言うつもりもなかったし、少し前の私なら率先して加わっていたかもしれない。

「ぁ……」

　弱々しく身じろぎするフローラ。

　死なせるなという厳命が出ていたのは、フローラにとって不幸でしかなかっただろう。死んでしまうほうが楽な地獄というものを、私は知っている。フローラを襲っているものが、そのレベルの悪夢だろうということも想像がつく。

　何をしても構わないという共通認識は、人をより残酷にする。相手が苦しむ姿を見て留飲を下げるようになるし、自らが正義だと思えば罪悪感の抱きようもない。日々の鬱うっ憤ぷん晴ばらしに、日常の娯楽として行為はどこまでもエスカレートする。誰しもが残酷な一面を併せ持っているのだ。

「哀れね、フローラ」

「久しぶりね～、アリシア。私を、殺しにきたのかしら～？」

　弱々しく呻うめいていたフローラだったが、私の姿を見てにわかに目に光を取り戻す。お前さえいなければ、と憎しみの感情を未いまだに叩たたきつけてくる。

　ここまで行くと、いっそ感心するレベルの執念だ。その心を完膚なきまでに叩き折る。

「あはっ。まだ、死ぬには早いわね？」

　その一言で微かすかにフローラの目に怯おびえが覗のぞく。

　彼女がここに捕らわれてから、もう結構な時が経たつ。最近では虚うつろな目で、声すら上げずに黙って痛みに耐えているらしい。

　死にたがっていることぐらい予想済みだ。

「フローラ。あなた、王国で魔女扱いされてるわよ」

「え……？」

「私とおんなじ。シュテイン王子は、あなたのことも切ったのよ」

　更に現実を突きつける。助けは来ないし、地位も名誉も得たものは何もない。

　シュテイン王子に加担して、私を嵌はめて処刑に追い込んだ末路がこれだ。王子からは切り捨てられて、敵地の地下牢でいつ終わるとも知れない拷問に耐え忍ぶ日々が続くのみ。

　ざまぁみろ、と思った。

　私は鎌を取り出した。これで一つの復讐が終わる。

　数多あまたの血を吸った凶器をピタッとフローラの首に当てて言う。

「面白くないわね」

　そんな安あん堵どに満ちた顔をしないでほしい。

　これでは私が救いをもたらすようではないか。

　このままここに置き去りにしてやろうか──と思ったけれども、それも違う気がするのだ。嬉き々きとした表情でフローラを痛めつける魔族たちを見たくなかったのもあるし、やっぱりどんな復讐も自分でしなければ意味がない気もするのだ。

「あはっ、死にたい？」

「ぁ……。もう、許して──」

　死にたがっているなら殺すのはなしだ。

　ここに置き去りにするのもなしだ。

　そうなったなら──

「そうね、なら私に忠誠を誓ってくださいな。従属紋を刻んで──死ぬまでこき使ってやるわ」

　死ぬよりも屈辱的な提案だろう。

「じょ、冗談じゃ──」

「ならここに残る？」

「……」

　従属紋を刻むためには、双方の合意が必要となる。

　見下していた相手に命令を強制的に聞かされる気持ちはどうだ。ギリッと唇を嚙かみ、フローラは私を涙目で睨みつけてきた。それでも私の誘いをはね除のけることはできない。

「私は一向に構わないですよ？」

　ここで終わらせてなんてやらない。

　その顔が見られただけでも、今、とどめを刺さないでよかったと思った。

「……誓うわ」

「アリシア様、でしょう？」

　私はフローラに従属紋を刻んでいく。術式は既に理解していた。

　術者の生命に、決して危害を加えないこと。

　術者の命令に絶対に服従すること。

　魔族に決して害を与えないこと──念入りに行動を縛っておく必要があった。

「そうですね。ヴァイス王国との戦いに加わってもらうのは当然として──あなたには、私の部隊の戦闘で囮おとりになってもらいましょうか」

「じょ、冗談じゃ！」

　真っ青になるフローラだったが、従属紋を刻むというのはそういうことだ。

　国への裏切りだって、同族殺しだって、なんだって命じることができる。死ぬまで駒として扱うこと──それが今のフローラへの復讐だ。

　というか今になって、何を気にしているのか。

「フローラ、あなただって、今や王国に裏切られたんですよ。そんな国に忠誠を誓う意味が、どこにあるんですか？」

「あ……」

　まあ、フローラの心なんて知ったことではないのだけど。

　フローラの口から王国への愛なんて語られようものなら、手が滑って殺してしまいかねない。

「助かったなんて思わないことね。私は絶対にあなたを許さない。地下牢にいた方がマシだったと思う日々を送らせてやるわ」

「はい。……アリシア、様」

　私はフローラに治癒魔法をかけると、自らの部屋に向かって歩き出す。

[image: ]

　聖魔法の使い手は、実のところ貴重である──せいぜい、死ぬまでこき使ってやるとしよう。
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　ユーリの家族を助けるためにグラン商会を襲撃した事件は、その後、思わぬ方向に発展していった。シュテイン王子をはじめ王国への不満が高まっていたのも束つかの間、彼らはその矛先を巧みに外──私たち魔族へと誘導したのである。

「悪逆の限りを尽くす魔族は、滅ぼさなければならない──か」

「言ってくれますね」

　人間と魔族は、たしかにずっと戦争をしていた。それでもどこかで矛を収めて、手を取り合うという選択もあっただろう。魔族は決して話の通じない獣ではないのだから。

　分かり合えるわずかな可能性すらも、シュテイン王子は捨て去ったのだ。

　もっとも今更和平を求められても、私は応じるつもりはない。

「アリシア、どうして笑ってるの？」

「ごめんなさい。でも、あまりにおかしくて」

　ああ、私は笑っていたのか。

　シュテイン王子の選択を聞いて、私が感じたのは喜びだった。

　私の心は、やっぱりあの日にどこかが壊れてしまったのだと思う。

　戦場での高揚感が忘れられない。魔王城での日々は楽しかったけれど、胸にくすぶる黒い炎はどうしても復讐を果たすことでしか消えないのだ。

　──変ですね。

　別に、復讐は魔族と共に果たす必要もないというのに。

　魔族と王国との間で和平が結ばれたなら、その両方を相手取ってシュテイン王子を殺す。

　それぐらいの覚悟は持っていたはずなのに、どうして私は魔王城で暮らすことを前提に考えてしまったのだろう。

　ああ、もしかして私は、この心優しい魔王と敵対したくないのか。

　気がついてしまえばストンと腑ふに落ちた。それは自分でも信じられない感情だった。

「アリシアの気持ちはアリシアにしか分からない。アリシアの心の痛みは、アリシアにしか分からない。……だけどさ、これだけは覚えておいてほしい。信じられなくても構わない──どんなときでもボクは、必ずアリシアの味方でいるからさ」

　どうしてこのタイミングで、そんなことを言うのか。

　まるで心を見透かされているようだ。

「そんなこと、軽く言わない方がいいですよ？　もし私が、魔族と敵対することを選んだらどうするつもりなんですか」

「そんな日は来ないと信じてるけど──」

　アルベルトは考え込んでいたが、

「何がなんでも止めようとするよ。そんな道を選んでほしくはないからね──決して敵としてじゃない。ボクは君と分かり合うことを諦めないよ」

　言葉を選ぶように、だけど迷いなくそう告げた。




　──いいかい、アリシア。話し合いで解決できないことなんて、存在しない。

　──決して分かり合うことを諦めてはいけないよ？

　どうしてこんなときに、孤児院長の言葉を思い出してしまうのだろう。




「何でそんなこと言うんですか。頼むから迷わせないでくださいよ──そんなこと言って、結局どうにもならなかったら、きっとあなたは私を排除するんです」

　まるで駄々っ子のような言葉。

　彼が魔王という存在である以上、魔族と私を天てん秤びんにかけたときに魔族を取るのは当たり前。ただ意味のない否定をぶつけて、遠ざけようとするだけの言葉。

「どうにもならなかったら、か……。そうだなあ、アリシアと対立するぐらいなら──」

　アルベルトは、屈託のない笑みを浮かべると、

「そしたら魔王の座を譲っちゃおうかな。アリシアを忘れてこれからの人生を生きていくなんて、もう無理だ。ボク個人なら問題ないよね──どこまでも付いていくよ」

　あっけらかんとそう言い放つ。

　問題ないわけないだろう。私はそんな答えは望んでいない。復讐なんて行為は一人で果たして、静かに死んでいくものだ。だから心が喜びの声を上げているのは気のせいだ。

「どう、して？」

　掠かすれた声で問いかけると、長い沈黙があった。

「……幸せになってほしいから、かなあ」

　やがて返ってきた答えは、そんなもの。

　以前の私なら、信じられないと切り捨ててしまっただろう。けれども、アルベルトとずっと過ごしてきた今なら、その言葉が心からのものだと信じられた。

「私にとっての幸せは、私が決めます」

「……分かってるよ」

「私の願いは復讐です」

「痛いぐらいに分かってるよ」

　私にも譲れないものはある。それをアルベルトは知ってるし、彼にも譲れないものがあることを私は知っている。そこすら譲歩しようとしていたけれども、そんな行動を取らせてはいけない。少なくともアルベルトは、二度と私に戦うなとは言わないだろう。

「ひとまずは滅ぼされないように頑張りましょうか」

「そうだね。舐なめた宣言をしてくれたヴァイス王国とレジエンテには、目に物見せてやらないと」

　この関係が永遠である保証はない。けれども同じ方向に進み続けようと努力はできる。少なくともこの人となら、分かり合うことを諦めなければ絶対に分かり合える。そう思えた。

　私とアルベルトは頷うなずき合った。

　戦いはこれから激化する──やるべきことは山積みだった。
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　はじめましての方は、はじめまして。

　お久しぶりですの方は、ありがとうございます！

　作者のアトハです。




　このたびは「闇堕ち聖女は戦禍で舞う」をお読みいただき、ありがとうございます。アリシアの復讐の行方を、是非とも見守っていただけると嬉しいです。

　本作……実のところ、かなり難産でした。

　本作、最初は闇堕ちした聖女が、敵をバサバサ斬り捨てるような話を書きたい！と勢いのままに書き散らした短編作品だったりします。それがみるみるランキングを駆け上がっていき、せっかくなら長編で仕上げてみようと決意しました。

　心優しい主人公が手酷く裏切られ、闇堕ちしながらも本来の優しさは失わず、それでいて危うさを抱えたまま精一杯生きて幸せを手にする話──本作を一言で表すなら、そんな物語だと思います。いつもと違う作風で大変ではありつつ、その分、自信を持って面白いと言える仕上がりになったと思います。

　最後に謝辞を。

　担当編集のＹ様、作品への的確なアドバイスありがとうございます。悩んだところも多い作品でしたが、なろう版から書籍化作業でブラッシュアップされ、数倍面白い作品に仕上がったと思います。今後ともよろしくお願いします。

　デザイナー様、素晴らしい装丁に仕上げていただきありがとうございます。シンプルながらも、魅せるところはしっかり魅せる素晴らしい仕上がりで感謝です。

　素晴らしいイラストを描いて下さったペペロン様、挿絵・口絵から生々しいキャラの感情が伝わってくるような素晴らしい仕上がりでした。カバーのアリシアも格好よく、でもどこか切なく、最高にお気に入りです。

　最後に手にとって下さった読者のみなさま、少しでも本作を読んで楽しい時間を過ごしていただけたなら、それ以上の喜びはありません。

　それでは、願わくば二巻で再会できますように。


10月12日　アトハ
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